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序文

平成４年から始まった「県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う埋蔵文化

財発掘調査も平成８年度で終了いたしました。試掘調査を含めると足掛け６年

の月日を要し、旧石器時代の遺物から近世に至る長期間の遺構・遺物が検出さ

れました。

発掘調査後の整理事業は、本年度と次年度の２年間で第５集を刊行する予定

であり、当町に於ける先人の歴史が次々に解明されつつあります。

ここに報告いたします第３集「堀越中道遺跡」は、縄文時代と平安時代の集

落を中心とする遺跡で、縄文時代の集落は、関東でも類例の少ない前期前葉の

調査例であり、第２集の「横沢新屋敷遺跡」の報告とともに重要な資料であり

ます。

平安時代の集落では、県内で２例目の報告となる礎石をもつ竪穴住居跡、道

路跡、出土遺物では焼印・把手付鉄鍋、巡方、墨書土器、祭祀儀礼の一端を垣．

間見れる刻書土器等があり、一般集落の様相とは異にする遺構・遺物が検出さ

れました。

調査の実施に当たりご協力．ご指導をいただきました各位に感謝申し上げる

と共に、厳しい自然条件の中で調査に携わりました皆様の労をねぎらいます。

終わりに、この成果を広く公刊し、当町並びに本県の歴史の解明を探る資料

として多くの方々の学習の一助となれば幸いであります。

平成９年３月

勢多郡大胡町教育委員会

教育長劔持平三郎



例

一一百

１本書は、「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣の実施に伴い事前に発掘調査された大胡西北部遺跡群

のうち、大胡町大字堀越字中道に所在する｢堀越中道遺跡｣の発掘調査報告書である。

◎大胡西北部遺跡群発掘調査一覧

平成４年堀越西一丁田・西天神遺跡、横沢柴崎遺跡平成４年10月10日～５年２月25日

平成５年横沢新屋敷・宇持・乙関替戸遺跡平成５年９月１日～同年12月18日

平成６年堀越中道遺跡平成６年10月15日～７年２月18日

平成７年横沢二本松遺跡・向田遺跡・向山遺跡平成７年10月11日～８年２月29日

平成８年茂木二本松遺跡平成８年10月９日～同年11月７日

◎大胡西北部遺跡群発掘調査報告書一覧

第１集乙西尾引遺跡・西天神遺跡・柴崎遺跡平成６年３月刊行

第２集横沢新屋敷遺跡平成９年３月刊行

第３集堀越中道遺跡平成９年３月刊行

第４集西一丁田遺跡他平成10年３月刊行予定

第５集横沢二本松・向田・向山他平成10年３月刊行予定

２遺跡の名称は、大字名小字名を併記し堀越中道遺跡と呼称する。

３発掘調査地区は、大胡町大字堀越字中道1565番地外に所在する。

４発掘調査は、大胡町教育委員会直営で平成６年10月20日より平成７年２月18日まで山下歳信と藤坂

和延が担当し、実施した。

５本書の作成は編集・執筆を山下が行った。

６発掘調査によって出土した遺物については総て大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で

管理・収蔵している。

７発掘調査から本書作成の過程で下記の方々や機関からのご協力.ご指導をいただいた。

記して感謝の意を表します。（敬称略・順不同）

群馬県教育委員会文化財保護課群馬県埋蔵文化財調査事業団群馬県埋蔵文化財センター

群馬県土地改良事務所株式会社測研技研測量設計株式会社須賀工業株式会社

パリノ・サーヴェイ株式会社調査研究部考古学研究室株式会社東都文化財保存研究所

前橋文化財研究所百瀬長秀上田典雄綿田弘美澁谷昌彦綿貫邦雄谷藤保彦関根'慎一

高島英之鈴木徳雄松田光太郎

８石器等の石材の同定・竪穴住居跡の炭化材分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

９発掘調査作業員及び整理作業員は次のとおりである。（敬称略）

阿久沢福造五十嵐文江石井よれ井上美代子江原喜美遠藤芳雄大野京子

大原きみ子奥野富子小沢チヅエ笠原録郎神尾茂北爪珠美喜楽トヨ

境野豊四郎桜井弘下山敏菅田ツル鈴木久美子須藤すみ子関谷清治

（故)高橋充子田村志づ江勅使河原幸枝登坂うた子中村新太郎長岡徳治萩原秀子

福島逸司松倉菊江山下雅江山田茂雄横沢和代横沢恵子若林俊次



凡例

１位置図（第１図）は建設省国土地理院発行の５万分の１の地形図「前橋」に加筆して使用した。

２第２．３図は、大胡町役場発行の2,500分の１，１万分の１現況図に加筆して使用した。

３遺構番号の略称は、住居跡はＨ、土坑はＤ、掘立柱建物跡はＢ、溝はＭとし、縄文時代の遺構には

Ｊを頭に付した。

４本書捜図の縮尺は次のとおりである。

遺構

全体図１：１２００全体図割り付け遺構図１：４００遺構分布図１：４００住居跡１：６０炉杜１：３０

土坑１：４０掘立柱建物跡１：８０溝１：200～300道路社１：３００礎石遺構１：８０

遺物

土器１：３～６石器１：１～４鉄製品１：３古銭１：１．５

５遺構図中に記した断面基準線は標高である。

６遺構図中に示したＮ方位は、座標北である。

７縄文時代の住居跡の主柱穴はトーンを付した。

８胎土中に繊維を含むものは、断面に●を付している。

９須恵器と還元炎焼成の土器の断面は、塗り潰した。灰釉陶器・黒色処理された土器についてはスク

リーントーンを貼って示した。

１０掘ウ杵建物跡の柱間は、３０cmを１尺とした。

１１発掘調査に至る経緯については、大胡西北部遺跡群第１集に記されているので割愛した。

平成６年度県営ほ場整備事業大胡西北部地区に係る埋蔵文化財発掘調査は、平成６年８月31日付け

で大胡町長横堀文雄と前橋土地改良事務所長高山雅之との委託契約に基づき行われた。
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所収遺跡 北緯 東経 調査期間 面積 調査原因
市町村｜遺跡番号
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所収遺跡名堀越中道遺跡

主な時代 主な遺構 主な遺物種別
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器（立・山椎・益等）・刻書土器（九字等）・鉄器（焼
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方）土師器・須恵器
土師器・須恵器・灰釉陶器・墨書土器（立・下殿）・石
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土師器・須恵器等井戸状遺構

地下式土坑２基
墓坑
溝
道路杜

内耳式土鍋・茶臼
古銭

中.近世

特記事項

縄文時代 前期花積下層と関山式の型式間に埋める「ニッ木式」の住居跡の検出は、県内で最大規模の軒数

である。該期の様相を知る資料として貴重である。

一般集落の様相とは異なる性格であり、下級官人に掌握された鉄生産に拘わる中継基地的集落と
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を示すと考えられる。

平安時代

ふりがな おおごせいほくぷいせきぐんなかみちいせき

書名 大胡西北部遺跡群中道遺跡

副書名 ｢県営ほ場整備事業大胡西北部地区」に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻次 第３集

シリーズ名 大胡町埋蔵文化財発掘調査報告書

編著者名 山下歳信

編集機関 大胡町教育委員会

所在地 s371-02群馬県勢多郡大胡町大字堀越1,115番地冠0272831111

発行年月日 西暦1997年３月２１日

ふＩＤがな
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集落跡

集落跡
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古墳時代・前期
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土坑

住居跡 18軒
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土師器等

土師器・須恵器・灰釉陶器・黒色土器・羽釜・墨書土
器（立・山椎・益等）・刻書土器（九字等）・鉄器（焼
印･釘・馬具・鎌・火打ち鎌・金鉗・刀子・鉄鎌・把手
付鍋等）・石製（砥石・紡錘車･石錘等）・土製品（羽
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である。該期の様相を知る資料として貴重である。

一般集落の様相とは異なる性格であり、下級官人に掌握された鉄生産に拘わる中継基地的集落と
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第Ｉ章遺跡の位置と周辺の遺跡

第１節遺跡の位置と環境（第１．２図）

群馬県の中央部に篝える「上毛三山」の１つ赤城山は、コニトロイデ型の複式火山で裾野を長く引い

て、南側には広大な関東平野が開けている。大胡町は、赤城山南麓の火砕流堆積物と火山泥流状堆積物

で構成された裾野にあり、荒山の東側の谷に源を発する荒砥川をはじめ寺沢111･神沢川などが南流する。

これらの河川は谷地形を作り出し、畑と桑園が多くを占める台地と谷地形が放射状に織り成している。

赤城山を東～南～西方と取り巻く勢多郡の南東部に位置し、北から北東は宮城村、南東に粕川村、南か

ら西に前橋市、北西には富士見村が接している。

当町は、天正18年の徳川家康の関東入国に伴い、牧野康成の城下町として発展し、江戸期には日光裏

街道の宿場町として栄えた。明治32年に町制施行して大胡町が誕生した。近年では、県都前橋市のベッ

トタウン化が著しく、米麦作・養蚕から近郊農業型へと変化している。

、遺跡は､上毛電鉄大胡駅の北西L7klnの距離に所在する大胡町の中央部の大字堀越字中道地内に位置し、

南方部の一部分が字薬師となり、標高は199ｍ前後の台地上に選地する。台地部は300ｍ前後幅で小谷地

を携えて南北に続き、南方の先端部まで2.3kmを測り、縄文時代中期の集落跡と古墳群が検出された上ノ

山遺跡となる。台地の中央部には南北に通過する町道上ノ町・前野線が東に走行し、字関替戸との地区

界となっている。調査区の東でこの町道部分を谷頭として50ｍ前後１幅の低地が貫入し、同低地は西方で、

蛇行しながら－丁田沼や薬師沼から南流する薬師川の低地と350ｍ南で合流する。

第２節周辺の遺跡（第３図）

旧石器時代の遺跡としては、相沢忠洋氏が昭和25年に調査された三シ屋遺跡(2,では、尖頭器、ナイフ

形石器、エンド゜スクレーパー、スクレーパーが出土｡上Ｚ山遺跡(26)では槍先形尖頭器、日光道東遺跡一

(3Dでは、細石核、ナイフ形石器、尖頭器、削器等、新屋敷遺跡(2)では細石核が出土している。

縄文時代の草創期～早期の遺跡としては、浅見遺跡(30の天王山地区があり爪形文土器・押型文土器が

出土している。前期前葉の集落跡は､堀越中道遺跡(1)､堀越芝山遺跡(3)､新屋敷遺跡(2)で花積下層式～ニ

ツ木式、堀越二本松遺跡(8)では関山式期、堀越向田遺跡(5)、横沢向山遺跡(7)、天神風呂遺跡群09)、関替

戸遺跡(38)では有尾式｡黒浜式土器、上大屋･樋越地区遺跡群(32)では黒浜式～諸磯式期が検出されている。

中期では、中葉の阿玉台式。勝坂式土器が出土した天神遺跡(l8I、後葉の加曽利Ｅ式の集落跡が検出さ

れた西小路遺跡(25)､上ノ山遺跡(20､諏訪東遺跡(20、中川原遺跡群(2,､稲荷窪Ａ地点遺跡(22)、甲諏訪遺跡ｌ２

等があり、諏訪東遺跡では焼町式土器、稲荷窪遺跡では中峠式土器が出土している。

後期では、堀ノ内式～加曽利Ｂ式・三十稲場式土器を出土した天神遺跡(18)と加曽利Ｂ式土器を主体と

する包含層が検出された西一丁田遺跡仙等が知られている。

弥生時代では大胡町や北に続く宮城村、西方の富士見村一帯がその存在が希薄な地域である。町内で

は、再葬墓と考えられる大胡金丸遺跡が知られている。近年では、有孔磨製石鍍や木葉痕の底部が表採

されており、集落跡の存在が考えられる地点が想定される。

古墳時代では、５世紀末から７世紀末にかけて古墳が構築され、上ノ山遺跡(20には、５世紀末～６世

紀初頭の竪穴式古墳群があり、県指定史跡の堀越古墳(17)は、裁石切組積みの石室で終末期古墳として知

Ｉ 

－
 



第１図遺跡の位置FZl

２ 



第２図遺跡周辺現況図

３ 



第３図周辺の遺跡
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られる。柴崎古墳群(9)の大胡町39号古墳からは、群馬県内でも類例の少ない獅噛環頭大刀が出土してい

る。住居跡の検出は、前橋市と境界を接する上大屋下組(30で４世紀初頭～に降下したと考えられている

Ｃ軽石が堆積する住居跡が検出された。新畑遺跡(10・堀越中道遺跡(1)、五十山遺跡06)、前橋東商業高等

学校遺跡(35)では、石田川式期の土器が出土している。５世紀に該等する遺跡には、下宮関遺跡(29)等があ

り、弘仁９年の地震災害によると考えられる液状化現象が確認されている。６～７世紀に入ると天神風

呂遺跡群09)や中川原遺跡群(2,、稲荷窪Ａ地点遺跡(22)を中心に集落が営まれている。

奈良・平安時代の集落跡としては、本遺跡の他に天神風呂遺跡群(１９・諏訪東遺跡(２０・中川原遺跡群(２，

が同じ台地上に続き、他に新畑遺跡(10・大日遺跡(23)・蟹沢遺跡群(24)。日光道東遺跡(33)・浅見遺跡(30が発

掘調査されている。天神風呂遺跡群では、瓦塔が表採されており寺院跡等の推定地と考えられている。

また、民間開発に伴う発掘調査によって浄瓶、朱墨土器等が出土している。生産杜としては８世紀代と

考えられる須恵器窯、製鉄炉・炭窯等が検出された上大屋・樋越地区遺跡群(32)と製鉄炉・炭窯・住居跡

が検出された西尾引遺跡(13)がある。西尾引遣跡の炭窯より出土した木炭の分析では、製鉄燃料材として

使用されたことが示唆されている。水田跡としては弘仁９年の地震災害に起因する泥流で埋没した下宮

関遺跡(3Dがある。真木遺跡05)では火葬墓が検出されている。

中世の大胡町は、現在の大胡町から西あるいは南西の前橋市を含む旧利根川の河岸段丘に沿った村々

を範囲とする大胡郷に属していたと考えられている。この地を本拠地として活躍したのが秀郷流藤原氏

の大胡一族である。その居城として大胡城の西方に位置する養林寺(37)の寺域が推定されている。中世の

遺跡としては、昭和32年に調査された茂木古墓（26の上ノ山遺跡の南縁）があり、鎌倉時代末期の年号

を刻む板碑や骨蔵器が出土し、日光道東遺跡(3)でも古墓が検出されている。山ノ前地区(２０は居館跡と考

えられ、１５～16世紀前半に埋設された備蓄銭が出土している。

当町の近世は、天正18年の牧野康成公が大胡二万石の城主として入城することで始まる。居城である

大胡城(30は、荒砥川によって侵食された急峻な崖をなす舌状台地に築かれ、本丸とニノ丸が群馬県指定

史跡となっている。城郭部の東崖下には根古屋、西方一帯が殿町の地名を残し、城下町の様相が残る。

城下町は、日光裏街道の宿場町として繁栄した。

第II章検出された遺構と遺物

第１節遺跡の概要（第４～１０図）

遺跡の調査区は、主要な遺構が検出された台地の平坦部をＡ区、西方で小道を挟んで傾斜地に変換す

るＢ区、トレンチ状の細長いＣ区、南方をＤ区と呼称する。

縄文時代

縄文時代の遺構は、Ａ～Ｃ調査区で検出された。Ａ調査区では前期前葉のニッ木式期の住居跡17軒、

22基の土坑は同式期と十三菩提式期等の所産と考えられ・遺物は、前期・ニッ木式、諸磯式、十三菩提

式、後期。堀ノ内式の土器片と石器が出土した。

Ｂ調査区では、中期・後葉の加曽利Ｅ式の住居跡１軒と前期の土坑が検出された。Ｃ調査区では古墳時

代の住居跡１軒が検出された。

当遺跡の同台地上で北方の水押地区ではさらに中期中葉の土器片が散布する並木地区、後期・堀ノ内

式期の住居跡１軒と加曽利Ｂ式土器の包含層を検出した西一丁田遺跡(1,、中期・加曽利Ｅ式期の住居跡

５ 
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が検出された甲諏訪遺跡U2)、東方には前期の住居跡が検出された関替戸遺跡(30があり、早期～後期に至

る縄文時代の濃密な遺跡地帯である。北西600ｍには堀越柴山遺跡(3)、さらにL3hnには新屋敷遺跡(2)が

調査され、前期。花積下層～ニッ木式期の貴重な－資料を得ている。

古墳時代

Ｄ調査区で４軒の住居跡を検出した。同時期の遺跡は、薬師沼から南方に続く谷地を挟んで新畑遺跡

(10があり、大規模な集落が営まれていた。さらに800ｍ程南下すると五十山遺跡UOがある。

歴史時代

Ａ調査区に集中して竪穴住居跡等が39軒と掘立柱建物跡38棟（建て替えを含める）。柱穴列･側溝をも

つ道路祉・礎石遺構・井戸状遺構等が検出された。南方でのトレンチ調査では当時代の遺構は検出され

ておらず、また北方では民間開発に於ける試掘調査でも検出されていないことから、本集落のほぼ全容

が調査されたと考えられる。竪穴住居跡では礎石建ちの竪穴住居跡が注目され、県内では２例目の事例

である。掘方杵建物跡は竪穴住居跡とほぼ同じ軒数が検出され、その構造も多種である。側溝をもつ道

路社はほぼ集落の中央部を東西に過ぎっている。

遺物では、古代の文字資料として「立」の印文の焼印、「立」等の墨書土器、刻書紡錘車、祭祀儀礼の

存在を示すドーマンの刻書がある。鉄製品には県内では初見の把手付鉄鍋等が検出された。

中近世

Ａ・Ｂ調査区で地下式土坑２基、土坑墓、道路社等が検出された。道路社は調査前から既存する道路

であり、明治年間の地籍図にも記載されており江戸時代には存在したと考えられる古道である。

1３ 
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第２節縄文時代の遺構と遺物

（１）住居跡

Ｊ１号住居跡（第12図）

Ａ調査区の２ＰｏＱ－２６Ｇ、標高198.90～199.00ｍ付近に検出された。南方部分には東西に走行する

耕作溝が住居跡を切っている。南東方向にＪＤ２号土坑が位置する。

形状は、南北に長い隅丸長方形を呈するが、南辺が幅狭となっている。規模は、長軸長3.70ｍ前後、

短軸長３ｍを測る。長軸方向は、Ｎ－９ｏ－Ｗである。掘り込みは、残存の良い北壁部分で30cm前後を測

る。柱穴は壁柱穴が13カ所に検出された。

炉:t[上は、中央やや北寄りに配され、南方部を開口して三方を．の字状に縁石で囲み、中央部に偏平な

礫を敷いている石囲炉である。

遺物は、炉吐の前面(1)とＰ,｡の脇(2)に深鉢形土器片が出土。

出土遺物（第12図１～９）

１は直線的に開く胴部下半より内湾し、頚部で縊れる。胴部最大径は22.3cmを測る。縄文はＬＲとＲ

Ｌで羽状構成する。６と７の胴部片は、１と同一個体と考えられる。２は緩やかに屈曲する胴部下半片

で０段多条のＬＲ・ＲＬを結束し羽状構成する。３はＬＲとＲＬを結束し羽状構成する。４は０段多条

のＬＲ・ＲＬで羽状構成する。５はＬＲを施す。８は０段多条のＲＬを施す。９は石鍍形を呈する安山

岩質凝灰岩のスクレーパー。

Ｊ２号住居跡（第13図）

Ａ調査区の２Ｌｏ２Ｍ－２６Ｇ、標高199.75ｍ前後に検出された。南方部分に道路社の北側側溝が当住

居跡を切っている。西辺にはＪＤ７号土坑が重複する。

形状は、南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は、長軸長4.80ｍ前後、短軸長3.30ｍを測る。長軸方

向は、Ｎ－４ｏ－Ｗである。掘り込みは、主柱穴は、Ｐ,～Ｐ５の６本柱と考えられる。

炉杜は、Ｐ２～P5の対角線の交点よりやや南に配され、南方を開口し三方を縁石で囲み、中央部分に偏

平な石を敷いている石囲炉である。南前面には30×25cmの円形で深さ12cmの掘り込みを設けている。

遺物は、北方部分に集中し、Ｐ３からＰ４の間に磨石・凹石、Ｐ４の西に深鉢形土器(1)が出土。

出土遺物（第１３．１４図１～19）

１は４単位の山形突起を呈する深鉢形土器で、器高40.1cm、口径30cmを測る。上げ底の底部より直線

的に外反し、胴部中位で屈曲して直立気味とする口縁部に移行する。突起の頂部には横位にスリットを

施している。縄文はＲＬ・ＬＲを羽状に施している。

２は直立気味に外反し、口唇部を尖り気味とする波状ロ縁部片で、刻みを縦位に連続して施した細隆

帯を口唇部下と胴部に巡らして文様帯を区画する。波頂下には２重の菱形文が施され、空間部分には円

形刺突文と撚糸側面圧痕文（２本１組によるＬとＲ）を併せ施文する。胴部の縄文はＲＬを施している。

３は外反して開く口縁部片。口唇部を尖り気味とし、口唇部下に２本のやや太めの隆帯を巡らし、上下

の隆帯に矢羽状となる刻み目を連続して施し、隆帯を繋ぐ様に刻み目を施す円文が配されている。隆帯

J‘ 
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第14図Ｊ２号住居跡出土遺物(2)

間に朧部分的に刺切文が施される｡蘆前段合撚(正反の合)R<蓬iとL<電を羽状に構成する｡`催
ＬＲとＲＬで結束羽状を構成する。５と８はＬＲとＲＬで羽状構成する。６は0段多条のＬＲｏＲＬで

1８ 



羽条構成する。７は直前段合撚(正反の合)Ｒ<kとＬ<{で羽状構成する。９は上げ底の底部片でＲＬ
を施す。

１０～16は磨石で石材は輝石安山岩。１５を除いて表裏面に敲打痕や逆円錐状の凹孔が施されている。１７

は砂岩の有孔砥石。１８は凝灰質砂岩、１９はデイサイトの溌形打製石斧。

Ｊ３号住居跡（第15図）

Ａ調査区の２１．Ｊ－２６．２７Ｇにまたがって、標高200.20ｍ付近に検出された。１５号掘立柱建物跡の

柱穴（P7とＰ３）が重複し、南東方向にＪＤ８号土坑が隣接する。

形状は、南東～北西方向に長いやや歪んだ隅丸長方形を呈する。規模は、長軸長４５ｍ前後､短軸長３

ｍを測る。長軸方向は、Ｎ－２６ｏ－Ｗである。掘り込みは、１０～20cmを測る。柱穴は、２１カ所に検出され

たが主柱穴は不明である。

炉吐は、南方を開口し、三方に磨石等を利用して縁石を．の字状に囲み、中央部に偏平な石を敷いて

いる石囲炉である。遺物は、Ｐ４とＰ１３の間に集中して出土した。

出土遺物（第15～17図１～18）

１は平口縁の深鉢形土器で、口径26cm、残存器高22.3cmを測る。内湾気味に直立する胴部より外反し

て開く口縁部に移行する。口唇部は平坦とする。縦位の刻み目を施す細隆帯で上下２段の文様帯を構成

する。文様は円形刺突文と蕨手状の撚糸側面圧痕文（３本１組）を併せて施文する。胴部の縄文はＵ段

多条のＬＲ・ＲＬで羽状構成する。

２は４単位の波状口縁を呈し、縦位の刻み目を施す２本１組の細隆帯で文様帯を区画する。文様は撚

糸側面圧痕文（Ｌ・Ｒの２本１組）で三角形を上下に相対させて菱形文を構成し、左右の端部を蕨手状

とする。空間部には円形刺突文を充填する。胴部縄文は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状構成する。３は２

と同一個体。

４は平口縁の深鉢形土器で、口径25.5cm､残存器高26cmを測る。内湾する胴部下半より直立気味とし、

口縁部を外反させる。口唇部は平坦気味とする。頚部に２本の隆帯を貼付後に、ＬＲとＲＬの結束で羽

状構成する。５は４と同一個体。

６は口唇部下に縦位の刻み目を施す２本の細隆帯を施す口縁部片で、尖り気味の口唇部である。縄文

はＬＲを施す。７は直線的に開く□縁部片で口唇部に刻み目を施す。緩やかな波状口縁を呈すると考え

られる｡縄文は直前段合撚(正反の合)R<:$を施す｡8は波状口縁を呈する口鶴'K片で縦位の刻み目
を施す細隆帯で口縁部と胴部を区画する。縄文はＬＲとＲＬを結束し羽状構成する。９は平口縁のロ縁

部片で、口唇部を平坦とする。縄文は８と同じ。１０は３の胴部片と考えられる。１１はＬＲとＲＬで羽状

構成する｡Ⅲ2は直前段反撚(正反の合)L<Hi1を施す｡Ⅲ3の底部片は0段…RLを施す。
１４は片面に敲打痕、１５は浅い凹孔と敲打痕が見られる磨石、１６．１７は凹石で表裏面に凹孔が穿たれて

いる。１４～17の石材は輝石安山岩。１８は黒雲母片岩の棒状石器。

Ｊ４号住居跡（第18図）

Ａ調査区の２Ｇ.Ｈ－２７．２８Ｇ、標高200.50～60ｍ付近に検出された。西壁の北寄りで28号住居跡の

カマド、南東部で15号掘立柱建物跡のＰ,が重複し、南東にＪＤ９が隣接する。
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第17図Ｊ３号住居跡出土遺物(3)

形状は、東辺と北辺の残存が不明確であるが､南北に長い隅丸長方形を呈すると考えられる。規模は、

長軸長4.9ｍ、短軸長3.5～3.7ｍを測る。長軸方向は、ほぼ真北であろう。掘り込みは、残存の良い西壁

で10～16cmである。柱穴は、２７カ所に検出されたが明確な主柱穴は判明できなかった。

炉祉は、中央やや北寄りに配され、南方を開口し三方を縁石で囲み、中央部分に石皿(6)・凹石(8)を利

用して５石を敷いている石囲炉である。

遺物は、Ｐ６の脇に装身具(１２)、Ｂ２の脇では磨石(７．９)、炉石として使用された石皿(6)と凹石(8)が出土

した。

出土遺物（第19図１～13）

１は直立気味の胴部より口唇部を短く外反させる口縁部片。縄文はＬＲとＲＬで羽状構成する。２は

ＬＲとＲＬを結束し羽状構成する。３の胴部片の縄文は１と同じ。４は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状構

成する。５は上げ底を呈する底部片でＲＬを施す。

６は表裏面の平坦部を磨面とする石皿。７は表裏面に敲打痕、９は浅い凹孔と敲打痕、１０は敲打痕の

残る磨石。８と11は表裏面に凹孔が穿たれた凹石。６～11の石材は輝石安山岩。１２は滑石の垂飾りで、

4.79を測る。１３はデイサイトのスクレーパー。
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第19図Ｊ４号住居跡出土遺物

形状は、南北に長い長方形を呈するが、北辺がやや南辺より短い。東辺の中央部は鈍角にやや突出す

る。規模は、長軸長4.87ｍ、短軸長3.70ｍ前後を測る。長軸方向は、Ｎ－４ｏ－Ｗである。掘り込みは、

７～25cmが残存する。主柱穴はP,～P4の４本柱と考えられる。
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第20図Ｊ５号住居跡・炉吐・出土遺物
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第21図Ｊ６号住居跡・炉祉

炉吐は、Ｐ,～P4の対角線の交点に埋設土器を設け、その北方に石囲炉を配している。石囲炉は、偏平

な大石を中央部に敷き、その四方を縁石で囲んでいる。

出土遺物（第２２．２３図１～39）

１は４単位の波状口縁を呈する。復元口径36cm、残存器高17.8cmを測る。有段の口縁部は外反して開

き､口唇部は尖り気味である｡地文はL<【$で羽状を構成する。
２は平口縁の深鉢形土器で、口径23.2cm、残存器高25cmを測る。胴部に屈曲部を設け、直線的に外反

する口縁部に移行する。地文はＲＬｏＬＲを羽状に施す。

３は直立気味の胴部より外反して開く□縁部に移行するロ縁部片で、縄文は０段多条のＬＲと直前段

反撚ＲＲで羽状を構成する。

４は直立気味の胴部から口唇部を短く外反させる口縁部片で、口唇部下に刻み目を施す隆帯を貼付し

ている。縄文は０段多条のＬＲとＲＬで羽状を構成する。１５の胴部片と同一個体と思われる。

５は口縁部の小片であるが、恐らく波状を呈すると考えられる。口唇部に刻み目を施し、口唇部下に

は縦位の刻み目を施す２本の細隆帯を併走させ、波頂下には円文？を意匠するのであろうか。空間部分

には撚糸側面圧痕文（ＲｏＬ．Ｒの３本１組）と円形刺突文を併せて施文する。

６は外反する口縁部片で、口唇部に斜位の刻み目を施し、口唇部下に円形刺突文を連続して施してい

る。縄文は０段多条のＲＬを施す。

７は直立気味の口縁部片で、口唇部を丸くする。口唇部下に併走する細隆帯を貼付し、縦位の刻み目

を細かく連続させて施す。文様は撚糸側面圧痕文（Ｒ・Ｌ・Ｒの３本１組）と円形刺突文を併せて施文

する。

2６ 
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第22図Ｊ６号住居跡出土遺物(1)
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第23図Ｊ６号住居跡出土遺物(2)
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８の口縁部片は０段多条のＬＲとＲＬで羽状を構成する。９は直前段合撚Ｒを施す。１０はＬＲ、１１と

12の口縁部片はＬＲとＲＬで羽状構成する。１３の胴部片は０段多条の結節Ｌ･Ｒで羽状を構成する。１４は

０段多条のＬＲ･ＲＬ、１６はＬＲＬとＲＬＲ、１７はＬＲとＲＬで羽状を構成する胴部片。１８は０段多条の

ＬＲを施す。１９は０段多条のＬＲｏＲＬ、２０と24は０段多条の結節Ｌ・Ｒ、２１は０段多条のＬＲとＲＬ

で羽状を構成する｡22はRLを施す｡23は0段多条のRLとL<蓬;で羽状を構成…5はLRとR［
で結束し羽状を構成する。２６，２７は不明。２８は矢羽状に刺切文を施す。縄文はＬＲとＲＬで羽状を構成

する。２９はやや太めの隆帯上に斜位の刻み目を施し、隆帯に沿って円形刺突文を連続する。縄文は０段

多条のＬＲを施す。３０は太めの隆帯に縦位の刻み目を施す。縄文は０段多条のＬＲＬを施す。３１は細隆

帯に縦位の刻み目を施す。縄文はＲＬを施す。３２は７と同一個体。３３はＬＲとＲＬ、３４は０段多条の結

節Ｌ・Ｒで羽状を構成する。３５はＲＬを施す底部片。

３６．３７は輝石安山岩質の磨石で36には表裏面に浅い凹孔と敲打痕、３７は。３８はデイサイトのスクレー

パー。３９はホルンフェルスの縦型石匙。

Ｊ７号住居跡（第24図）

Ａ調査区の２Ａ･Ｂ－３１Ｇ、標高201.75～､90ｍ付近に検出された。西方にＪ１1号住居跡、北方には』

８．９号住居跡が隣接する。

形状は、南東～北西に長い隅丸長方形を呈する。規模は、長軸長約4.7ｍ、短軸長3.4ｍを測る。長軸

方向は、Ｎ－５３ｏ－Ｗである。掘り込みは、残存する北壁と西壁部で10cm前後である。主柱穴は、４本柱

と推定するとＰ,～P4かP,.Ｐ2.Ｐ７･Ｐ８，６本柱と考えるとＰ,～PGが考えられる。P13は95×76cmの楕円形

を呈し、深さ20cmを測る。

炉杜は、中央部やや北寄りに配され、南方を開口し、三方を縁石で囲み、中央部分に偏平な礫を２石
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第24図Ｊ７号住居跡・炉祉
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第25図Ｊ７号住居跡出土遺物

敷いている石囲炉である。遺物は、Ｐ,3.P25の掘り込み、Ｐ,の西、北壁沿に出土した。

3０ 



出土遺物（第25図１～12）

１は平口縁を呈し、口径30.7cm、残存器高8.5cmを測る。外反して直線的に開く口縁部片で､肥厚する

ロ縁に刺切文を矢羽状に施す。２は口唇部を僅かに肥厚させる口縁部片で、口唇部に僅かであるが矢羽

根状とする刺切文が見られる。３は直立気味に内湾する胴部片で、上位には刺切文を矢羽根状気味に施

す。縄文は０段多条のＬＲ･ＲＬで羽状を構成する。７は同一個体。４と６は１と同一個体と考えられ、

結節Ｒを施す。５は結節のＬを施す。８は０段多条の結節Ｌ・結節Ｒで羽状を構成する。９は０段多条

のＬＲ・ＲＬで羽状を構成酢。１０は上げ底を呈する底部片。

１１は輝石安山岩の磨石で端部と表裏面に細かい敲打痕が見られる。１２は雲母片岩の棒状石器。

Ｊ８号住居跡（第26図）
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第26図Ｊ８号住居跡・炉祉・出土遺物
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Ａ調査区のＴ－３１．３２Ｇと２Ａ－３ｒ３２Ｇにまたがって、標高202.10ｍ前後に検出された。南辺には

４号溝が重複し、北東方向にＪ９号、西方にＪ１0号住居跡が隣接する。

形状は、西壁が10cm前後残存するのみで、東・南・北辺の壁の立ち上がりは明確でないが、南北に長

い隅丸長方形を呈すると考えられる。規模は、長軸長4.90ｍ、短軸長3.55ｍと推定される。長軸方向は、

残存する西壁からＮ－９ｏ－Ｗである。主柱穴は不明確であるが､深度と配置からＰ,～Ｐ４と考えられる。

炉吐は、Ｐ２とＰ３のライン上の中央に配されている。残存状況より、恐らく南方を開口し、三方を．の

字状に縁石で囲み、中央部分に偏平な礫を敷いていたと推察される石囲炉であろう。

出土遺物（第26図１～６）

１は外反して開く口縁部片で、口唇部下に２本の隆帯を併走させ、斜めの刻み目を上下で矢羽状とな

る様に施す。隆帯間には刺切文を連続して施す。縄文はＬＲとＲＬで羽状を構成する。２は外反する口

縁部で口唇部を尖り気味とする。縄文は１と同じ。３は口唇部を平坦とし、０段多条の結節Ｌ・結節Ｌ

で羽条を構成する。４はＬＲを施す胴部片。５と６は同一個体で、直線的に開く胴部片。縄文は０段多

条のＬＲ・ＲＬの結束２種で羽状を構成する。

Ｊ９号住居跡（第27図）

Ａ調査区のＳ・Ｔ－２９．３ＯＧにまたがって、標高201.95～202.15ｍ付近に検出され、北辺の中央部分

に平安時代の円形土坑が重複し、南方にＪ１３ｏ１４Ｄが位置する。
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形状は、南北に長い隅丸長方形を呈し、南西部分がやや張り出す。規模は、最大長軸長4.75ｍ、短軸

長3.4ｍを測る。長軸方向は、Ｎ－４ｏ－Ｗである。検出面からの掘り込みは、８～18cmを測る。主柱穴は

P,～P5と考えられるが、Ｐ４とＰ５の間の柱穴は検出されなかった。

炉杜は、中央やや北寄りに配されている。南方部を開口し、三方を縁石で．の字状に囲み中央部に偏

平な礫を敷いている石囲炉である。

遺物は、炉杜の南方部分の床面（１と５）に集中、Ｐ２より磨石(8)が出土した。

出土遺物（第28図１～10）

１は４単位の波状口縁を呈し、Ｊ１０号住居跡の出土遺物１と同様な文様構成である。波頂部分は欠損

するが刻み目を施す２本の隆帯が垂れ、併走して巡る矢羽状の刻み目を施す隆帯が胴部と区画する。こ

の隆帯からＶ字状に左右対称気味に蕨手状の撚糸側面圧痕文（Ｌ・Ｒの２本１組）を施し、円形刺突文

を空間部分に充填する。胴部は０段多条の結節Ｌ・結節Ｒで羽状を構成する。

２は肥厚する口縁部片で、０段多条のＬＲを施す。３は０段多条の結節Ｌを施す胴部片。５は内湾す

る球形状の胴部を呈し、頚部に斜位の刻み目を施す隆帯を巡らす。１と同一個体と考えられる。６は撚

糸側面圧痕文（Ｌ・Ｒの２本１組）で文様を意匠する。７は０段多条の結節ＬｏＲで羽状を構成する。

８と９は、端部と表裏面に敲打痕を残す磨石。１０は表裏面に浅い凹孔と敲打痕を残す凹石。８～10の石

材は輝石安山岩。

Ｊ１０号住居跡（第29図）

Ａ調査区のＴ－３３．３４Ｇ、標高202.35～50ｍ付近に検出され、東方にＪ８ｏＪ９号住居跡、北方にＪ

１８．１９号土坑が位置する。

形状は、南東～北西方向に長い隅丸長方形を呈し、長軸長4.25ｍ、短軸長3.35ｍを測る。長軸方向は、

Ｎ－３８ｏ－Ｗである。検出面からの掘り込みは、４～７cmと浅い。主柱穴は、調査区外にｌ穴が存在する

と考えられる６本柱で、Ｐ,～P5が該等する。壁沿には壁柱穴が巡る。

炉吐は、Ｐ２～P3～調査区外の柱穴～Ｐ４の対角線の交点部分に配されている。形状は、南方を開放して

．の字状に縁石を設け、内部に偏平な礫と石皿片０９.凹石(１０を敷いている石囲炉である。

遺物は、炉祉の北西方向の床面と炉吐周辺に集中して出土。

出土遺物（第３０．３１図１～26）

ｌは４単位の波状口縁で、復元口径39.2cm、残存器高21cmを測る。口縁部文様帯は併走する２本の矢

羽状に刻み目を施す隆帯で区画し、波頂部下にも刻み目を施す２本の隆帯が垂れる。口唇部下と区画の

隆帯に沿って撚糸圧痕文（Ｌ・Ｒの２本１組）が巡り、空間部分には区画の隆帯上から撚糸圧痕文でＶ

字状に蕨手文が施される。更に円形刺突文が充填される。胴部は０段多条の結節Ｌ・Ｒで羽状を構成す

る。Ｊ９号住居跡の１と同一個体の可能性がある。

２は直立する胴部から緩やかに内湾し口縁部でやや外反させる。口唇部は尖り気味とする。縄文は結

節Ｌと結節Ｒで羽状を構成する。３と４は同一個体の口縁部片で０段多条のＬＲ･ＲＬで羽状を構成し、

３には瘤状貼付文がある。５はＬＲとＲＬで羽状を構成する。６は波状口縁を呈すると考えられる□縁

部片で、ＲＬを施す。７は縦位に細かく連続する刻み目を施す細隆帯が口唇部下に巡り、下方には先端

3３ 
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部が３，幅の平な工具で刺突をする。８．９．１３．１４．１７は０段多条のＬＲとＲＬ、１０と12は０段多条

の結節Ｌ・Ｒで羽状を構成する。１１はＬＲを施す。１５は網代状の単軸絡条体を施す。

１８は表裏面に凹孔が穿たれ、側面に敲打痕が残る凹石。１９は炉石に使用された石皿で縁辺に凹孔が穿

たれている。２０は凹孔が多く穿たれた多孔石。１８～20の石材は輝石安山岩。２１は安山岩質凝灰岩のスク

レーパー。２２は繊密質安山岩の石鍼。２３は安山岩で短冊形、２４は繊密質安山岩の箆状の打製石斧。25.

26は安山岩質凝灰岩の横型石匙。

Ｊ１１号住居跡（第32図）

Ａ調査区の２Ｂ－３２Ｇ、標高201.90～202.00ｍ付近に検出された。２６号掘立柱建物跡と重複し、その

柱穴（P5）が炉吐の一部を破壊している。東方にはＪ７号住居跡が隣接する。

形状．規模は不明である。主柱穴は、Ｐ,～P4の４本柱と考えられ、主柱穴の配置から長軸方向は、Ｎ

-36.-Ｗとしている。恐らく南東～北西に長い長方形を呈するのであろう。

炉杜は、主柱穴の対角線の交点よりやや北寄りに配されている。中央部分に敷かれた偏平な礫と１石

の縁石と磨石(4)が残存する。出土遺物は僅かな土器の小片がある。

出土遺物（第32図１～４）

１はロ縁部片で、口唇部下に鋭利なへラ状工具で刺切文を縦位に施す。縄文はＬＲを施す。２の小片

には撚糸側面圧痕文（Ｌ・Ｌの２本１組）が施されている。３はＲＬとＬＲで羽状を構成する胴部片。

４は輝石安山岩の磨石。

６６Ｇ， 
０ 

，蟹。鯵Ｌ

鑛鮖

曇謬眺露鑿飢

」゛

５
 

２
 

鍵
⑥
。①
②
⑮
 

、

◎'0 

鯵 Ｚ 

。
4... 

翁 亀』１
．
，
 

|蟻,
゛￣２C-32

＋ 
し

２０２．１，Ａ’ Ａ 

４ 

、 10cｍ B’ Ｂ 202.］ 

第32図Ｊ１１号住居跡．出土遺物
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Ｊ１２号住居跡（第33図）

Ａ調査区のＳ－３７Ｇ、標高202.90ｍ前後に検出された。形状・規模はトレンチ間の検出の為に全体像

は明確でないが、形状は南北に長い長方形を呈し、短軸長3.25ｍ前後を測る。長軸方向はN-30o-W前

後であろう。掘り込みは、３～９cmと浅い。柱穴は６カ所に検出されたが主柱穴は不明である。

炉吐は石囲炉で東の縁石が内部に倒れる状態から南方を開口して三方を縁石で囲み、中央部に偏平な

礫を敷いている。出土遺物は覆土内より土器片が見られる。

出土遺物（第33図ｌ～７）

１は０段多条のＬＲとＲＬで羽状を構成する口縁部片。２はＲＬを施す口縁分布図片。３は側面環付

の縄文を施す。４は結節Ｌと結節Ｒで羽状を構成する。５は２本の隆帯が巡る胴部分片でＲＬを施す。

６は０段多条のＬＲとＲＬで羽状を構成する胴部片。７は後期の堀ノ内Ⅱ式期の所産と考えられる。

、
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第33図Ｊ１2号住居跡。炉社。出土遺物

Ｊ１３号住居跡（第34図）

Ａ調査区の２Ｊ．Ｋ-28.29Ｇ、標高200.30～､40ｍに検出され、北西部分に19.20号住居跡が重複し、

北東方向にＪ３号住居跡、西方にＪ２１号土坑が位置する。
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第34図Ｊ１3号住居跡・炉祉

形状は､南北に長い台形状を呈し、長軸長6.60ｍ、南辺4.5ｍ、北辺2.8ｍを測る。長軸方向は、

－Ｗである。検出面からの掘り込みは、１７～22cmである。主柱穴は、６本柱でP,～PGが該等す‘

られる。

炉祉は、Ｐ２～Ｐ４の対角線の交点に配され､南方が開口し、三方を．の字状に石皿片(52)等で縁王

中央部分に偏平な礫を敷いている石囲炉である。遺物は、P33の脇で磨石が出土した。

､8ｍを測る。長軸方向は、Ｎ－８．

６本柱でP,～PGが該等すると考え

三方を．の字状に石皿片(52)等で縁石で囲み、

3９ 



出土遺物（第35～37図１～52）

１～12は口縁部片。１は直立気味の胴部から外反する口縁部片で口唇部を丸く尖らせる。縄文はＬＲ

Ｌを施す。２．４．７はＬＲとＲＬで羽状を構成する。３．１０．１１は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状を構

成する。５と12は０段多条のＲＬを施す。６は口唇部に併走する２本の隆帯を巡らし、上下に矢羽根状

に刻み目を連続する。縄文は結節Ｌを施す。８は口唇部下に刻み目を施す１本の隆帯を巡らす。９は波
状を呈し、ＬＲを施す。

１３．２７は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状を構成する。１４．１６．１８．１９．２０．２２～２４．２６．３２はＬＲとＲ

Ｌで羽状を構成する。１５．１７．２９．３０は貝殻背圧痕文を施す胴部片。２１は０段多条のＬＲとＲＬ、２５は

０段多条のＬＲ・ＲＬの結束で羽状を構成する。２８はＬＲを施す。３１は隆帯に細かい刻み目を縦位に連

続する。縄文は０段多条のＬＲを施す。３３は横位に併走する隆帯を貼付し、０段多条のＬＲとＲＬで羽
状に構成する。

３４～38は底部片。３４．３８の外面と底部はＬＲとＲＬで羽状を構成する。３５は０段多条のＬＲとＲＬ、

底部には結束で羽状を構成する。３６はＬＲ、３７は０段多条のＬＲを施す。

３９～42は前期後半諸磯ｂ式終末～ｃ式期直前段階の所産で、集合沈線で横位区画を施し、区画内を斜

線や木葉状弧線の文様を施す。

４３．４７．４９．５０は磨石。４４～46.48は凹石。５１は表裏面の平坦部を磨面とする石皿。５２は炉石に使用

された石皿片。４３～52の石材は輝石安山岩。

Ｊ14号住居跡（第38図）

Ａ調査区の２Ｎ.Ｏ－２３．２４Ｇ、標高198.90～199.20ｍに検出された。形状は、南北に長い隅丸長方

形を呈し、長軸長4.80ｍ、短軸長４ｍ前後を測る。長軸方向は、Ｎ－８ｏ－Ｗである。柱穴は、２６カ所に

検出されたが、主柱穴は明確でない。

炉祉は、中央部やや北寄りに配され、南方を開口し、三方を縁石で．の字状に５石で囲む。中央部に

は偏平な礫と磨石(3)を敷いている石囲炉である。

遺物は、磨石の他に覆土内より深鉢形土器片（1.2)、打製石斧（4.5）が出土した。

出土遺物（第38図１～４）

１は０段多条のＬＲ・ＲＬ、２はＬＲとＲＬで羽状を構成する胴部片。３は輝石安山岩の磨石で浅い

凹孔と敲打痕が見られる。４は凝灰質細粒砂岩、５は織密質安山岩の擬形の打製石斧。

Ｊ15号住居跡（第39図）

Ａ調査区の２Ｎ・Ｏ－３３Ｇ､､標高200.20ｍ前後に検出された。炉祉が配されたと考えられる部分と南

辺に道路杜の側溝が住居を切っている。

形状は、南北に長い隅丸長方形を呈すると考えられるが、明確なプランを追及できなかった。規模は、

長軸長4.7ｍ、短軸長4.0ｍ前後と推定され、長軸方向はＮ-16.-Ｗである。掘り込みは、壁の残存が良

い西壁で最大20cmを測る。主柱穴は、４本柱か６本柱かは不明確であるが、４本柱の場合はP,～P4、６

本柱の場合にはP,～P6の可能性が考えられる。

炉il上は、道路;Ll上の北側溝によって破壊されていると考えられる。埋設土器(1)が溝内より検出された。

〃



２ 

｡欝風蟻諏薊ZＨ ０ 

４
 
１
 

円
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
州

２ 

§ 

５ 

段

３
 

山川ⅡⅡⅡⅡ川川仏咋９
 

４
 

幽川ⅡⅡｗⅡⅡ、山川ⅡＨⅡⅡ椛

０
 

２
 

山
Ⅱ
Ⅱ
Ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
開 ２
 

１
 

山ⅡⅡⅡⅡⅡα刑

２
 

２
 

山
川
Ⅱ
川
Ⅱ
榊

ＩＪＩ鱸!“

２
 
６
 

山川ⅡⅡⅡⅡⅡ耐

５
 

山川ⅡⅡⅡⅡ川硴

乢蟻IⅢ驫瓜露胤'１１： 
１０cｍ 、

第35図Ｊ１3号住居跡出土遺物(1)
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第36図Ｊ１３号住居跡出土遺物(2)
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第37図Ｊ１3号住居跡出土遺物(3)

出土遺物（第39図１～５）

１の埋設土器は直線的に開く胴部から直立気味に内湾する平口縁の深鉢形土器で底部を欠損する。縄

文は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状を構成する。口径24.5cm、残存器高28.1cmを測る。２は直立気味に外

反する口縁部片で０段多条のＬＲ・ＲＬ、３の胴部片はＬＲとＲＬ、４は０段多条のＬＲとＲＬで羽状

を構成する。

５は輝石安山岩の磨石で表裏面に凹孔を穿たれている。

Ｊ１６号住居跡（第40図）

Ａ調査区の２Ｎ.Ｏ-40.41Ｇ、標高201.45～､70ｍに検出された。南東部分に４号住居跡と重複する。

形状は、東西に長い隅丸台形状を呈し、規模は長軸長7.50ｍ、東辺5.90ｍ、西辺4.50ｍ前後を測る。長

軸方向は、Ｗ－１５ｏ－Ｓである。掘り込みは、４０～55cmが残存する。主柱穴は、Ｐ,～P6と考えられ、壁沿

に壁柱穴が巡る。

炉祉は、Ｐ２～P5の対角線の交点に配され、東方を開口して三方を縁石で囲み、中央部分に２石を敷い

ている石囲炉である。前面には20cmほど離れて深鉢形土器(1)を埋設している。Ｐ２と炉吐の間には開口部

が80cm、底面1.4ｍ、深さ70cmを測る袋状土坑（P58）がある。

出土遺物（第４１．４２図１～42）

１は炉吐の前面に埋設された深鉢形土器である。披熱により非常に脆く、現時点で復元作業は困難を

極めている。内湾する球形状の胴部から外反して開く口縁部に移行し、復元口径36cm、残存器高さ25ｃｍ

を測る。２は緩やかに内湾する口縁部片である。縄文はＬＲとＲＬで羽状を構成する。３はＬＲとＲＬ
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第38図Ｊ１４号住居跡・炉祉・出土遺物

の結束で羽状を構成する。４は波状を呈する有段口縁で貝殻背圧痕文を施す。５はＬＲとＲＬで羽状を

構成する。６は口唇部下に刻み目を施す隆帯を巡らす。７は波状を呈する口縁部片でＬＲを施す。８は

口唇部に細かく連続する刻み目を施す。縄文は０段多条の結節Ｌ・結節Ｒで羽状を構成する。９は撚糸

側面圧痕文（ＬｏＲｏＬ.Ｒの４本１組）で蕨手状文を施す。１０．１４．１６はＬＲとＲＬ、１５．１７は０段

多条のＬＲｏＲＬ、２０は０段多条のＬＲとＲＬで羽状を構成する。１９は口縁部文様帯に施される円形刺

突文、２１と22は刻み目を施す細い隆帯で文様帯を区画し、２１は区画内を刺切文で充填する。２７は上げ底
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第39図Ｊ１5号住居跡・出土遺物

状の底部片。１３．１８．２６は前期後葉諸磯式、２３～25は前期末葉十三菩提式に比定される。

２８は短冊形の打製石斧、石材は玄武岩。２９はデイサイトのスクレイパー。３０と31は横型石匙。３０はデ

イサイト、３１は玉ずいの石材。３２～３４．３６．３７は磨石。３２の石材はひん岩で片面に凹孔。３３．３４．３６．

３７の石材は輝石安山岩。３５．３８．３９は凹石。４０は輝石安山岩の多孔石。４１と42は輝石安山岩の石皿。４２

の縁部に朱痕が見られる。
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Ｊ１７号住居跡（第43図）

Ａ調査区の２Ｇ．Ｈ－４４Ｇ、標高202.20ｍ付近に検出された。形状。規模は、全体像の把握ができな

い為に不明確であるが、南北に長い長方形を呈すると考えられ、長軸方向はＮ－３０ｏ－Ｗ前後であろう。

掘り込みは、１２～25cmを測る。柱穴は南壁沿いに４カ所検出された。炉杜は調査区外と考えられる。

鵬十遺物は、覆土内より僅かな土器片と磨石、南東隅で打製石斧(6)、東壁沿いに多孔石(4)が出土した。

出土遺物（第43図１～６）

１は網代状の単軸絡条体を施す。２はＬＲとＲＬで羽状を構成する胴部片。３は諸磯Ｃ式期の底部片

で集合沈線上にボタン文を貼付する。４は輝石安山岩の多孔石で表裏面に凹孔が穿たれている。５は輝

石安山岩の磨石で細かい敲打痕が平坦面に見られる。６はホルンフェルスの短冊形の打製石斧。
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轍‘第44図Ｊ18号住居跡

J１８号住居跡（第44図）

Ｂ調査区の２０.Ｐ－４７Ｇ、標高201.20ｍ付近に検出された。当遺跡で縄文時代中期後半の唯一の遺

構である。形状は不明であるが、おそらく円形を呈するものと考えられる。規模は、東西６ｍ、南北５

ｍ前後と推定される。柱穴は、１０カ所に検出された。炉祉の東方に80cm前後の径で、深さ35cmの円形土

坑がある。炉吐は、長さ35～40cm前後の石を利用して方形に囲む石囲炉である。

遺物は、炉吐の東側縁石下(2)と炉杜の北東方向に集中して瓢箪形(1)、深鉢形土器（３．４）等が出土し

た。加曽利Ｅｍ式～Ⅳ式期に比定される。

出土遺物（第45図１～６）

１は復元口径15.8cm、残存器高25cmを測る瓢箪形の深鉢形土器で、微隆起線文により渦巻き文等を意

匠し、空間部分をＬＲの縄文で充填する。下半の屈曲部には２カ所に橋状把手が付される。

２は円筒形の胴部よりキャリパー形に内湾する口縁部に移行する深鉢形土器で、緩やかな４単位の波

状口縁を呈する。口径は19.5cm、残存器高24.4cmを測る。口唇部下は.炉杜沈線によって区画された幅

5０ 
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第45図Ｊ１8号住居跡出土遺物

狭の無文帯を設けている。文様帯は上下二段で構成され、上部は波状文、下部は円文を上部の波底部と

相対して施文する。

３は平口縁を呈する深鉢形土器で､口径36.2cm､残存器高19cmを測る。２本１組のなぞりの沈線でアー

チ状文を連続して意匠する。地文はＬＲを充填する。

４は２本１組の沈線を垂下させて文様を意匠する。地文はＬＲである。５はなぞりの沈線で文様を区

画し、区画内をＲＬの縄文を充填する。

６は撚糸側面圧痕文（Ｌ・Ｒの２本１組）と刺切文を併せて施文する。

５Ｊ 



（２）土坑（第46～50図）

Ｊ１号土坑（第46図）

Ａ調査区２Ｔ－２６Ｇｏ３Ａ－２６Ｇに跨がり、標高198.70ｍ前後に検出された。上面を南北に地割りの

溝が過っている。形状は東西に長い楕円形を呈し、東西長1.63ｍ、南北の中央部で98cm､深さ1.66ｍを測

る。底面は東方に緩やかに傾斜し、中央部に深さ40cmの掘り込みを有する。壁面は東壁がオーバーハン

グし、短軸の中央部で上部が開口する。形状から落とし穴と考えられ、Ｊ６～９．Ｊ20の６基の落とし

穴がほぼ直線上に配列する。

Ｊ２号土坑（第46図.４９図１．２）

Ａ調査区２Ｑ・Ｒ－２５Ｇに跨がり、標高198.80ｍに検出された。上面を東西に耕作溝が過っている。

形状は南北に長い楕円形を呈し、南北長2.10ｍ前後、東西長1.95ｍ、最深部で18cmを測る。底面は皿状

を呈し、４カ所に小柱穴状の掘り込みを有する。壁面は内湾気味に立ち上がる。

遺物は覆土内より２点の土器片が出土した。（1)は隆帯を巡らす。(1)と(2)はＲＬを施す。

Ｊ３号土坑

Ａ調査区２Ｎ－２５Ｇ、標高19940ｍに検出された。北西に20cm離れてＪ４号土坑が接する。

Ｊ４号土坑（第46図・第４9図３～５）

Ａ調査区２Ｍ－25.26Ｇに跨がり、平安期の道路跡（ＭＤ１－Ｈ・Ｉ）の側溝によって上面を切られて

いる。残存する形状は1.2ｍ前後のやや歪んだ円形で、深さ30cmを測る。底面は平坦で、壁面は部分的に

オーバーハングして立ち上がる。

遺物は床面より20cmほど浮いた状態で中央部に偏平に圧し潰された深鉢形土器(4)と磨石(5)等が出土し

た。（3)はＬＲとＲＬで羽状を構成する胴部片。(4)の深鉢形土器は、口径26cm、器高35.1cm、底径７cmを

測る。やや上げ底を呈する底部より外反して立ち上がり、中位で内湾気味とし□縁部を直線的に外反さ

せる。口唇部は平坦に作る。縄文は０段多条のＲＬ・ＬＲで羽状を構成する。（5)はデイサイトの磨石で

表裏面に敲打痕が残る。

Ｊ５号土坑（第46図・第４9図６．７）

Ａ調査区２Ｌ－２４Ｇ、標高199.55ｍ付近に検出され、平安期の道路跡(ＭＤ２－Ｌ)側溝によって南方

部分が切られている。形状は108ｍ前後の径を測る円形で、深さ90cm前後を測る。底面はほぼ平坦で北

から西方の壁面がオーバーハングして袋状とする。

遺物は中央やや北寄りの底面から30cm浮いた状態で十三菩提式期の深形土器(7)と□縁部片(6)が出土し

た。

（7)は４単位の山形突起を付し、口径20cm、器高21.5cm、底径６cm前後を測る。底部より内湾して立ち

上がり、胴部下半を筒状とし、中位から外反して開きキャリパー状に内湾する□縁部に移行する。文様

は、連続爪形文を施す隆帯で意匠される。口縁部文様帯の区画内には、鋸歯状に隆帯を<ねらせ、突起

下には縦位に３本を垂下させ、胴部文様は併走して４本が巡る。地文はＬＲを充填する。

(6)の口縁部片は細かく連続爪形文を施す隆帯で文様帯を区画し、内部にソーメン状隆帯を縦位に充填

5２ 



した後に斜位に貼付する。

Ｊ６号土坑（第46図）

Ａ調査区２Ｎ－２７Ｇ、標高199.70ｍに検出され、平安期の道路跡（ＭＤ１－Ｇ｡Ｈ）側溝によって南方

の上面が切られている。形状は東西に長い楕円形を呈し、東西長約2.20ｍ、南北長1.3ｍ、深さ2.10ｍを

測る。底面はほぼ平坦で、壁面は直立気味に立ち上がり上部で開口する。形状から落とし穴と考えられ

る。

Ｊ７号土坑（第46図）

Ａ調査区２Ｍ－26Ｇ、標高19980ｍ前後に検出され、Ｊ２号住居跡の西辺の南方で重複する。形状は

南北に長い隅丸方形状を呈し、南北長1.75ｍ、東西長1.05ｍ、最深部で48cmを測る。底面は南方から北

方に連れて緩やかに傾斜し、北方部分には凹凸がある。壁面は内湾気味に立ち上がり、上部で開口する。

Ｊ８号土坑（第47図。第49図８）

Ａ調査区２Ｊ－２７Ｇ、標高200.20ｍ付近に検出された。北方にはＪ３号住居跡が隣接する。形状は東

西に長い楕円形を呈し、東西長1.71ｍ、南北長90cm前後、深さ1.67ｍを測る。底面は平坦で中央部分に

20×15cmの楕円形で深さ40cmの小柱穴が設けられている。壁面は直立気味に立ち上がり、上部で開口す

る。形状から落とし穴と考えられる。

遺物は覆土内より織密質安山岩の箆状石器(8)が出土した。

Ｊ９号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ｈ－２７Ｇ、標高200.35ｍに検出され、１５号掘立柱建物跡のP2と重複する。形状は東西に長

い楕円形を呈し、東西長1.41ｍ、南北長83cm、深さ1.65ｍを測る。底面は平坦で、中央部分がやや括れ

るピーナッツ状である。西方に20cm前後の円形で、深さl5clnの掘り込みがある。壁面は直立気味である。

形状から落とし穴と考えられる。

Ｊ１０号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ｌ-32Ｇポイントに検出され､16号住居跡の北辺と12号掘立柱建物跡のP8.P18と重複する。

残存する形状は、東西に長い楕円形を呈する。長軸長1.03ｍ、短軸長76cm、深さ27cmを測る。床面は平

坦で、壁面は直立気味に立ち上がる。

Ｊ１１号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ｌ-34Ｇポイント付近に検出され、２４号住居跡の中央やや南寄りの床面に位置し、３１号掘

立柱建物跡のP5によってその大半を切られている。形状は円形を呈すると考えられ、残存する東西長７２

cm、深さ25cmを測る。床面は平坦で、壁面は直線的に上部に連れて開口する。中央部から南壁に至り大

きな礫が上面を平坦気味にして出土した。

5３ 



Ｊ１Ｄ 

』

J４Ｄ １
１
 

１
 

戸Ｉ

198.7 ／ 

ノ

〆

薑グ

’ 
1９９．７ 

1９９．４ 

－ii#(； 
ｈ薑JIJIL

Ｚ 

縦繍蓼｝

1９８．９ 1９９．９ 

j鰯'Ⅷ繊鰯：
笏

鯵

＃ 
J７Ｄ 

蓼

第46図縄文土坑(1)

5４ 



J８Ｄ J９Ｄ J１１Ｄ 

、
200.6 「）

亥'鰍／
2００．３ 

200.4 

J1３ 

201.8 

Ｚ 
夕

’ 

〃

J10D J1４ J１５Ｄ 

2０２２ 201.9 

200.6 

』

J1 

2０１８ 202.1 202.7 
￣､ 

Ｉ 

グ

第47図縄文土坑(2)

5５ 



J］ 9， 

J２１ ， 

〆

〆

〆

" 

ノ

ノ

2０２．７ 

ノ
１ 

１ 
ノ

’ 

Ｚ １ 

１ 
' 

’ 
、

、
グ

〆

－－－－ 

'〃 2００．６ 

〃J２ 

’ 

;〃〃
’ ’ 

' 

' 

201.2 

、J２４ 、

、、虹

J２５ 、U 

l(（ 
U 

l(（ 

J 

１ 

J２３ 
201.0 

2０１０ 

201.3 

第48図縄文土坑(3)

Ｊ１２号土坑

Ａ調査区２Ｋ－34Ｇ、標高200.85ｍ前後に検出され、

調査の不手際から明瞭を欠いてしまった。

24号住居跡の北西隅に位置する。形状・規模は

Ｉ 

Ｊ１３号土坑（第47図・第４9図９～11）

Ａ調査区２Ａ－３０．３１Ｇに跨がり、４号溝内で検出された。東方にＪ１4号土坑、北方にＪ９号住居跡

が隣接する。残存する形状は楕円形を呈し、長軸長95cm、短軸長85cm、深さ45cm前後を測る。底面はほ

ぼ平坦で、壁面は直立気味に立ち上がる。

遺物は床面より10cmほど浮いた状態で安山岩質凝灰岩の礫器(m、デイサイトの縦型石匙(9)、加曽利Ｂ１

式の土器片(10が出土した。

5６ 



Ｊ14号土坑（第47図・第５0図12）

Ａ調査区Ｔ-30Ｇ.２Ａ－３０Ｇに跨がり、標高201.85ｍ付近に検出された｡南方の一部を４号溝が切っ

ている。形状は南北に長い隅丸方形を呈し、長軸長1.05ｍ、短軸長90cm、最深部で67cmを測る。底面は

北西部に最深部があり緩やかに内湾して立ち上がり、西方を除いてテラス状の段を設けて直立気味の掘

り込みとする。南方寄りに偏平な角礫と20cm前後の礫が検出された。

遺物は覆土内より表裏面に凹孔を穿ち、側面に敲打痕の残る輝石安山岩の凹石(12)が出土した。

Ｊ15号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ａ－３２Ｇ、標高202.00ｍ付近に検出され、北方にＪ８号住居跡、南方にＪ７号住居跡が隣

接する。形状は東西に長い楕円形を呈し、東西長1.10ｍ、南北長75cm前後、最深部で50cmを測る。底面

は瓢箪形を呈し、直立気味に内湾して立ち上がり、上部で開口する。

Ｊ１６号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ｂ・Ｃ－３０Ｇに跨がり、標高201.70ｍに検出された。２０号掘立柱建物跡のP6と東方部分が

重複する。形状は90～95cmの円形で深さ45cmを測る。底面は平坦で、壁面は上部に連れて直線的に開口

する。

Ｊ17号土坑（第47図・第５0図13～15）

Ａ調査区２Ｂ・Ｃ－３３Ｇに跨がり、標高202.00ｍに検出された。東方にはＪ１1号住居跡が隣接する。

形状は1.26ｍ前後の円形を呈し、中央部で深さ23cmを測る。床面は皿状で緩やかに内湾して壁面が立ち

上がる。

遺物は覆土内より３点の土器片が出土した。(13)は直線的に開く肥厚するロ縁部片で貝殻文を施す。（１４）

は口唇部を平坦とする□縁部片でＬＲとＲＬで羽状を構成する。(15)は太めの隆帯を貼付後にＬＲとＲＬ

で羽状を構成し、隆帯に沿って円形刺突文を施す。

Ｊ１８号土坑（第47図）

Ａ調査区２Ｓ-33Ｇ、標高202.60ｍに検出され、すぐ西にＪ１９Ｄが接する。このＪ１８ＤとＪ１９Ｄの中

間に円形の撹乱がある。形状はやや東西に長い円形を呈し、東西長1.6ｍ、南北長1.48ｍ、深さ38cmを測

る。底面はほぼ平坦で２カ所に小柱穴状の掘り込みがある。壁面は底面より直線的に開いて立ち上がる。

Ｊ１９号土坑（第48図）

Ａ調査区２Ｓ-34Ｇ、標高202.65ｍ前後に検出され、東方を円形の攪乱によって切られている。形状

は方形を呈すると考えられ、北辺で1.10ｍほどが残存する。底面はやや東下がりで壁面は直立気味に立

ち上がる。

Ｊ２０号土坑（第48図）

Ａ調査区２Ｆ－２６Ｇ、標高200.40ｍに検出され、１６号掘立柱建物跡のP,と重複する。形状は東西に長

い楕円形を呈し、長軸長1.75ｍ、短軸長は中央部で96cm、深さ165ｍを測る。西壁は底面よりオーバー

5７ 



ハングし、他壁は直立気味に立ち上がり、上位を開口する。底面はほぼ平坦で20cm径の円形で深さ10ｃｍ

の掘り込みがある。形状から落とし穴と考えられる。

Ｊ２１号土坑（第48図・第５0図16～18）

Ａ調査区２Ｊ－２９Ｇ、標高200.50ｍに検出され、１９号住居跡と10号掘立柱建物跡のP5と重複する。形

状は、南北に長い楕円形を呈し、南北1.06ｍ、東西84cmで深さ70cm、底面は南北Ｌ15ｍ、東西1.06ｍを

測る。浅い皿状の床面からオーバーハングする壁面に移行する袋状土坑である。

遺物は覆土内より２個体の深鉢形土器が出土した。(16)は３単位の波状ロ縁を呈し、復元口径18.6cm、

残存器高11.5cmを測る。地文は０段多条のＬＲ・ＲＬで羽状を構成する。(17)の底部は00と同一個体と考

えられる。

（18)は直線的に外反する胴部より内湾気味に直立する口縁部に移行する深鉢形土器で、口径14.5cm、残

存器高20.4cmを測る。口縁部と胴部には沈線状の軽い縊れがある。地文はＬＲとＲＬで羽状を構成する。

Ｊ２２号土坑（第48図）

Ａ調査区２Ｌ－３６Ｇ、標高201.30ｍに検出され、２５号住居跡によって上面を切られている。形状は、

東西に長い楕円形を呈し、長軸長1.13ｍ、短軸長86cm、深さ20cm前後を測る。底面は西方がほぼ平坦で

東方は緩やかな傾斜面とし、北西部の２ヶ所に小柱穴状の掘り込みがある。壁面は東方を除いて直立気

味である。

Ｊ２３号土坑（第48図）

Ｂ調査区２Ｍ－52Ｇ、標高201.20ｍに検出された。南西に円形の攪乱穴が接する。形状は85cm前後の

円形で深さ20cm程を測る。底面はほぼ平坦で、壁面は直立気味に立ち上がる。

Ｊ24号土坑

Ａ調査区２０.Ｐ-36.37Ｇに跨がり、標高200.90ｍに検出された。３５号掘立柱建物跡のP3に接する。

形状は東西がやや長い円形を呈し、東西長103ｍ、南北長94cm、深さ1.2ｍを測る。底面は平坦で、壁面

は直立気味で円筒状の掘り込みである。

Ｊ２５号土坑（第48図・第５0図19）

Ａ調査区２Ｊ－３２Ｇ、標高200.90ｍに検出され、１３号掘立柱建物跡と重複する。形状は東西に長いや

や歪んだ楕円形を呈し、東西長約1.15ｍ、南北最大長1.02ｍ、深さ25cmを測る。壁面は北東部を除いて

ほぼ垂直気味に立ち上がる。底面の中央部に底部を欠損する深形土器(19が出土。

平底の底部より緩やかに外反し、胴部上半で直立気味となり短く外反する□縁部に移行する。口径３３

cm、復元器高49.9cm、底径11.5cmを測る。縄文はＬＲを充填する。

5８ 
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（３）表土・グリット等出土遺物

１～33は前期ニッ木式期に該等する。１～６．１１は刻み目を細隆帯で区画される有文土器。１は撚糸

側面圧痕文が施される。２は□縁部文様帯を上下２段に区画し、区画内を撚糸圧痕文と円形刺突文を併

せて施す。３は撚糸側面圧痕文と円形刺突文を併せて施し、空間部に刺切文を充填する。４は区画内を

撚糸圧痕を蕨手状に施し、円形刺突文を充填する。５は円形刺突文が隆帯にまで及ぶ。６は円形刺突文

と刺切文が施されている。７～１０．１２は隆帯による区画文が横位に巡りる。７と９の隆帯間には刺突文

が連続している。８と10は２本の隆帯に沿って刺突文を施す。１１は口唇部下に斜位の刻み目を施す隆帯

を２本併走させて貼付する。口唇直下と隆帯下に沿って撚糸側面圧痕文が施されている。１２は２本の隆

帯に沿って刺突文を施す。地文は貝殻背圧痕を施す。１３は円形刺突文を充填する。１４～17は口縁部片。

18～30は胴部片。３１～33は底部片。

３４～39は前期中葉の所産と考えられる。３４と35は同一個体と考えられ、口唇部下に半裁竹管で刺突文

を施し、櫛歯状工具により菱形文を意匠するのであろう。有尾式土器に比定される。３６～39は黒浜式に

比定される。３６～38は平行沈線により菱形文等を意匠するのであろう。３９は菱形文を構成する。４１は３

本１組の工具で横位区画帯内に波状文を施し、短い刺突状施文を縦位に垂下させ縦位区画をする。胎土

内には石英や片岩が含まれる。前期の所産と考えられる。

４２～63は前期諸磯式期の所産である。４２と43は諸磯ａ式に比定される。４３は爪形文を連続して施す平

行沈線により文様帯を区画し、空間部に円形刺突文を施す。44.46.48は平行沈線による横位文が巡る。

４５．４７．４９～60は集合沈線で横位文や木葉状弧文、矢羽根状の文様を施す。６１～63は集合沈線上にボタ

ン文等の貼付文を施す。６４～66は十三菩提式に比定される。６４と65は結節浮線文で文様を意匠する。６５

の下方には隆線による波状文？が貼付されている。６６は平行沈線による鋸歯文の上方を縦位の沈線で充

填する。地文はＬＲを施す。６７～73は半隆起線文と結節浮線文を併せて施文する。十三菩提式並行期の

所産と考えられる。７６は山形突起を付す口縁部片で76は77は77は<の字状に屈曲する口縁部片で、

７８～82は中期後葉の加曽利EIII～1V式に比定される。８３～89は後期中葉加曽利Ｂ式期に比定される。

88は口唇部に刻みを施す。９０は注口土器の注口部。

９１は絨密質安山岩、９２はガラス質安山岩の石鍍。９３は輝石安山岩の敲石。９４はデイサイトの縦型、９５

は石匙。９６はスクレーパー。９７は輝緑岩の磨製石斧で基部片。98.99は絨密質安山岩、100はデイサイト、

101は玄武岩の分銅形打製石斧。102は礫器。103～108は輝石安山岩の磨石。109～111は石皿。
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40号住居跡（第56図）

Ｄ調査区の４１－２１．２２Ｇ、標高192.00ｍ付近に検出された。西方に41号住居跡、北方に42号住居跡

が隣接する。

形状は、東西方向に長い隅丸長方形を呈する。規模は長軸長3.8ｍ、短軸長3.2ｍ前後を測る。長軸方

向は、Ｎ－７７ｏ－Ｅである。掘り込みは、４～28cmが残存する。

床面は、平坦であるがさほど硬化していない。周溝は、幅15～20cm、深さ６～13cmで全周する。柱穴

と貯蔵穴は検出されなかった。炉吐は、四隅の対角線のほぼ交点に配され、３５×40cmの円形で深さ７ｃｍ

である。

遺物は、南東隅の周溝上に小形甕(1)と坏形土器(2)が出土した。

国’

Ｃ
ｌ
０
－
 

慰
關
露

Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
 

国’

【
．
【
⑦
［

40号住居炉社

１層暗褐色土で焼土Ｂ、ロームＢを含む

２層暗褐色土で焼十紡岸含む

３層

４層暗褐色土で焼土粒･ローム粒を含む

５層掘り過ぎ

Ａ 

国’ 40号住居跡土層

１屑黒褐色土でＣ軽石を多且に含む

２層暗褐色土でＣ軽石を含む

３層１層より明るい

４層２屑に似るがＣ軽石が少ない

５層褐色土で少量のＣ軽石を含む

四’

Ａ' Ａ 192.3 

第56図４０号住居跡

40号住居跡閃十漬物観察表（第57図１．２）

備考胎土||焼成|色調量Nul器種 法

粗砂粒 良好 淡褐色 胴部と口縁部内面は櫛歯状工具による調整ﾛ径12.0器高10.8小型麺１ 

粗砂粒 良好 暗褐色 外面は斜位の撫で、内面は横位の撫で。口径10.2 器高５．８碗Ｚ 

覇 １０cｍ ﾛ 

第57図４０号住居跡出十遺物

6７ 

Nｂ 器種 法量 胎土 焼成 色調 lMi考

小型蜜

碗

ロ径12.0器高10.8

口径10.2器高５．８

粗砂粒

粗砂粒

良好

良好

淡褐色

暗褐色

胴部と口織部内面は櫛歯状工具による調整

外面は斜位の撫で、内面は横位の撫で。



41号住居跡（第58図）

Ｄ調査区の４１－２２．２３Ｇ、Ｊ－２３Ｇ、標高191.80～90ｍ付近に検出された。東方に40号住居跡が隣

接する。北辺と東辺の一部に耕作溝が走行する。

形状は、東西に長隅丸長方形を呈する。規模は、長軸長5.40ｍ、短軸長４ｍ前後を測る。長軸方向は

Ｎ－７ｒ－Ｅである。掘り込みは、１６～32cmが残存する。床面はやや南傾斜を呈している。周溝は、南東

部を除いて連続し、幅20cm前後、深さ２～８cmを測る。

柱穴状掘り込みは､Ｐ,～P5とＰ７～P12が検出された｡Ｐ,～P3は入り口部に拘わる柱穴と考えられる。貯

蔵穴は明確な判断はできないが南東隅に設けられたP6の掘り込みの可能性が考えられる。規模は30cm前

後の円形で深さ８cmと浅い。炉杜は中央やや北西寄りに配され、７６×60cmの楕円形で最深部で７cmであ

ろ
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i'11920／A'41号住居炉牡
７ 

Ａ 

1層黒褐色土でカーボン粒、Ｃ軽石を含む

2層焼土

3層Ｃ軽石を含む黄褐色土

4層黒褐色土とロームＢの混合土

5層ハードローム

鱗蓼蓼毫毫毫毫藏i蓼蓼Ｚ
41号住居跡土層

１層黒褐色土でFPを含む

２層黒褐色土でFPを多量に含む

３層暗褐色土でFP、ロームＢを含む

４層暗褐色土でFPを含む

５層暗褐色土で４層より暗い

暗褐色土で少量のFPを含みソフト

ロームＢ

暗褐色土でFPを２層より多く含む

暗褐色土で多量のFPを含む

暗褐色土で黒褐色土Ｂ、ＦＰを含む

層
層
層
層
層

６
７
８
９
ｍ
 

第58図４１号住居跡

蕊
蕊

3 

10cｍ 

２ 

ＩＤ 

第59図４１号住居跡出土遺物

6８ 



Ｉ 

41号住居跡朋十漬物観察表（第59図１～３）

胎土|焼成｜色調 備考NbLl器種 法 量

微砂粒 褐色口径(10.5）器高６．０ 良好増] 

脚台付甕の脚部片底径9.5 微砂粒 良好 褐色脚部

２
３
 粗砂粒 良好 淡褐色 内外面に櫛歯状工具による撫で。塾

42号住居跡（第60図）

Ｄ調査区の４Ｇ－２２Ｇと４Ｈ－２２Ｇ、標高192.10～20ｍ付近に検出された。南方に40.41号住居跡、

北方に43号住居跡が隣接する。２本の耕作溝が壁の一部を破壊している。

形状は、南西～北東方向に長い隅丸長方形を呈する。規模は、長軸長3.30ｍ、短軸長2.40～60ｍを測

蕊iＪ山’

A’ Ａ 1９２３ 

'〃:！;〃〃””笏搦 ” 

1923Ｂ’ Ｂ 
ﾛ 10cｍ 

第60図４２号住居跡・出土遺物

る。長軸方向はＮ－５０ｏ－Ｅである。掘り込みは、６～８cmが残存する。床面はほぼ平坦である。周溝は、

東辺に－部検出され、1幅15cm、深さ５cmを測る。柱穴状掘り込みは８カ所に検出された。炉杜は、明確

でないが、ほぼ中央部分に分布する焼土と考えられる。

遺物は、Ｐ８の底面より増形土器が出土した｡．

42号住居跡出十遺物観察表（第60図１）

胎土|焼成|色調 備考量法Nul器種

粗砂粒|良好|淡黄褐色｜器面の外面を丁寧な磨き１１増 口径１２．０

43号住居跡（第61図）

Ｄ調査区の４Ｆ。Ｇ－２３．２４Ｇ、標高192.60～､70ｍ付近に検出された。南東方向に4.5ｍほど離れて

42号住居跡が隣接する。

形状は、やや東西に長い方形を呈する。規模は、東西長6.05ｍ、南北長5.6～5.7ｍを測る。長軸方向

は、Ｎ－７２ｏ－Ｅである。掘り込みは、ほほ垂直気味で42～71cmの深さを測る。

6９ 

N、 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考

垳

脚部

艶

口径(10.5）器高6.0

底径9.5

微砂粒

微砂粒

粗砂粒

良好

良好

良好

褐色

褐色

淡褐色

脚台付竪の脚部片

内外面に櫛歯状工具に よる撫で。

Nｕ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

垳 口径１２．０ 粗砂粒 良好 淡黄褐色 器面の外面を丁寧な磨き
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43号住居跡土層

１層黒褐色土でFPを含む

２層暗褐色土でFP、ロームＢ、ローム粒を含む

３層暗褐色土で２層より暗い

４層暗褐色土で斑点状にロームＢを含む

５層暗褐色土で４層よりロームＢが少ない

６層黒褐色土

７層暗褐色土で４層に似る

８層にぶい黄褐色土で焼土粒、ロームＢを含む

にぶい黄褐色土で８層よりロームＢが多い

４層に似る

暗褐色土で大きめのロームＢを含む

暗褐色土でロームＢ、ローム粒を少量含む

６層に似る

にぶい黄褐色土でロームＢを多量に含む

９層に似る

ローム崩壊土

層
層
層
層
層
層
層
層

９
ｍ
ｎ
ｍ
咀
叫
巧
蛆

第61図４３号住居跡

床面は平坦で、Ｐ,～P4の内部は硬化面が分布する。床面上には、中央やや北寄りとＰ,の南方、Ｐ５の北

方に建築部材が炭化して残存する。周溝は、幅５～８cm、深さ２～10cmでほぼ全周している。

柱穴は８カ所に検出され、Ｐ,～P4が主柱穴である。主柱穴は、ほぼ４隅の対角線上に位置している。

P'は27×23cmの楕円形で深さ66cm、Ｐ２は20×17cmの円形で深さ60cm、Ｐ３は22×19cmの円形で深さ61cm、

P4は18×19cmの円形で深さ63cmである。柱間はP,～P2･Ｐ３～P4が３ｍ、Ｐ２～P3・Ｐ,～P4が3.4ｍである。

P'とＰ４の中間にP5が配され、南壁に向けて間仕切状に浅い溝が検出された。Ｐ６～P8は５cm前後の浅い掘

り込みである。

貯蔵穴は、南東隅に２カ所検出された。貯蔵穴１は南壁に南北65×東西70cmのＵ字形の浅い掘り込み

7〃
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第62図４３号住居跡出土遺物

に47×40cmの方形で深さ50cmの掘り込みを設けている。貯蔵穴２は南東隅に配され、５７×49cmの楕円形

で深さ32cnlを測る。炉杜は、Ｐ２とＰ３のライン上でやや東寄りに配されている。５０×40cmの浅い楕円形を

呈し、内部は焼土化している。南の立ち上がり部分に一石を設けている。

遺物は、南東隅と貯蔵穴の底面より甕形土器(1)、東壁の中央やや北寄りで坏形土器(3)、南東部に薦石

が散在して出土した。

43号住居跡l+I＋遺物観察表（第62図１～４）

|NOL’器種 胎土|焼成｜色調 備考法

且里

褐色粗砂粒|良好 胴部は篦削り調整翌 口径１５．６残存器高23.7１ 

口径(11.1）器高６．８底径3.6１微砂粒|良好 淡黄褐色 丁寧な磨き財２ 

器高３．８底径４．４１微砂粒|良好
幅９．６厚さ５．８重埜15459

<すんだ褐色 底部と体部下半に篦調整

石材は輝石安山岩片側面に敲打痕

口径９．９

全長１７．４

坏

敲石

■
Ｉ
■
 

心
Ｐ
■
一

４ 

44号住居跡（第63図）

Ｃ調査区で検出された唯一の遺構であり、南端の標高194.00ｍ前後を測る傾斜面に位置する。形状は、

東西に長い歪んだ隅丸方形を呈する。規模は、東西長3.50ｍ、南北長3.23ｍを測る。掘り込みは垂直気

味で、残存の良い北東壁で37cmで南西方向に連れて壁高を減らす。床面は緩やかに南方に傾斜する。柱

穴は10カ所に検出されたが、Ｐ7.Ｐ８･Ｐｎは住居跡に帰属しない新しい掘り込みである。周溝は検出され

なかった。炉祉は中央部のP4と考えられるが、明確ではない。

出土遺物は皆無に等しく、時期決定には資料不足であるが、覆土で確認されるＣ軽石から古墳時代の

所産と考えられる。

7Ｊ 

Nbl 器種 法鮭 胎土 焼成 色調 備考

蕊

土|ｊ

坏

敲石

口径１５．６

ｐ径(]1.1)．

残存器

底径3.6

Ｕ径９．９器高３．８底径4拳４
全長１７．４幅９．６厚さ５．８

粗砂粒

微砂粒

微砂粒
重』

良好

良好

良好
15459 

褐色

淡黄褐色

<すんだ褐色

胴部は箆削り調整

丁寧な磨き

底部と体部
石材は輝石

下半に麓調輔

安山岩片側面に敲打痕
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44号住居跡土liZi

l層耕作に伴う砂質黒褐色土

２層黒褐色土でＦＰ・ＦＡを含む

３層暗褐色土でＦＡ・ローム粒・焼土粒を含む

４層暗褐色土でカーボン粒・ローム粒を多く含む

５層暗褐色土でロームプロックを含む

6層５層に同じ

第63図４４号住居跡

7２ 

。



第４節歴史時代の遺構と遺物

本遺跡において、９世紀前半代から10世紀前半代に至る竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、溝等がＡ

調査区とＢ調査区に検出された。その大半は９世紀の所産と考えられる。

竪穴住居跡は、３９軒が検出され、Ａ調査区の南東隅には竪穴状遺構がある。その大半はＡ調査区に集

中し、３７号住居跡のみがＢ調査区で検出された。特質すべきは、県内では二例目となる礎石を有する１８

号竪穴住居跡があり、本遺跡の竪穴住居跡では最大の規模を有する。（註１）

掘立柱建物跡は、竪穴住居跡とほぼ同数に近い37軒がＡ調査区の中央部に南北に連なって検出され、

中には大形の掘り方を伴う建物跡がある。礎石遺構は、Ａ調査区の北東に検出されたが明確な結論は導

き出せなかった。道路社は、Ａ調査区の中央やや南寄りに東西に走行して２条の側溝が検出された。

遺物として注目されるのは、古代集落における文字資料がある。県内６例目の検出事例である３号住

居跡出土の「立」の印文の焼印、焼印と同じ「立」の墨書土器、刻書紡錘車等がある。また、県内では

初見である鉄製の把手付鍋がある。（註２）その他の鉄製品には、鞘□金具・兜金・鉄鍍・馬具・金鉗・

鎌・刀子・火打鎌・飾釘等の多種が出土し、管見では類例のない17号住居跡出土の青銅品の八角柱管が

ある。把手付鍋は、鉄製品の模倣である土製のものを含め、関東では類例の少ないものである。石製品

では、刻書紡錘車、腰帯具である石製の巡方(潜り穴)等がある。

これらの遺構、遺物は一般的な集落の様相とは異なり、井上氏が言う「郡衙でも一般集落でもない遺

跡」（註３）としている官衙的な要素が垣間見られる集落跡である。

(註１)群馬県では、糸井宮前遺跡の平安時代の第32号住居跡が知られている。本遺跡の礎石を有する住居跡の状況

を見聞した石野博信氏は、「古代住居の話」（吉川弘文館)のあとがきに「礎石をもつ穴屋」としてコメントを記し

ている。

(註２)鉄製の把手付鍋は、管見の限りでは秋田城と多賀城に出土例があり、本県では境町三シ木遣跡より銅製品の

出土例がある。

(註３)井上尚明氏は、郡衙の下位に位置する官衙としての郷家あるいは郷衙の存在を肯定している。

（１）竪穴住居跡

１号住居跡（第64図）

３区Ｃ・Ｄ－２８．２９Ｇ、標高198.80ｍに検出された。当該期の竪穴住居では最南に位置し、西方に１

号掘市杵建物跡。２号住居跡、北西方向に６号掘立柱建物跡が配されている。

平面形は、東西にやや長い隅丸方形を呈し、東壁はカマドの左右が30cm程食い違う。規模は、東西長

4.4ｍ、南北長3.9ｍを測る。主軸はＮ－７７ｏ－Ｅを示す。壁は30～40cmが残存する。周溝は貯蔵穴とカマ

ドの両脇を除いて連続し、幅は10～30cm、深さ５～10cmを測る。床面は安定した平坦面で硬く締まって

いる。柱穴はP1～P3の３カ所に検出されたが、Ｐ２は住居跡より新しい。貯蔵穴は南東隅に設けられ、長

軸75cm、短軸45cmで、東辺がやや短い長方形を呈し、底面は８の字状に窪む。カマドは作り替えが行わ

れている。最終使用のカマドは東壁中央やや南寄りに灰白色粘土と礫によって構築され、焚き口より煙

道部まで1.6mを測る｡

遺物は、カマド前面に甕(1)、貯蔵穴に砥石(7)、南壁のP3と貯蔵穴の中間(3)、北壁の西方の周溝(5)に須

恵器坏、東壁の北方の周溝上に土師器小型甕(2)が出土。

7３ 
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1号住居跡土層

１層暗褐色土でローム粒、少逓のFP、焼十織弄含む

２層暗褐色土で黒褐色土、焼土粒、ＦＰ、ローム粒を含む

３層黒褐色土で暗褐色土、ＦＰ、ローム粒を含む

４層灰黄褐色粘土、黄白色粘土、焼土粒の混合土

５層灰黄褐色粘土

６層暗褐色土で締まっている

７層暗褐色土で２層より明るい

８層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を多く含む

（９層～12層は柱穴状掘り込み）

９層暗褐色土でローム粒を含み、全体にソフト

１０層暗褐色土で少量のローム粒を含む

１１層黒褐色土でロームＢ、ローム粒を含む

１２層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を多量に含む
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ノ
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Ｃ 198.8０ 

第64図１号住居跡・カマド跡

1号住居跡出土遺物観察表（第65図１～７）

Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

翌．（土師器） 口径（22.0）残存器高２６．３胴部最大径３５１ 

脚台付麺（土師器） 口径（10.8）残存器高11.3胴部最大径１２．４

口径１１．５器高３．５底径６．７

２ 粗砂粒 普通 暗褐色

坏（須恵器）6１ 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整 Ｉ 

坏（須恵器） 口径１２．２器高３．５底径７．２

口径１２．８器高４．２底径７．０

４ 微砂粒 良好 灰褐色 底部周縁に重ね焼き痕

坏（須恵器）

聖（須恵器）

５ 粗砂粒 良好 暗灰褐色 底部回転糸切り未調整

６ 微砂粒 良好 灰褐色 外面平行叩目・内面青海波の当て目

石材は流紋岩表裏面と側面使用長さ６．４最大幅４．３軍最１８３９砥石（石製品）７ 

２号住居跡（第66図）

３区Ｃ・Ｄ－３３．３４Ｇ、標高199.30ｍに検出された。南東に１号掘立柱建物跡、西方の張り出し部で

7‘ 

ヨ

NDI 器菰 法量 胎土 焼成 色調 術．者

１２３４５６－７ 
窪．（土師器）

脚台付･喪（土師器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

劃（須恵器）

砥石（石製品）

口径（22.0）残存器高２６．３胴部最大径３５

口径（10.8）残存器高１１．３胴部最大径１２．４

口径lＬ５器高３．５底径６．７

口径１２．２器高３．５底径７．２

口径１２．８器高４．２底径７，

■■－■－■■－－■■■■■B■■－－－－￣￣￣￣Ⅱ■￣■￣.■I■Ⅱ■■■■■■■￣￣は一一一■－－－－－－－－－－再一■Ⅱ

長さ６．４最大幅４巖３重量１８３９

粗砂粒

微砂粒

微砂粒

粗砂粒

微砂粒

透

良好

良好

良好

良好

暗褐色

灰褐色

灰褐色

暗灰褐色

灰褐色

底部回転糸切り未調整

底部周縁に重ね焼き痕
底部回転糸切り未調整

外面平行叩目・内面青海波の当て目
一一むち■■■■■■■－－■－コ－－･ﾛ－－－－口－－－－，－■■･■ご■■■●■ﾛ

石材は流紋岩表裏面と側面使用
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第65図１号住居跡出土遺物

２号掘立柱建物跡のP,と重複する。新旧関係は本住居跡が２号掘立柱建物跡を切っている。

平面形は南北にやや長い隅丸方形を呈し、北壁の東寄りに張り出し部を設け、貯蔵穴部分も南方に突

出する。規模は(張り出し部を含めた)南北長6.2ｍ、東西長3.5ｍ、張り出し部は最大幅1.7ｍで２ｍ程北

に突出する。主軸はＮ￣77.-Ｅを示す。壁は27～40cmが残存する。周溝は張り出し部の先端部分とカマ

ド・貯蔵穴部分を除いて連続し、幅30cm、深さ10cm前後を測る。床面はほぼ平坦で、柱穴は検出されな

かった。貯蔵穴は南東隅に設けられ、５５cm×40cmの歪んだ楕円形を呈し、深さ41cmを測る。カマドは東

壁の南寄りに灰褐色粘土で構築され、焚きロより煙道部まで125ｍを測る。

遺物は、貯蔵穴より刀子(3)、覆土内より土師器坏と須恵器坏片が検出された。

7５ 

１ 
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2号住居跡土層（Ａ－Ａ'･Ｃ－Ｃ'）２号住居カマド跡

１層黒褐色土で小ロームＢ、少量のFPを含む１層暗褐色土で灰褐色粘土、焼土粒、少量の黒褐色土を含む

２層黒褐色土で１層より明るい２層暗褐色土で灰褐色粘土、焼土粒を含む

３層暗褐色土でローム粒、焼け土粒、灰白色粘土を含む３層灰褐伍.粘十

８，層暗褐色土でローム粒を含む４層灰褐伍.粘士

４層ロームＢとローム粒の混合土５層暗褐色土でカーボン粒、焼十粉、ローム粒を含む

５層暗褐色土でローム粒を含む６層灰褐色粘土で焼土粒、少量のカーボン粒を含む

６層暗褐色土でローム粒、少量の焼土粒を含む７層灰褐色粘土で焼土Ｂ、ロームＢ、暗褐色土を含む

第66図２号住居跡・カマド跡
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第67図２号住居跡出土遺物

l■ 

2号住居跡出土遺物観察表（第67図l～３）

備考胎土|焼成｜色調NDI器種 法 量

体部外面に爪痕・底部手持ち箆削普通 褐色口径（12.0）器高（3.8） 微砂粒坏（土師器）］ 

良好 灰褐色粗砂粒口径（9.2）残存器高２．０短頸壺（須恵器）ワ

背に関茎先に木質が残存刀子（鉄製品） 長さ１８．８３ 

7６ 

Ｎｄ 器種 法且 胎土 焼成 色調 備考

坏（土UilJ器）

短頚壷（須恵器）

刀子（鉄製品）

[｡径（12.0）器高（3.8）

口径（9.2）残存器高2.0

長さ18.8

微砂粒

粗砂粒

普通

良好

褐色

灰褐色

体部外面に爪痕・底部手持ち箆削

背に関茎先に木質が残存



３号住居跡(第68図）

２区Ｔ-33～35Ｇ，３区Ａ-33～35Ｇ、標高199.80ｍに検出された焼失住居跡であり、炭化材が南半

分の床面に集中して分布する。南方に３号、北方に４．５号掘立柱建物跡が位置する。

平面形は東西に長い隅丸方形を呈する。規模は東西最大長6.7ｍ、南北4.1ｍを測る。主軸はＮ－７７ｏ－

Ｅを示す。壁は６～18cmが残存する。周溝は南壁の一部と西壁中央～北壁～東壁にかけて検出され、幅

20～25cm、深さ２～８cmを測る。東西の周溝は壁部より30cm程内側に設けられている。床面は平坦であ

る。柱穴･土坑状の掘り込みはP,～Ｐ５が検出された。Ｐ６は1.4×Ｌ３ｍの方形で深さ30cmを測る。貯蔵穴
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3号住居跡土層

１層黒褐色土

２層黒褐色砂質土

３層黒褐色土で多量のFP、カーボン粒、焼十職を含む

４層暗褐色土でFP、カーボン粒、焼土粒を含む
￣ 

５層黒褐色土でFPを多く含む

６層黒褐色土でFP、カーボン粒を含む

７層黒褐色土でFP、カーボン粒、焼土粒を含む

８層黒褐色土でFP、焼土粒を含む

９層７層と同じ

１０層暗褐色土でロームＢを含む

１１層ローム崩壊土

Ｃ ０ 

3号住居カマド

１層黒褐色土で多量のFP、カーボン粒、焼土粒を含む

２層暗褐色土でFP、焼土粒を含む

３層暗褐色土でFP、灰褐伍Ｉ粘十:、多量の焼土粒を含む

４層暗褐色土で百一ム粒、カーボン粒、焼十職を含む

５層暗褐色土で灰褐色粘土、カーボン粒、焼土Ｂを含む

６層灰褐色粘土でカーボン粒、焼土粒を含む

７層暗褐色土で灰褐色粘土、ロームＢ、焼土粒を多く含む

８層多量の焼土Ｂと焼土粒の混合土でカーボン粒を含む

９層暗褐色土でFP、焼土粒、カーボン粒を含む

Ｃ C’ 

第68図３号住居跡・カマド跡
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第69図３号住居跡出十遺物(1)
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第70図３号住居跡出土遺物(2)

は南東隅に設けられ、カマドは東壁の中央やや南寄りに黒褐色粘土によって構築されている。

遺物は、カマド左袖前面で焼印(17)、覆土内より刻書紡錘車00、貯蔵穴より内底に井桁状の線刻を施す

須恵器坏(6)、Ｐ３の掘り込みより須恵器と土師器の坏(８．１２)が出土。

3号住居跡出十遺物（第６９．７０図１～17）

備考量 胎土|焼成｜色調法Nql器種

普通 灰褐色 胴部外面に「×」印粗砂粒広口壷（須恵器）１ 

底部回転糸切り後付高台口径（14.0）器高５．３底径６．０ 微砂粒 良好 灰～黒褐色高台付碗（還元焔）２ 

底部回転糸きり後付高台灰褐色残存器高３．３底径７．５ 粗砂粒 良好高台付碗（須恵器）３ 

底部回転糸きり後付高台残存器高３．３底径６．６ 微砂粒 良好 淡黄褐色高台付碗（還元焔）４ 

口径（13.5）器高３．９底径６．３ 良好 淡赤褐色 底部回転糸切り未調整坏（酸化焔） 微砂粒５ 

良好 灰褐色 〃内面底部に九字の線刻口径（11.4）器高３．８底径（5.9） 粗砂粒坏（須恵器）６ 

微砂粒 淡黄褐色 底部回転糸きり未調整口径１２．９器高３．４底径６．４ 良好坏（酸化焔）７ 

淡黄～赤褐色 底部回転糸きり未調整口径１３．３器高３．９底径６．４ 粗砂粒 良好坏（酸化焔）８ 

口径１３．２最大器高５．０底径（5.9） 微砂粒 普通 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（還元焔）Ｈ 

底部回転糸きり末調整残存器高１．８底径（6.0） 粗砂粒 良好 淡灰褐色坏（須恵器）10 

微砂粒口径（12.6）器高３．４底径（8.6） 良好 褐色～黒褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）l］ 

褐色 器面全体に剥がれ口径１１．６器高３．３ 微砂粒 良好坏（土師器）1２ 

微砂粒 良好 淡灰褐色 内外面に平行叩目と当て目聖（須恵器）1３ 

最大径４．０高さ１．７重量47.89 石材は滑石上下面に線刻紡錘車（石製品）1４ 

褐色 内面に爪痕口径（10.8）残存器高３．４ 微砂粒 良好小型喪（土師器）1５ 

良好 赤褐色 ．の字状ロ縁粗砂粒喪（土師器）1６ 

焼印（鉄製品）1７ 

４号住居跡（第71図）

２区Ｏ－４０Ｇ、標高201.40ｍに検出された。南東方向に５号住居跡.３３号掘立柱建物跡、北方に38号

住居跡がやや距離を置いて位置する。北西部分でＪ１6号住居跡と重複する。

平面形は南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は南北長４ｍ、東西長3.05ｍを測り、主軸はＮ－７４ｏ－

Ｅを示す。壁は20～30cmが残存する。周溝は北壁の中央やや西寄りから北東隅に検出され、幅15～20cm、

深さ２～３cmと浅い。床面はやや南下がりとなり、中央部から北方に方形の攪乱穴が存在する。柱穴は

P,～P4の４カ所に検出された。貯蔵穴は南東隅に設けられ、６２cm×32cmの楕円形を呈し、深さ19cmを測

る。カマドは東壁の中央やや南寄りに灰白色粘土に寄って構築され、焚き口より煙道部まで1.02ｍを測

7９ 

NＯ 器種 法堂 胎土 焼成 色調 備考

広口壷（須恵器）

高台付碗（還元焔）

高台付碗（須恵器）

高台付碗（還元焔）

坏（酸化焔）

坏（須恵器）

坏（酸化焔）

坏（酸化焔）

坏（還元焔）

坏（須恵器）

坏（土師器）

坏（土師器）

蕊（須恵器）

紡錘車（石製品）

小型喪（土師器）

喪（土師器）

焼印（鉄製品）

ﾛ径（14.0）器高５．３底径6.0

残存器高３．３底径７．５

残存器高３．３底径６．６

口径（13.5）器高３．９底径６．３

p径（11.4）器高３．８底径（5.9）

ﾛ径１２．９器高３．４底径６．４

p径１３．３器高３．９底径６．４

p径１３．２最大器高５．０底径（5.9）

残存器高１．８底径（6.0）

ﾛ径（12.6）器高３．４底径（8.6）

口径１１６器高３．３

最大径4.0高さ１．７論量47.8ｇ

口径（10.8）残存器高３，４ “辨辨錨辨蠅辨辨錨錨辨魑辨一一艫錨一 通好好好好好好好辿好好好好》一好好一』壺普良良良良良良良普良良良良四印良良一
灰褐色

灰～黒褐色

灰褐色

淡黄褐色

淡赤褐色

灰褐色

淡黄褐色

淡黄～赤褐色

灰褐色

淡灰褐色

褐色～黒褐色

褐色

淡灰褐色

褐色

赤褐色

胴部外面に「ｘ」印

底部回転糸切り後付高台

底部回転糸きり後付高台

底部回転糸きり後付高台

底部回転糸切り未調整

〃ｌｌｌ面底部に九字の線刻

底部凹転糸きり末調擬

底部回転糸きり末調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸きり米鯛整

底部手持ち箆削

器面全体に剥がれ

内外面に平行叩目と当て目

石材は滑石１２下面に線刻

内面に爪痕

二面の字状に1縁



る。Ｐ,の北方に焼土塊が見られる。

遺物は、貯蔵穴より高台付碗(4)、上面から「立」の墨書土器(５，６）が２点出土。
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第72図４号住居跡出十漬物

8０ 



4号住居跡出土遺物観察表（第72図１～６）

Nnl器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

要（土師器） 微砂粒 良好 明褐色 ．の字状ロ縁１ 

小型喪（土師器） 口径（11.7）残存器高５．２ 微砂粒 良好 褐色２ 〃

坏（還元焔） 口径（12.6）器高３．９底径５．７ 粗砂粒 普通 灰～黒褐色 底部回転糸切り未調整３ 

高台付碗（還元焔） 口径１４．４器高５．６底径６．２ 粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整後付高台４ 

高台付碗（還元焔） 口径13.3器高５．０底径５．５ 普通粗砂粒 淡灰黄褐色 体部外面に「立」の墨書５ 

高台付碗（還元焔） 口径（12.8）残存器高４．３ 微砂粒 良好 褐色 体部外面に「立」の墨書６ 

５号住居跡（第73図）

２区Ｐ。Ｑ－３７．３８Ｇ、標高200.80～90ｍに検出された。南西に33号掘立柱建物跡、北東に６号住居

跡が位置する。東西に走行する耕作溝によってカマドと南壁部分が切られている。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長４ｍ､東西長3.5ｍを測り、主軸はＮ－８０ｏ－Ｅを

示す。壁は良好に残存する北壁で20cm前後を測る。周溝はカマドの左袖部より北・西壁沿に連続する。

1幅15～20cm、深さ２～９cmを測る。床面はほぼ平坦である。柱穴は北方部分に４カ所検出されたが本住

居跡に帰属するものではない。貯蔵穴は南東隅に設けられ、７２cm×65cmの楕円形を呈し、深さ10cmの皿

状の掘り込みである。カマドは東壁の中央付近に灰褐色粘土で構築されているが、耕作溝により南半分

が破壊されている。

遺物は貯蔵穴内より須恵器坏(1)、カマド左袖部で砥石(3)、覆土より墨痕のある土器片(４．６)等が出

土した。

国’ 国’

二’ Ｑ
【
Ｃ
餌。
［
◎
国

Ａ ̄
 

￣← 
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四 囚’

第73図５号住居跡

5号住居跡出土遺物観察表（第74図１～５）

Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

１坏（酸化焔）口径（12.0）器高３．８底径６．３微砂粒良好褐色底部回転糸切り未調整

２高台付碗（還元焔）残存器高３．３底径（7.4）粗砂粒良好灰褐色底部回転糸切り後付高台

8Ｊ 

Nｂ 器種 法量 胎土 焼成 色鯛 備考

翌（土師器）

小型翌

坏

高台付碗

高台付碗

(土師器）

(還元焔）

(還元焔）

(還元焔）

高台付碗（還元焔）

口径（117）

｢1径（126）

残存器高５．２

器高３識９底径５．７

口径１４，４器高

Ｕ径１３．３器高

E1径（12.8）残存器高

５厚６

5.0 

４．３ 

底径

底径

6.2 

5△５ 粒粒粒粒粒粒”繩””“繩 好好適好通好良良普良普良
明褐色

褐色

灰～ﾉﾘq褐色

灰褐色

淡灰黄褐色

褐色

二ｺの字状１J縁

〃

底部回転糸切り末調整

底部回転糸切り末調整後付高台

体部外面に「立」の墨書

休部外面に「立」の墨書

Nｂ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

|繼躯:蝋｣:蟄竺鰯雛::量:二二:ご篭I墨|鐙繼|鍵二蟹:讐豊鶏:二三I



石材は輝石安山岩長さ９．１最大幅４．０最大厚４．０ 重量砥石（石製品） 1２４９ ３ 

微砂粒 良好 明灰褐色 体部外面に逆位で「立」の墨書坏？（還元焔）４ 

微砂粒 良好 明灰褐色 体部内面に墨痕坏？（還元焔）５ 

←、 ← 、 」

２ １ 

§ 

ダ １竺
５ ０ 10ｃｍ 

＝ 

第74図５号住居跡出十遺物

一
く
ｐ
Ｃ
Ｃ
印

６号住居跡（第75図）

２区Ｏ・Ｐ－３６Ｇ､標高200.70

～80ｍ間に検出された。南西に５

号住居跡､北東に23号住居跡､北方

に32号掘立柱建物跡が隣接する。

平面形はやや南北が長い隅丸方

形を呈する。規模は南北長４ｍ、

東西長3.85ｍを測る。主軸はＮ－

７８ｏ－Ｅを示す｡壁は45cm前後が残２P－３

存する｡周溝はｶﾏﾄﾞの左袖部よ＋
り貯蔵穴まで連続する。幅は

15～30cm、深さ３cm前後と浅い。

床面は中央部分に向けてやや窪

DmJT 
くＩ

む。柱穴状掘り込みのP1は50cm前第75図６号住居跡

後の歪んだ円形を呈し、深さ24ｃｍ

を測る。Ｐ２の掘り込みは南北１２ｍ、東西90cmの歪んだ楕円形で深さ13cmを測る。貯蔵穴は南東隅に設け

られ、南東部が歪む75cm×75cmの方形を呈し、深さ26cmを測る。カマドは東壁の中央部に構築されてい

る。焚き口部には天井部に使用された礫が崩落している。

遺物はカマドの前面やP,.Ｐ2の掘り込み、東壁の周溝に散在して出土。カマドの右袖部より土師器坏

(2)、Ｐ２の西側立ち上がり部より須恵器高台付碗(11,13)、カマドの焚き口部とＰ,周辺部より須恵器の壷

形や大甕片(17,20)、北側の周溝やや西よりからは刀子(2,、カマドの天上石として使用された多孔石(23)、

覆土内より墨痕の土器片(８～10)、内底に「×」の線刻し、内面に暗文を施す土師坏(３，４)、土錘(22）

等が出土。

8２ 

■ 

砥石（石製品）

坏？

坏？ （還元焔）

長さ９．１最大１幅４．０最大厚４０ 重量

微砂粒

微砂粒

1２４９ 

良好

良好

明灰褐色

明灰褐色

石材は輝石安山岩

休部外面に逆位で『立」の墨書

体部内面に墨痕
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6号住居跡出土遺物観察表(第76.77図1～23）

胎土|焼成｜色調量 備考Nql器種 法

残存器高６．５底径３．８ 微砂粒 良好 褐色喪（土師器）１ 

微砂粒 良好 褐色 底部手持ち篦削坏（土師器） 口径１２．４器高３．５２ 

口径（9.4）器高３．３底径（5.1） 微砂粒 褐色 内面に暗文、内底に「×」の線刻良好坏（土師器）３ 

口径（13.9）器高４．０底径９．１ 底部手持ち箆削､内底に｢×｣の線刻微砂粒 良好 褐色坏（土師器）４ 

微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削口径１１．４器高３．６坏（土師器）５ 

口径（12.4）器高３．２底径（8.5）

口径（13.6）器高２．９底径（9.2）

粗砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）６ 

微砂粒 良好 淡褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）７ 

微砂粒 良好 淡灰褐色 体部内外面に墨痕坏（還元焔）８ 

褐色微砂粒 良好 体部外面に墨痕坏（土師器）Ｈ 

微砂粒 褐色 底部内面に墨痕良好坏（土師器）1０ 

口径（14.0）器高３．４底径（6.1） 粗砂粒 良好 灰褐色高台付碗（還元焔）１１ 

微砂粒口径１４．２器高３．２底径６．４ 良好 灰褐色 底部回転糸きり後付高台高台付坏（酸化焔）1２ 

普通口径１４．８器高５．５底径６．５ 淡褐色 底部回転糸きり後付高台高台付碗（還元焔） 粗砂粒1３ 

残存器高２．２底径６．２ 粗砂粒 良好 淡黒褐色 底部回転糸切り未調整坏（還元焔）1４ 

微砂粒 良好 灰褐色 外面は平行叩目喪（須恵器）1５ 

微砂粒 良好 灰褐色 15と同一個体甕（須恵器）1６ 

粗砂粒 良好 灰褐色 外面平行叩目､内面は青海波の当て目喪（須恵器）1７ 

８
９
０
’
１
 

１
１
２
筥
２

外面平行叩目粗砂粒 赤褐色良好聖（須恵器）

粗砂粒 良好 淡褐色 外面平行叩目､内面は青海波の当て目喪（須恵器）

１７と同一個体翌（須恵器）

刃先と茎先を欠損、関は両関残存長さ８．８刀子（鉄製品）

長さ３．４最大径０．９重量

長さ厚さ重量9.5kｇ

士錘（土製品）醜

２３ 石材は輝石安山岩多孔石（石製品）

７号住居跡（第78図）

２区Ｑ－３４．３５Ｇ、標高200.40ｍに検出された。南方には４．５号掘立柱建物跡、東方には31号掘立

柱建物跡、北東に８号住居跡が隣接する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長4.35ｍ､東西長3.5ｍを測る。主軸はＮ－７０ｏ－Ｅ

を示す｡壁はは24～37,2ほどが残存する。周溝は西壁中央やや南寄りから東壁の中央付近まで連続する。

幅は15～20cm、深さ３cm前後と浅い。床面はカマド前面と貯蔵穴周辺がやや窪む。柱穴は西壁の周溝に

P,があり、主柱穴は検出

されなかった。貯蔵穴は

南東隅に設けられ、５５

cm×35cmの楕円形でカマ

ド寄りに舌状に突出した

スロープが見られる。

カマドは東壁の中央や△．
や南寄りに灰褐色粘土に

よって構築されている。

遺物は、カマドと貯蔵

穴周辺に集中して出土。

東壁の周溝付近には羽口

⑪が見られる。覆土内よ

り墨痕を施す土器片２点

四Ｉ
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国’

(５，６）、南方から西方 第78図７号住居跡

8５ 

■■ 

Rｎ 器菰 法量 胎Ｈ： 焼成 色，淵 備考

露（土師器）

坏（ﾆﾋ師器）

坏（上師器）

坏（土師器)

坏（士Hili器）

坏（士Hlli器）

坏〈土Blli器）

坏（還元焔）

坪（土師器）

坏（土師器〉

高台付碗（還元焔）

高台付坏（酸化焔）

高台付碗（還元焔）

坏（還元焔）

蕊（須恵器）

喪（須恵器）

盤（須恵器）

艶（須恵器）

喪（須恵器）

蕊（須思器）

刀子（鉄製品）

士錘（土製品）

多孔石（石製品）

残存器高６．５底径３．８

ﾛ径1２４器高３．５

口径（9.4）器高３．３底径（5.1）

11径（13.9）器高４．０底径９．１

口径11.4器高３．６

１ｺ径（12.4）器高３．２底径（8.5）

;J径（13.6）器高２．９底径（9.2）

『]径（14.0）器高３．４底径（6.1）

口径１４，２器高３．２底径６．４

口径１４．８器高５－５底径６．５

残存長さ８．８

残存器高２．２底径６．２

長さ３．４最大径0.9重量

艮さ厚さ重量9.5k質

辨辨辨鐇繼辨繼繼辨辨錨辨辨錨錨辨辨繼》
■ ■ 凸■ 』■ 好好好好好好好好好好好好通好好好好好好一一一一叩■ ■卍■良良良良良良良良良良良良普良良良良艮良｝」》 色色

色褐

色色色褐色色色色色一睡》色色色色色色褐灰色色褐褐褐黒褐褐褐褐褐》』一褐褐褐褐褐褐淡淡褐褐灰灰淡淡灰灰灰赤淡一』》
底部手持ち箆削

内面に暗文、内底に「×ｊの線刻

底部手持ち箆削､内底に｢ｘ｣の線刻

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

体部内外面に墨痕

体部外面に墨痕

底部内面に墨痕

底部回転糸きり後付高台

底部回転糸きり後付高台

底部向転糸切り未調整

外面は平行叩日

15と同一･個体

ﾀﾄ面平行Ⅱﾛ目､内面は青海波の当て目

外面平行lIp目

外面平行叩目､内面は青海波の当て'二１

１７と同・・個体

刃先と茎先を欠損、ｌ]qは両関

石材は輝石安山岩



にかけて礫が集中して廃棄されている。
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第79図７号住居跡出土遺物

7号住居跡出土遺物観察表（第79図1～12）

NbLI器種 法 量 胎土 焼成｜色調 備考

１１塾（土師器） 微砂粒|良好|褐色

:|諾口蕊(蝋|口径、@銭檬辮高必‘
．の字状ロ縁

粗砂粒|良好|暗灰褐色

】i驍蕊|川…菫:１，ルポ｣霧蕊籔|欝鱗
8５ 

■ 

Nｂ 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考

蜜！（土師器）

蕊（土師器）

広口壷（須恵器）

広口壷（須恵器）

高台付碗

坏

坏

(還元焔）

(土師器）

(須恵器）

口径１９．８残存器高１２．６

口径（19.3）残存器高］9.4

残存器高１．６底系５．４ ”鰄辨”““微粗組微微微 好好好好好好艮良良良良良
色

褐色色色色灰褐褐色褐褐暗灰灰褐灰
．の字状ロ縁

体部内面に墨痕

底部内外面に墨痕

底部回転糸切り未調整



８坏（須恵器）残存器高１．８底径６．０微砂粒良好淡赤褐色底部回転糸切り未調整

９高台付皿（還元焔）口径（13.0）器高２．１底径（7.2）微砂粒良好灰白色底部回転糸切り後付高台

１０坏（還元焔）口径１２．２器高３．９底径５．１微砂粒良好黒褐色底部回転糸切り未調整

１１羽ロ（土製品）

１２坏（土師器）口径（12.4）器高３．５底径（6.9）微砂粒良好褐色タト面に爪痕

８号住居跡（第80図）

２区ＯｏＰ－３３．３４Ｇ、標高200.40ｍに検出された。南方で31号掘立柱建物跡、床面の中央部やや北

寄りに東西方向で道路社(ＭＤ１－Ａ)が重複している。この３遺構の関係は31号掘立柱建物跡→８号住居

跡→道路社である。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長4.2ｍ､東西長3.65ｍを測る。主軸はＮ－７６ｏ－Ｅ

を示す。壁は40～50cmが残存する。周溝は南壁の中央やや東寄りから東壁の北寄りに連続する。幅は

15～20cm前後、深さは南壁部分で13cm、北壁部分は２cmと南方～北方に連れて浅くなっている。床面は

ほぼ平坦であり、僅かであるが南壁部にも炭化材が残存する。柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴は南東隅に設けられていると考えられ、４０×50cmほどの礫が置かれていた。礫下には浅い皿状

の掘り込みが見られた。

カマドは東壁中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築され、左右の袖部に礫を用いている。焚口よ

り煙道部まで1.4ｍを測り、東壁より舌状に長く張り出す。

遺物は、須恵坏がカマドの右袖部(5)、南壁部の34号掘立柱建物跡のP4脇(6)、南西コーナー部に(4)の出

土。覆土内より土師脚台付甕(1)、灰釉陶器(2)、土師器坏(3)、須恵器坏(７，８)、砥石(9)があり、鉄製品

には刀子状鉄製品(lD、覆土内より鞘口金具00が出土したが道路社の覆土内からの出土の可能性もある。
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第80図８号住居跡
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第81図８号住居跡出土遺物

8号住居跡出土遺物観察表（第81図1～11）

NCLl器種 法 胎土|焼成｜色調量 備考

脚台付甕（土師器） 口径１３．５残存器高１７．９胴部最大径１７．２１ 

高台付碗（灰釉陶器） 口径（15.8）リ

坏（土師器） 口径（11.5）器高３．４底径７．７ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち篦削Bｉ 

坏（須恵器） 口径１２．８器高４．１底径７．６ 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整・底部に墨書４ 

坏（須恵器） 口径１２．７器高３．７底径６．３ 粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸きり未調整５ 

口径（12.7）器高４．７底径６．３ 微砂粒坏（須恵器） 暗灰褐色 底部回転糸きり未調整良好

四
口

坏（須恵器） 口径（12.7）器高３．６底径７．０ 微砂粒 良好 灰白色 底部回転糸きり未調整

坏（須恵器） 口径（11.9）器高３．８底径５．９

長さ６．５厚さ４．１重量１５３９

粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸きり末調整& 

砥石（石製品）９ 石材は流紋岩

鞘ロ金具（鉄製品） 長さ３．０高さ４．４ 幅２．８10 

１
１
１
 

１１１ 刀子状鉄製品 残存長10.1 幅１．１

９号住居跡（第82図）

２区O-31o32G、標高200.20ｍに検出された。３４号掘立柱建物跡と道路社(ＭＤ１－Ｅ・２－Ｃ）と重複

する。南方に10号住居跡、南西に31号掘立柱建物跡が位置する。

平面形は隅丸方形を呈すると考えられる｡道路杜は９号住居跡より新しい｡規模は東西長4.4ｍを測る。

8８ 

Nｈ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

『１７】ｎＵｊ４二。（０７（ど囚Ｑｖｌ
脚台付喪（土師器）

高台付碗（灰釉陶器）

坏(土師器)

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

砥石（x;製品）

鞘ロ金具（鉄製品）

刀子状鉄製品

口径１３．５残存器高１７．９胴部最大径ユ7.2

口後（15.8）

口径（11.5）器高３．４底径７．７

口径１２．８器高４．１底径７．６

口径１２．７器高３．７底径６．３

口径（12.7）器高４．７底径６．３

口径（]2.7）器高３．６底律7.0

：I径（ﾕ1.9〉器高３．８底径5.9
.-ﾆｰｴ．-...---■．－吟..－曲．.Ｌ一一一一一一一一一一一．------..-.----..-…－．．－

艮さ６．５厚さ４.］重量1539

長さ３．０高さ４．４幅２．８

残存長10.11隅１．１

微砂粒

微砂粒

粗砂粒

微砂粒

微砂粒

粗砂粒 好好好好好好』良良艮良良良』
褐色

灰褐色

灰褐色

暗灰褐色

灰禽色

灰褐色

底部手持ち箆削

底部回転糸切り未調整・底部に墨書

底部回転糸きり末調整

底部回転糸きり未潤整

底部回転糸きり未詞蕊

底部回転糸きり未調整

石材は流紋岩



主軸はＮ－７ｒ－Ｅを示す。壁は28～35cmが残存する。周溝は西壁に全周し、東壁はカマドの左袖部付

近まで検出された。幅は10～20cm、深さ５～10cmを測る。床面は平坦である。柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴部分は道路社(ＭＤ１）によって破壊されていると考えられる。カマドは東壁中央付近に灰褐色粘

土によって構築されている。焚口が煙道部まで1.3ｍを測る。

遺物は、覆土内より須恵器坏の底部を利用した紡錘車(1)と須恵器の大甕の胴部片(2)が出土。

9号住居跡出土遺物観察表（第82図１，２）

備考焼成 色調胎土量法器種Nｑ 

須恵器坏底部使用

外面は平行叩目､内面は青海波の叩目

良好 灰褐色微砂粒径6.5×６．２孔径6.5ｍｍ 重逮38.29紡錘車（須恵器）１ 

良好 黒褐色粗砂粒喪（須恵器）２ 

､１ |＞ 

雲

面
○
つ
【

、

11hhｍ 
ミ

： 、
○
○
』

四｜

(ＭＤ）土層

に､（

9号住居跡･道路道|渡
暗褐色土でFP、ローム粒を含む

黒褐色土でFP、ロームＢ、ローム粒を含む

２層と同じ

黒褐色上で２層より明るくローム粒を多く含む

ＭＤ２－Ｃ（５層～12層）

暗褐色土で焼土粒、ＦＰ、ローム粒を含む

暗褐色土で多量のローム粒を含む

暗褐色土で５層より焼土粒を多く含む

黒褐色土でFP、ロームＢを含む

黒褐色土でFP、ローム粒を含む

黒褐色土でローム粒、カーボン粒を含む

黒褐色土でロームＢを多く含む

ロームＢとローム粒の混合土

ＭＤ１－Ｅｕ３層～18層）

暗褐色土

暗褐色土で多量のロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

暗褐色土でFP、ロームＢ、カーボン粒を含む

黒褐色土でFP、ローム粒を含む

黒褐色上でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

ロームＢとローム粒の混合十

層
層
層
層

１
２
３
４
 

Ｉ 

層
層
層
層
層
層
層
層

５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃－－ 

１ 
２ 

１３贋

１４屑

0１０．"l:： 
１７層

第82図９号住居跡・出土〕貴物１８屑

8９ 

￣ 

N、 器種 法量 胎．土 焼成 色調 備考

紡錘束（須恵器〕

喪（須恵器）

径6.5×6.2孔径6.5ｍｍ 茄量38.29 微砂粒

粗砂粒

良好

良好

灰褐色

黒褐色

須恵器坏底部使用

外面は平行叩目､内面は青海波のⅡ､目

9号住居跡出土遺物観察表（第82図１，２）



10号住居跡（第83図）

２区Ｐ.Ｑ－３１．３２Ｇ、標高199.80～200.00ｍ間に検出された。西壁で31号掘立柱建物跡と重複し、

東方に11号住居跡、北方に９号住居跡.３４号掘立柱建物跡が位置する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈し、南壁の中央がやや突出する。規模は南北長7.4ｍ、東西長5.9を

測る。主軸はＮ－８０ｏ－Ｅを示す。壁は30～62cmが残存する。周溝は南壁の中央やや東寄りからカマドの

望’
列

［
○
○
口

。
ｌ
■
ヨ
グ
ー
’

父ｐｇｉに~瀞
③｡ 

p＝ 

2３ 
錫９Ｒ Ｒ Ｃ
⑧
》

′ｊ 

Ｐ８Ｉ 
Ｌｉ 

Ｂ－ ３ り

⑥ 

□3２ □3２ 

，
ｊ
ｌ
ｌ
 
１
Ｉ
 

Ｒ
Ｂ
 

ｂ
◎
 

Ｒ
 

鱗
９
日

麓
。

６
，
 

．
．
 

６
，
 

．
．
 鱗③（

〈Ｂ 

Ｂ
’
０
 

－
１
１
！
 

Ｃ 

⑦ 
Ｒ 
⑦ 
Ｒ 

、4４、4４、4４

９
月

『Ｉ

Ｐ９ｌ 

蕊
へ

識
へ

鯵,。,轤器
. 

Ｉ 

、LｑＰ LｑＰ 

□ 

蕊

聡
協
Ⅵ蕊

鱈wi；,i（
１２･････Ｑ 

８．．．０… 
己

７ 

1４ ､己

4５ 
-

,...37 
-

,...37 

5゜⑥P？。⑥P？
４３ 

⑤.....･･････….．･･･････［ 
43 

..0.0...0..…coo････｡.［ 

3］ 

４ 

く’ <’ 

Ｂ Ｂ’ 

１０号住居跡土層

１層暗褐色土でFP､焼土粒、カーボン粒、ローム粒

を含む

２層暗褐色土で斑点状にロームＢとローム粒を含む

３層暗褐色土でFP、ローム粒、カーボン粒を含む

４層崎褐色土で多丘のロームＢを含む

５層黒褐色土で粘質を帯びる

６層暗褐色土でl1iZiより暗い

C’７周暗褐色土でﾛｰﾑ粒、ロームＢを含む
８厨暗褐色土でFP、ローム粒霜少近の黒禍色十円を

含む

９層暗褐色土でFP、灰褐色粘土Ｂ、カーボン粒､焼

土粒､ローム粒を含む

１０層暗褐色土でにぶい黄褐色土Ｂ、ＦＰ、ローム粒を

含む

11層暗褐色土でローム粒を含む

１２層暗禍色土で灰褐色-伯戦士Ｂを含む

2００．１ 

グ

蓼 )}』j鱗鱗iiiil/ｉｉｉ繊蓼；
Ｃ 200.3 

第83図１０号住居跡
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１０号住居跡カマド土層

１層にぷい暗褐色土でカーボン粒、ＦＰ、焼十綜為

含む

２層灰褐色粘土で少量のローム粒、焼土粒を含む

３層暗褐色土でカーボン粒、ロームＢ、灰褐色粘

土を含む

４層暗褐色土で少量のFP、黒褐色土Ｂ、灰褐色粘

り’土、焼土粒、ローム粒を含む

５層暗褐色土とロームの混合土で少量の焼土粒を

含む

６層焼け土Ｂ、灰褐色粘土認ロームＢの混合土

７層暗褐色土でロームＢ、焼土Ｂを含む

８層焼土Ｂ

９層灰褐色粘土

１０層ロームＢ、ローム粒、灰褐色粘土の混合土

１１層焼土Ｂと灰褐色粘土の混合土

12層灰褐色粘土とロームＢの混合土

|ＩＤ 

199,9、’、

第84図１０号住居カマド跡

左袖部まで連続する。幅は25～30cm､深さ４～11cmを測る。床面は安定した平坦面である。柱穴はP,～Ｐ９

が検出された。主柱穴はP,～P3が考えられ、４０～50cm前後を測る円形で浅い皿状を呈している。底面は

粘土化し、礎板等で主柱を支えていたのであろうか。

貯蔵穴は南東隅に設けられている30cm前後の円形で深さ17cmを測る掘り込みと考えられるが、住居跡

の規模からすると貧弱な掘り込みである。カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築さ

れている。

遺物は、南北壁と東壁周辺に多く散在し、カマドの東脇に暗文を施す土師坏、墨痕が認められる土師

器片が出土した。須恵器の大甕の胴部片(30が31号掘立柱建物跡、(3Dは８号住居跡の貯蔵穴、(33)が６号住

居跡、(39が９号住居跡出土遺物と接合する。

10号住居跡出土遺物観察表（第85～87図１～45）

器種 法 量 胎土 焼成 色調Nｑ 備考

11坏（土師器）｜口径１４０器高４．２底径9.211微砂粒l良好|褐色｜底部・外面中位手持ち箆削内面に放射状暗文

２１坏（土師器）｜口径１４．０器高４．５ 粗砂粒|良好|褐色｜底部・外面中位手持ち箆削

３１坏（土師器）｜口径１１．７器高３．６ 微砂粒|良好I褐色｜底部手持ち篦削内底部に剥がれ

４１坏（土師器）｜口径１２．３器高３．７ 微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち篦削

５１坏（土師器）｜口径１２．２器高３．５ 微砂粒|良好|褐色｜底部は擦れている

６１坏（土師器）｜口径１２．２器高３．１ 粗砂粒|良好|暗褐色｜底部手持ち箆削

７１坏（土師器）｜口径１２．４器高３．３ 粗砂粒|良好|暗褐色｜底部手持ち篦削

８１坏（土師器）｜口径１１．５器高３．２ 粗砂粒I良好|褐色｜底部手持ち篦削

９１坏（土師器）｜口径１２．３器高３．４ 微砂粒I良好l褐色｜底部手持ち篦削内面に吉？の墨書

9Ｊ 

■ 

￣ 

Nｂ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

１Ｊｊｊｊｊｊｊ、ノ器器器器器器器器器師師師師師師師師師土士士士土土土土土くくｒ、ＩＩくくくく坏坏坏坏坏坏坏坏坏
E]径１４．０器高４．２底径９．２

口径］4.0器高４．５

[-1径11.7器高３．６

[J律１２．３器高３．７

[-1径］2.2器高３．５

口径１２．２器高３．１

ｐ径１２．４器高３．３

口径］1.5器高３．２

口径１２．３器高３．４ ”””””””“” 微粗微微微粗粗粗微 好好好好好好好好好良良良良良良良良良 色色色色色褐褐褐褐褐
色色

褐褐色色暗晴褐褐

底部・外面中位手持ち箆削内面に放射状暗文

底部・外面中位手持ち箆削

底部手持ち箆削内底部に剥がれ

底部手持ち箆削

底部は擦れている

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削内面に吉？の墨書
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第85図１０号住居跡出土遺物(1)
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第86図１０号住居跡出土遺物(2)
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器種 法 量 胎土 焼成 色調 備考NＣ 

坏（土師器） 微砂粒 良好 底部手持ち篦削外面に爪痕口径１１．８器高３．４ 褐色1０ 

坏（土師器） 口径（13.0）残存器高３．１ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削l］ 

坏(土師器） 口径（12.4）器高3.1 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削1２ 

坏（土師器） 口径（13.7）残存器高２．９ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削1３ 

坏（土師器） 口径（12.1）器高３．３ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削１４ 

坏（土師器） 口径（12.7）残存器高２．１ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削1５ 

坏（土師器） 微砂粒 良好 褐色 内面に墨痕1６ 

坏（土師器） 微砂粒 良好 褐色 底部に墨痕1７ 

高台付碗（須恵器） 残存器高２．５底径８．２ 粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り後付高台1８ 

口径１１．９器高３．９底径６．８坏（須恵器） 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整1９ 

口径（12.0）器高３．４底径７．５坏（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り後周縁部回転箆削2０ 

口径（12.8）器高３．９底径(7.3） 粗砂粒坏（須恵器） 良好 淡灰褐色 底部回転糸切り未調整2１ 

坏（須恵器） 残存器高１．４底径7.1 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸きり未調整醜

口径１６．５器高６．２紐径４．２ 微砂粒蓋（須恵器） 良好 青灰褐色2３ 

蓋（須恵器） 残存器高２．７鉦径３．７ 粗砂粒 良好 灰褐色 内面に朱痕2４ 

喪（須恵器） 粗砂粒 赤灰褐色 櫛歯状工具で波状文良好2５ 

壷（須恵器） 微砂粒 良好 明黒褐色 長頸壷の口縁部片2６ 

誕（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色 外面は平行叩目2７ 

饗（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色 外面は平行、内面は青海波の叩目2８ 

璽（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色2９ 

粗砂粒 良好要（須恵器） 黒褐色 外面は平行叩目、内面は青海波の当て目3０ 

麺（須恵器） 30と同一個体3１ 〃 〃 〃

麺（須恵器） 30と同一個体3２ 〃 〃 〃

喪（須恵器） 粗砂粒 普通 明褐色 外面は平行叩目粥

喪（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色3４ 外面は平行叩目、内面は格子状の当て目

誕（須恵器） 粗砂粒 良好 青灰褐色 外面は平行叩目、内面は青海波の当て目3５ 

翌（須恵器） 粗砂粒 良好 青灰褐色 35と同一個体柵

喪（須恵器） 粗砂粒 良好 黒灰褐色 外面は平行の叩目、内面は横撫3７ 

喪（須恵器） 25と同一個体3８ 

頚（須恵器） 粗砂粒 良好 赤灰褐色 櫛歯状工具で波状文3９ 

普通聖（軟質須恵器） 粗砂粒 黒褐色 40～42は同一個体4０ 

聾（軟質須恵器）4］ 〃 〃 〃

饗（軟質須恵器）4２ 〃 〃 〃

紡錘車（鉄製品）4３ 

刀子（鉄製品） 全長1４６刃長9.14４ 

鉄鍼（鉄製品） 全長12.64５ 

11号住居跡（第88図）

２区Ｐ・Ｑ－２９ｏ３０Ｇ、標高199.80ｍに検出された。北東方向に13号住居跡、西方に10号住居跡が隣

接する。

平面形は、南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長5.2ｍ、東西長3.9ｍを測る。主軸はＮ－５３ｏ－

Ｅを示す。壁は25～48cmが残存する。周溝はカマドの両脇より全周する。幅は12～30cm、深さ５～10ｃｍ

を測る。床面はほぼ平坦である。柱穴はP,～P3が検出された。Ｐ４の東西に長い土坑状の掘り込みは、１．

１ｍ×65cmの楕円形で深さ12cmを測る。

貯蔵穴は南東隅に設けられ、５０×60cmのやや歪んだ楕円形を呈し、深さ14cmを測る。カマドは東壁中

央やや南寄りに灰褐色粘土により構築され、焚口より煙道部まで1.2ｍを測る。

遺物は、Ｐ４の周辺で「山椎」の墨書土器(3)とカマドの焚口部に須恵器坏(2)、覆土内より「平」の墨書

土器(4)、高台付碗(1)、土師器の坏(5)、カマド内より甕片(６，７)が出土。

9５ 

Nbl 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

坏（土Uili器）

坏（土師器）

坏（土師器）

坏（土EilT器）

坏（土師器）

坏（二'二師器）

坏（土師器）

坏（土師器)

高台付碗（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

蓋（須恵器〕

蓋（須恵器）

翌（須恵器）

壷（須恵器）

蕊（須恵器）

蕊（須恵器）

喪（須恵器）

喪（須恵器）

認（須恵器）

蕊（須恵器）

喪（須恵器）

蕊（須恵器）

喪（須恵器）

喪（須恵器）

露（須恵器）

翌（須恵器）

変（須恵器）

喪（軟質須恵器）

蕊（軟質須恵器）

翌（軟質須恵器）

紡錘zlx（鉄製品）

刀子（鉄製品）

鉄錐（鉄製品）

Ｒｕ菫１Ｊ１△。Ｑ）・汀』ロ庁Ⅲ７ 径径径径径径径底底底底底紐紐

４１１９３１ 

’０９４９４２７ 

３３３２３２ 

２３３３１６２ 

－１ 

筒高高高高高

高高高高高高高

器器器器器器

器器器器鍔器鍔

一惣

存存存
存

残残残
残

残残

訴刃

８０４７１７ 

９０８５ 

１３２３２２ 

１２２６ 

－６６ 

．１上１▲１Ｊ１▲１上１上

『▲１▲１▲刑▲

一ｕ蚫

径径径径径径

怪怪径径

一艮長

ロロロロロロ

ロ四口ロ

》全全
”””””蠅辨“””””鰄鰄”””””””〃〃砂砂砂砂砂砂砂〃〃・粒粒粒粒粒粒粒

微微微微微微微微粗微粗粗微微組粗微粗籾粗粗
粗粗粗粗組粗粗

好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好
通好好好好好適

〃〃

良良艮良良良良良良良良良良良良良良良良良良
普良艮良良良普

色色色色

色色色色

色色色褐色褐色褐褐色色色色
色色褐褐褐褐色

色色色色色色色色褐掲褐灰褐灰褐灰黒褐褐褐褐
褐褐灰灰灰灰褐褐褐褐褐褐禍褐褐灰灰灰淡灰青灰赤明灰灰灰黒〃〃明灰青青黒赤黒〃〃．

底部手持ち箆削外面に爪痕

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

内面に墨痕

底部に墨疲

底部回転糸切り後付高台

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り後周縁部回転箆削

底部回転糸切り未調薙

底部回転糸きり未調整

内面に朱痕

櫛歯状工具で波状文

長頚壷の口縁部片

外面は平行叩日

外面は平行、内面は青海波の叩曰

外面は平行叩目、内面は青海波の当てＨ

30と同--個体

30と同一個体

外面は平行叩目

外面は平行叩目、内而は格子状の当て目

外面は平行叩目、内面は青海波の当て目

35と|司一個体

外面は平行の叩曰、内面は横撫

25と同一個体

櫛歯状宅具で波状文

40～42は同--個体
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11号住居跡土層

１層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、カーボン粒、ＦＰを含む８層黒褐色土で少量のロームＢ、ローム粒を含む
２層暗褐色土でロームＢとローム粒を含み締まっている９層暗褐色土で少量のロームＢ、ローム粒、黒褐色土を含む
３層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む１０層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を含み、全体にソフト
４層３層よりロームＢ、ローム粒を多く含む１１層黒褐色土でロームＢ、ローム粒を含む
５層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、黒褐色土Ｂを含む１２層１１層と同じ

６層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、黒褐色土Ｂ、焼土粒を含む１３層黒褐色土で少量のロームＢ、ローム粒、暗褐色土を含む
７層暗褐色土で焼土粒、ロームＢ、ローム粒を多く含む

第88図１１号住居跡

11号住居跡出士遺物観察表（第89図１～７）

備考胎土|焼成|色調獄法Nnl器種

回転糸切り後付高台

底部回転糸切り後周縁部手持ち箆削

底部回転糸きり未調整外面に「山椎」の墨書

黒褐色粗砂粒 良口径（14.2）器高５．７、底径７．２高台付碗（還元焔）1 

淡赤褐色良好粗砂粒口径１２．８器高３．７底径６．８

口径１３．６器高４．５底径６．７

坏（還元焔）２ 

灰褐色良好粗砂粒坏（還元焔）

§
】

底部外面に「平」の墨書淡黄褐色粗砂粒 良好高台付碗（土師器）４ 

底部手持ち箆削褐色微砂粒 良好口径（13.6）器高３．１坏(土師器）５ 

良好 赤褐色微砂粒麺（土師器）

届
几

褐色微砂粒 良好麺（土師器）７ 

12号住居跡（第90図）

２区Ｑ・Ｒ－２７．２８Ｇ、標高199.20ｍに検出された。東方にＪ１号住居跡、西方にやや離れて11号住

居跡北方に１号・３号溝が位置する。

平面形は南北にやや長い隅丸方形を呈し、規模は南北長5.4ｍ、東西長４８ｍを測る。主軸はＮ－６４ｏ－

Ｅを示す。壁は40～70cmが残存し、東辺のカマド左袖部～北～西壁は上部で緩やかに開口する。周溝は

南西隅より東壁のカマド付近まで連続する。1幅15～35cm、深さ２～５cmと浅い。床面はほぼ平坦である

が、地割れが床面中央やや東寄りから南西に蛇行して南壁の西部まで走行する。

9６ 

Nｕ 器菰 法量 胎土 焼成 色訓 iWi考

高台付碗（還元焔）

坏（還元焔）

坏（還元焔）

高台付碗（土師器）

坏（土師器）

喪（土師器）

喪（土師器）

口径（14.2）器高５．７、底径７．２

口径１２．８器高３．７底径６．８

口径１３．６器高４．５底径６．７

口径（13.6）器高３．１ 錨嶮辨辨繊錨辨
良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色色色褐色禍色掲赤褐黄色褐色黒淡灰淡褐赤褐
回転糸切り後付高

底部回転糸切り後周縁部手持ち箆削

底部回転糸きり未調整外面に「11｣椎」の墨習

底部外面に「平」の墨書

底部手持ち箆削
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第89図１１号住居跡出土遺物

柱穴は、主柱穴と考えられるＰ１とＰ２の２カ所を確認した。貯蔵穴と考えられる掘り込みは、カマドの

右袖部の南に検出された。カマドは東壁の南寄りに灰褐色粘土によって構築され、東壁外に舌状に張り

出している。

遺物は、カマドの前面と南東隅に集中して土師器の甕(，～４)、須恵器の大甕片が出土。カマド左袖

部の北側周溝より鉄製の馬具(25)、覆土内より「益」と考えられる墨書土器片(5)、敲石(２０が出土。

12号住居跡出十遺物観察表（第91～94図1～26）

NbLl器種 法 量 胎土|焼成Ｉ色調 備考

111麺（土師器）｜口径１９．５器高２７．８胴部最大径２１．７

２１麺（土師器）｜口径２０．７器高２７．１胴部最大径２２．４

澱（士鱸)|口纒]8‘露襲2:ｉｉ綱部鰯護21:il微妙粒|良好|鰭褐色｜礒部片
微砂粒|良好I褐色 外面に｢益｣の墨書内面黒色処理５１坏（土師器）

残存器高２．１底径８．２１粗砂粒|良好|淡黄褐色｜底部回転糸切り未調整底部爪痕有り６１高台付碗（還元焔）

残存器高２．１底径6.811粗砂粒|良好|灰褐色｜底部回転糸切り末調整７'坏（須恵器）残存器高２．１底径６，８粗砂粒艮好灰褐色底部回転糸切り末調整

８坏（須恵器）残存器高２．８底径８．２微砂粒良好灰褐色底部回転糸切り未調整墨痕有り

９坏（須恵器）口径（12.3）器高４．２底径（7.6）微砂粒良好暗灰褐色底部回転糸きり未調整

１０変（須恵器）微砂粒良好灰褐色ロ縁部片櫛歯状エ具による波状文

11麺（須恵器）粗砂粒良好暗赤褐色ロ縁部片櫛歯状工具による波状文

１２頚（須恵器）粗砂粒良好淡赤褐色ロ縁部片櫛歯状エ具による波状文

粗砂粒|良好|灰褐色｜肩部片131麺（須恵器）

粗砂粒|良好|灰褐色141瓢（須恵器）

粗砂粒l良好|暗灰褐色｜外面は平行叩目151麺（須恵器）

9７ 

Nb 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考

12号住居跡出土遺物観察表

!；j霧|篭讓溌驚;議|篭蝋鱗…
|鰯鰯｝麓鰯;:；麓:;蝋：藤麓鬮:騨雛蕊…,

''1蕊|￣￣鰯鯛鈩……｜麺妙趣良好艫赤褐色口縁部片櫛歯状ｴ具による波状又

議議:,鷺1W鍵…’

(第91～94図1～26）

法

､５器高２７．８

．７器高２７」

も６残存器高２２．２

残存器高8.0



１６聖（須恵器）粗砂粒良好灰褐色外面は櫛歯状工具による調整

１７喪（須恵器）粗砂粒良好灰褐色外面は平行叩目

１８饗！（須恵器）粗砂粒良好暗灰褐色

１９甕（須恵器）粗砂粒良好暗灰褐色

２０要（須恵器）粗砂粒良好灰褐色外面は平行叩目

２，甕（須恵器）粗砂粒良好暗灰褐色外面は平行叩目

２２甕（須恵器）粗砂粒良好灰褐色１９と同一個体

２３饗！（須恵器）粗砂粒良好黒褐色外面は平行叩目､内面青海波の当て目

２４甕（須恵器）粗砂粒良好青灰褐色外面は平行叩目

２５馬具？（鉄13』{品）

２６敲石（石製品）長さ１４．６幅６．１厚さ４．４重堂７０３９先端部を敲打面、平坦面を磨面
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12号住居跡土層

１層暗褐色土で斑点状にロームＢを多量に含み、ローム粒、ＦＰ

を混える

２層暗褐色土で少量のロームＢ、ローム粒を含む

３層黒褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰ、カーボン粒を含む

４層暗褐色土で１層より明るい

５層１層に似る

６層暗褐色土で焼土粒、ロームＢ、ローム粒、少量の灰褐色粘．

土を含む

７層にぶい暗褐色土で少量のロームＢを含む

８層暗褐色土でローム粒、黒褐色土を含む

９層暗褐色土で黒褐色土、焼土粒、灰褐色粘土を含む

Ｃ ０ 

..Ｉ 

199ＤＣ’１０層暗褐色土で少量の黒褐色土、ローム粒、ロームＢを含む
＝三二一１１層暗褐色土でにぶい暗褐色土、ローム粒、ロームＢを含む＿＝－号

Ｃ 

Zｎ 

121画７層に似る

13層黒褐色土でローム粒、ロームＢを含み硬く締まる

14層７層に似るがロームＢの混入が多い

15届暗褐色土でローム粒、ロームＢを含み全体にソフト

３ 

２
】、
，
．
兵
９

４ ４ ４ 

５ ６ ６ ６ 
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第90図１２号住居跡・カマド跡
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12号住居カマド跡

１層暗褐色土で少量の灰褐色粘土、ローム粒を含む

２層暗褐色土で灰褐色粘土、ロームＢを多く含む

３層灰褐伍,船士

４層暗褐色土で灰褐色粘土、ロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

５層暗褐色土でロームＢ、焼土Ｂを含む

６層灰褐色粘土で少量の焼土Ｂ、ロームＢ、暗褐色土を含む

7層灰褐色粘土で焼土Ｂ、ロームＢを含む

８層暗褐色土でロームＢ、黒褐色土Ｂ、焼土粒、カーボン粒を含む

９層暗褐色土で少量のロームＢ、ローム粒、灰褐色粘土を含む

10層掘り方ポソポソのローム

13号住居跡（第95図）

２区０－２９．３０Ｇ、標高199.90ｍに検出された。南西に11号住居跡、北西に８号掘立柱建物跡が隣接

する。中央部と南壁に耕作溝が東西に走行し、カマド中央部と南壁の大半を破壊している。

平面形は南北に長い方形を呈する。規模は南北長約3.75ｍ、東西長2.85ｍを測る。主軸はＮ－６５ｏ－Ｅ

を示す。壁は15～20cmが残存する。周溝は西壁の南部より北西隅までＬ字形に検出された。床面はカマ

国’ 国’

◎
。
Ｃ
Ｃ
因

国

Ｃ ３１９９．９Ｃ’ 

山’
Ａ 200.0Ａ’ 

層
一
層
層
層
層
層
層
層

４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
 

暗褐色土でローム粒、焼土粒を含む

黒褐色土で少量のローム粒、カーボン粒を含む

にぶい黄褐色土でロームＢ、焼土粒を含む

暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、灰褐色粘土Ｂを含む

暗褐色土で焼土粒を含む

暗褐色土で焼土Ｂを含む

暗褐色土で焼土粒を含む

暗褐色土で焼土粒、ＦＰを含む

;〃〃/;〃;Ｚ
13号住居跡カマド

１層暗褐色土でFP、ローム粒を含む

２層暗褐色土でFP、ロームＢを含む

３層暗褐色土でロームＢ、焼土粒を含む

第95図１３号住居跡・カマド跡

13号住居跡出土遺物観察表（第96図１～８）

胎土|焼成｜色調NOI器種 量 備考法

粗砂粒 良好 褐色聖（土師器）１ 

口径１５．８坏部器高５．５坏部底径７．７ 粗砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸きり未調整高台欠損高台付碗（還元焔）

高台付碗（還元焔）

２ 

口径１４．７器高５．６底径６．４

残存器高３．１底径７．４

微砂粒 灰褐色 底部回転糸きり後付高台爪痕有良好３ 

粗砂粒 良好 黒褐色 底部回転糸きり後付高台高台付碗（還元焔）４ 

残存器高１．４底径６．１ 粗砂粒 良好 淡灰黄褐色 底部回転糸きり末調整坏（還元焔）５ 

残存器高４．１底径６．０ 粗砂粒 良好 淡灰黄褐色 底部回転糸きり未調整坏（還元焔）

坏（還元焔）

仏
几

粗砂粒 良好 淡灰褐色口径（13.3）７ 

黒褐色粗砂粒 良好 外面平行叩目頚（須恵器）８ 

1０３ 

Nｈ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

喪（土１m器）

高台付碗（還元焔）

高台付碗（還元焔）

高台

坏

坏

坏

翌

付碗 (還元蝦）

(還元焔）

(還元焔）

(還元焔）

(須恵器）

口径１５．８

口径１４．７

口径（]3.3）

坏部器高５．５坏部底径７．７

器高５．６底径６．４

残存器高３．１底径７．４

残存器高１．４底径６．１

残存器高４．１底径６．０ 粒粒粒粒粒粒粒粒砂砂砂砂砂砂砂砂粗粗微粗粗粗粗粗 好好好好好好好打良良艮良良良良良
褐色

灰褐色

灰褐色

黒褐色

淡灰黄褐色

淡灰黄褐色

淡灰褐色

黒褐色

底部回転

底部回転

底部回転

底部凹娠

底部回転

糸きり末調鞍高台欠損

糸きり後付高台爪痕有

糸きり

糸きり

後付高台

ﾗ辰

糸ぎり未

外面平行ⅡI｣目

調整

鯛整



ド方向に緩やかに傾斜している。柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴は南東隅に設けられ、４７×41cmの楕円形で深さ14cmを測る。カマドは東壁の南寄りに灰褐色粘

土と礫により構築されている。

遺物は、中央部から南方に散在して甕片、須恵器坏・同高台付碗。同甕片が出土。
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第96図１３号住居跡出土遺物

14号住居跡（第97図）

遺物は、中央部から南方に散在して甕片、須恵器坏。同高台付碗・同甕片が出土。

２区Ｏ・P-24o25G、標高199.20ｍ前後に検出された。東方にＪ１4号住居跡、南西にＪ１号住居跡、

北西に７号掘京杵建物跡と３号溝が隣接する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈していたが、カマドの右袖部から西壁部に地震の地割れが走り、南

方部分が東に35cm程ずれている。規模は南北長6.05ｍ､東西長3.95ｍを測る。主軸はＮ－７２ｏ－Ｅを示す。

壁は14～30cmが残存する。周溝はほぼ全周するが貯蔵穴と地割れによる食い違い部分で途切れる。幅は

20cm前後で深さ１～５cmと浅い｡床面は僅かに南下がりである。柱穴はP,～P3の３カ所が検出されたが、

P,とＰ２は５cm前後の浅い窪みである。貯蔵穴は南東隅に設けられ、９５×65cmの楕円形を呈し、内面に－

段低い55×25cmの長方形の掘り込みを有する。最深部で32cmを測る。カマドは東壁の中央やや南寄りに

灰褐色粘土によって構築され、焚口から煙道部まで1.05ｍを測る。

遺物は、カマド内より土師器の甕片、貯蔵穴で土師器の坏、他に墨痕がある土師坏片等が出土。

〃‘



□’ 
割 Ｃｌ 

因
ロ
⑦
［

、
，
⑦
⑤
［

Ｃ
Ｏ
①
③
［
 

鑿￣ 

蕊
、

： 
、

蕊０ 
｡一

＜’ 
。’

1９８０Ｂ’ Ｂ 
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14号住居跡土層

１層黒褐色粘質土で多量のロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む４層暗褐色土で灰褐色粘土、ローム粒を含む
２層暗褐色土で多量のロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む５屑暗褐色土で灰褐色粘土、ローム粒を含みソフト
３層黒褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む６層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を含む

第97図１４号住居跡

14号住居跡出土遺物観察表（第98図1～10）

胎土|焼成｜色訓 備考量Nul器種 法

微砂粒 良好 淡褐色 <の字状ロ縁口径（22.4）残存器高７．０麺（土師器）１ 

灰褐色粗砂粒 良好底径１５．０壷（還元焔）H１ 

底部手持ち箆削褐色微砂粒 良好口径１１．７器高３．８坏（土師器）： 

底部回転糸きり後付高台良好 暗灰褐色口径（12.3）器高４．７底径（7.8）

口径（17.1）器高４．０鉦径４．２

微砂粒高台付碗（須恵器）４ 

良好 灰褐色微砂粒藷（須恵器）５ 

外面平行叩目、内面青海波の当て目青灰褐色粗砂粒 良好麺（須恵器）６ 

にぶい褐色 外面に櫛歯状エ具の波状文粗砂粒 良好翌（須恵器）７ 

良好 灰褐色 外面平行叩目粗砂粒麺（須恵器）Bｉ 

底部外面に墨痕坏（土師器）９ 

底部外面に墨痕坏（土師器）10 

15号住居跡（第99図）

２区Ｌ－３０Ｇ、Ｍ－２９．３０Ｇ、標高200.30ｍ付近に検出された。９号掘立柱建物跡と重複するが新旧

関係は不明。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北4.5長ｍ、東西長3.7ｍを測る。主軸はＮ－７８ｏ－Ｅ

を示す。壁は20～30cmが残存する。周溝は北壁の中央から西方部分の北西コーナーに検出された。床面

はほぼ平坦である。柱穴はカマドと貯蔵穴の中間にＰ,が検出されたが本住居跡に帰属するのもかは不

明。貯蔵穴は南東隅に設けられ、５０cm前後の歪んだ円形を呈し、内部に40×30cmの楕円形の掘り込みを

105 

N、 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考

艶（土師器）

壷（還元焔）

坏（土師器）

高台付碗（須恵器）

蓋（須恵器）

蕊（須恵器）

蕊（須恵器）

麺（須恵器）

坏（土師器）

坏（土師器）

口径（22.4）残存器高７．０

口径１１．７器高３．８

底径15.0

口径（12.3）器高４．７底径（7.8）

口径（17.1）器高４．０紐径４．２ ””蝿”蠅蝿””微粗微微微粗粗粗 好好好好好好好好良良良良良良良良
淡禍色

灰褐色

褐色

暗灰褐色

灰褐色

腎灰褐色

にぷい褐色

灰褐色

<の字状ロ縁

底部手持ち箆削

底部回転糸きり後付高台

外面平行叩目、内面青海波の当て目

外面に櫛歯状工具の波状文

外面平行叩目

底部外面に墨痕

底部外面に墨疲
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第98図１４号住居跡出土遺物

有する。最深部で16cmを測る。

カマドは東壁中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築されていたが袖部の張り出しは不明であった。

遺物は、僅かで中央のやや北西寄りで床面より７cmほど浮いて須恵器の坏(1)と覆土中より土師器坏(2)
が出土。
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15号住居出十遺物観察表（第99図１，２）

胎土|焼成｜色調 備考NbLl器種 量法

口径（12.6）器高３．５底径（7.9） 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転箆削坏（須恵器）１ 

微砂粒 良好 褐色 底部手持ち篦削坏（土師器） 口径（12.8）器高（3.1）２ 

Ｃｌ 

面
ｃ
ｃ
印

|＞ |b□ 

Ａ ̄
 

、’

Ｂ 

●’ 

2003Ｄ’ ， 

２ ５ 

15号住居跡土層

１層砂質の黒褐色土でロームＢ、ローム粒、Ｆ

Ｐを含む

２層黒褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含

み、１層より明るい

３層黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

４層黒褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

､’ 

15号住居カマド跡

１層黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

２層１層より締まり、黒褐色土でローム粒、Ｆ

Ｐを含む

３層砂質の黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

４層黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

５層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を含む

６層黒褐色土でローム粒、ロームＢを多量に
含む

鬘雲霞螺〔=三三三、－
～-－ 

１ 

0 10cｍ 

第99図１５号住居跡・カマド跡・出土遺物

16号住居跡（第100図）

２区Ｌ－３１ｏ３２Ｇ、標高200.50ｍに検出された。北壁で12.12'号掘立柱建物跡と重複し、南東に15号

住居跡・９号掘方杵建物跡、東方に10.10'号掘立柱建物跡、西方に28号掘立柱建物跡が隣接する。１２号

掘立柱建物跡と新旧関係は、１６号住居跡が新しい。

平面形は東西に長い隅丸台形気味の方形を呈している。規模は最大東西長5.6ｍ、最大南北長4.3ｍを

1０７ 

NDI 器種 法量 胎士 焼成 色調 備考

坏（須恵器）

坏（土師器）

口径（12.6）器高３．５底径（7.9）

ロ径（12.8）器高〈3.1）

微砂粒

微砂粒

良好

良好

灰褐色

褐色

底部回転箆削

底部手持ち箆削
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|oｒ |oｒ |oｒ 
号住居カマド

１層暗褐色土でFP、焼土粒を含む

２層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼土

粒を含む

３層暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒を多量に含
む

４層暗褐色土で焼土粒、ローム粒を含む

５層暗褐色土でロームＢを含む

６層黒褐色土で焼土粒、ローム粒を含む

７層暗褐色土でロームＢ、焼土粒を多量に
含む

８層褐色土で焼土粒を少量含む

９層にぷい黄褐色土でローム粒を含む

癖c廓､』’１

、
、
上

《卜や 画’ 
坐

３ ３ ３ 

５２００．６Ａ’ Ａ８ ３ 

16号住居跡土層９眉にふい更個巴工LL'￣ム狸とＥｉｕ

ｌ層暗褐色土でFP、焼土粒、カーボン粒、ロームＢ、ローム粒を含む５層ローム崩壊土

２層暗褐色土で１層より明るい６層暗褐色土で焼け土粒、ロームＢ、ローム粒を含む

３層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼土粒、カーボン粒を含む７層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を含む

４層暗褐色土でローム粒、焼け土粒、少量の黒褐色土を含む８層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を含みソフト

第100図１６号住居跡。カマド跡

測る。主軸はＮ－８１ｏ－Ｅを示す。壁は23～40cmが残存する。周溝はカマドの両脇を除いて全周する。幅

は15～40cm、深さ２～10cmを測る。床面は僅かな起伏が見られる。柱穴．土坑状の掘り込みはP,～P6が

検出された。Ｐ４とＰ５は長軸のほぼ中央ライン上に位置する。Ｐ５は60cm前後の円形を呈し、深さ５cm前後

の浅い皿状の掘り込みで内部に小さな楕円形の－段低い掘り込みを有する。Ｐ４の南、Ｐ５の東には火床が

見られる。Ｐ６は南北に長い台形気味の方形で南北長1,08ｍ､東西最大長さ89cm､深さ26cm､底面は75×６０

cmの方形で６カ所に小柱穴を有している。

貯蔵穴は南東隅やや西寄りに設けられ、１ｍ×75cmの楕円形を呈する。深さは24cmを測る。貯蔵穴の掘

り込みから更に西方に蛇行した掘り込みが続き、Ｐ,～P3が検出された。入り口部に拘わる掘り込みと考

えられる。カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築されている。

遺物は、周溝沿いに散在し、西壁中央やや南よりで須恵器高台付坏(4)、北壁中央部の周溝上より砥石

(9)、その他に須恵器高台付碗、須恵器坏、須恵器甕片が出土。

16号住居跡出土遺物観察表（第101図１～９）

胎土|焼成｜色調Nul器種 法 量 備考

高台付碗（還元焔）｜口径（16.4）器高７．０底径（6.2)|微砂粒|良好|灰褐色

２
３
 

微砂粒|良好|灰褐色高台付碗（還元焔）｜口径（15.5）坏部器高６．７

高台付碗（還元焔）｜口径（150）残存器高５．０ 粗砂粒|良好|灰褐色

1０８ 

Nｕ 器樫 法堂 胎土 焼成 色調 備考

|;|臺購lill職|鱗；…|;雛鍵’



４高台付坏（還元焔）口径１３．５

５碗（還元焔）口径（11.9）

６瓢（須恵器）

７瓢（須恵器）

８麺（須恵器）

９砥石（石製品）長さ１６．３

器高３．１底径５．５粗砂粒良好灰褐色

器高４．５底径（5.6）微砂粒良好灰褐色

粗砂粒良好灰褐色

粗砂粒良好灰褐色

粗砂粒良好黒褐色

幅１２．４厚さ８．４重量13539

底部回転糸きり後付高台

底部回転糸きり未調整口唇部に油痕

外面平行叩目､内面は青海波の当て目

外面平行叩目､内面は青海波の当て目

外面平行叩目

石材は輝石安山岩

瓦
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第101図１６号住居跡出十遺物

17号住居跡（第102図）

２区Ｊ・Ｋ－３２Ｇ、標高200.70～80ｍに検出された。１１．１２号掘立柱建物跡と重複し、東方に18号住

居跡･10･10'号掘立柱建物跡が位置する。11.12号掘立柱建物跡との新旧関係は、１７号住居跡が新しい。

焼失住居で床面に建築部材等の炭化材が残る。

平面形は東西に長い隅丸方形を呈し、南壁の中央部分が内湾気味に歪む。規模は東西長4.9ｍ、南北長

最大3.8ｍを測る。主軸はＮ－８９ｏ－Ｅを示す｡壁は15～34cmが残存する。周溝はカマドの両脇と貯蔵穴部

I"， 
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17号住居跡土層

１層暗褐色土でローム粒、ロームＢ、カーボン粒を含む

２層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼土粒、カーボン粒を含む

３層暗褐色土でローム粒、カーボン粒を含む

４層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、カーボン粒を含む

５層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、カーボン粒、焼土粒を含む

６層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼土Ｂ、カーボン粒を含む

７層暗褐色土で炭化材、カーボン粒、焼土粒、ローム粒を含む

８層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、カーボン粒を含む

９層黒褐色土でカーボン粒、焼土Ｂ、焼土粒、ローム粒を含む

１０層暗褐色土でローム粒、カーボン粒を含む

17号住居カマド

１層黒褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、カーボン粒を含む

２層灰白色粘土で黒褐色土を含む

３層暗褐色土で灰白色粘土、カーボン粒、焼十続を含む

４層暗褐色土で焼土粒、ローム粒を含む

５層暗褐色土で焼土粒、カーボン粒を含む

６層暗褐色土で焼土Ｂ、焼十職泰含む

７層暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒を多量に含む゛

８層暗褐色土で灰白伊,粘薑十、焼土粒、カーボン粒を含む

９層暗褐色土で灰白色`鈷十Ｂ、焼土粒、ローム粒を多量に含む

第102図１７号住居跡・カマド跡
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分を除いて全周する。幅は15～20cm、深さ２～７cmを測る。床面は平坦である。柱穴は６カ所に検出さ

れた。貯蔵穴は南東隅に設けられ、６８×36cmの長方形を呈し、深さ19cmを測る。カマドは東壁の中央や

や南寄りに構築され、焚口から煙道部まで1.16ｍを測る。

遺物は、床面より出土した用途不明青銅品の角柱管・火打鎌(7)・鉄鉗(8)が注目される。

17号住居l+l＋遺物観察表（第103図１～10）

胎土|焼成｜色調 備考Nql器種 法 量

底部回転糸きり未調整高台欠損微砂粒|良好 淡黄褐色高台付碗（酸化焔） 口径１７．３残存器高８．３１ 

底部回転糸きり後付高台微砂粒|良好 淡黒褐色口径（14.8）器高５．６底径７．４高台付碗（酸化焔）２ 

褐色 底部手持ち箆削微砂粒|良好坏（土師器） 口径11.9器高３．５Bｉ 

褐色 底部手持ち篦削体部に爪痕口径１１．８器高３．７底径７．５ 微砂粒|良好坏（土師器）４ 

外面平行叩目、内面青海波の当て目微砂粒|良好 灰褐色要（須恵器）５ 

粗砂粒良好 暗灰褐色喪（須恵器）６ 

長さ９．３高さ４．３厚さ４mｍ火打ち鎌（鉄製品）７ 

管（銅製品） 長さ4.0前後径１．１

金鉗（鉄製品） 長さ８ 

鎌（鉄製品） 長さ１６．６９ 

１０ 石材は輝石安山岩幅７．４厚さ４．６ 重量１０２６９砥石（石製品） 長さ１８．９

18号住居跡（第104.105図）

２区Ｊ・Ｋ－３０ｏ３１Ｇ、標高200.60ｍに検出された礎石を有する竪穴住居跡。南方で10,11号掘立柱

建物跡と重複し、東方に19,20号住居跡、Ｊ13号住居跡、西方に16,17号住居跡、１２号掘立柱建物跡が

隣接する。

平面形は、僅かであるが南北に長い正方形を呈する。規模は南北長さ7.8ｍ、東西長7.3ｍを測り、本

遺跡で最大の住居跡である。主軸はＮ－７５ｏ－Ｅを示す。壁は32～46cmが残存する。周溝はほぼ全周し、

幅30～40cm、深さ10～15cmを測る。床面は部分的に凹凸が見られるがほぼ平坦である。

礎石(Ｓ１～Ｓ４）は、平面形のほぼ対角線上に位置し、Ｓ１～Ｓ２～Ｓ３～Ｓ４の柱間はいずれも３．

３ｍを測る。Ｓ１は､92×68cmの南北に長い楕円形の掘込みに３個の根石を設け､58×45ｃｍ・厚さ19cmの礎

石を据え付けている｡上面には柱痕跡が色調で分かる。Ｓ２は､64×55cmの隅丸三角形の掘込みに根石な

しで62×55cm･厚さ26cmの礎石を据える。Ｓ３は、７５×70cmの円形な掘込みに11個の根石を設けて54×４５

ｃｍ・厚さ29cmの礎石を据えている。Ｓ４は、９０×74cmの楕円形に７個の根石を設け50×41cmの礎石を据え

る。Ｓ１～Ｓ４のレベルは、Ｓ１(200.48ｍ）・Ｓ２(200.57ｍ）・Ｓ３(200.54ｍ）・Ｓ４(20046ｍ)である。

柱穴のP,～P9は壁柱穴と考えられる。Ｐ１０は礎石の対角線の交点、ほぼ中央に設けられ､東西に長い長

方形を呈し、壁面は焼けている。規模は東西長1.08ｍ、南北長73cm、深さ33cmを測る。

貯蔵穴は南東隅に設けられ、９０cm～１ｍの歪んだ円形を呈し、深さ58cmを測る。貯蔵穴より西方に幅

広の布堀状掘り込みが続く。

カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土と礫によって構築され、左袖部の先端部には長さ50cmの

大きな礫を横に据えている。右側の側壁には砂岩の切石(51,52)が使用されている。焚口から煙道部ま

で２ｍを測り、舌状に張り出す。

遺物は、土師器坏、内黒土器、須恵器坏、須恵器高台付碗、須恵器甕・壷、灰釉陶器、鉄製品、羽ロ、

紡錘車と多種である。中でも「里」を刻書する土製紡錘車片Q2)、覆土内より「立」の墨書土器片((35)、折

頭釘(43)、飾り釘(46,47)等が特出すべき遺物である。

〃２

へ－

霧顯圏
、寺～

露悪震麺

NＣ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

高台付碗（酸化焔）

高台付碗（酸化焔）

坏（土師器）

坏（上師器）

饗！（須恵器）

喪（須恵､器〉

火打ち鎌（鉄製品）

管（銅製品）

金鉗（鉄製品）

鎌（鉄製品）

砥ﾌFｉ（不｢製品）

『!径１７．３残存器高８．３

，径（14.8）、僻高５．６底径７．４

，径１１９器高３．５

口径Ｉ]､８器高３．７底径７．５

長さ９．３高さ４．３厚さ４ｍｍ

長さ4.0前後径１」

長さ

長さ16.6
-■｡■■■ｐ■■、■Ｐ■－句■一宇－－－－－■一口再■口勾ﾛﾛｰ■－口－－■､ﾛﾛｰ､ﾛ■ﾛﾛﾛﾛｰ－－■､ﾛD･ロー■ﾛﾛｰﾛ

艮さ１８．９幅７．４厚さ４．６

微砂粒良好

微砂粒良好

微砂粒良好

微砂粒良好

微砂粒良好

粗砂粒良好

重量】0269

淡黄禍色

淡黒褐色

褐色

褐色

灰褐色

暗灰褐色

底部向転糸きり米調整高台欠損

底部回転糸ぎり後付高台

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削体部に爪痕

外面平行llU目、内面青海波の当て日

石材は輝孑可安[１１岩
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18号住居跡土層

１層暗褐色土で焼土粒、カーボン粒、ＦＰを含む

２層暗褐色土で１層より明るくにぶい黄褐色土を含む

３層暗褐色土で焼土粒、灰褐色粘土を含む

４層暗褐色土で多量の灰褐色粘土、カーボン粒、焼土粒を含む

５層暗褐色土で３層より暗い

18号住居跡出十漬物観察表（第106～108図1～52）

6層暗褐色土で斑点状にロームＢ、ローム粒を含む

7層５層より暗い暗褐色土でロームＢ、ローム粒、カーボン粒を含む

8層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼け土粒、カーボン粒を含む

9層にぶい黄褐色土でロームＢを含む

備考胎土|焼成｜色調園法NDL’器種

明褐色｜内面に放射状暗文底部手持ち箆削口径（13.3）器高３．３底径（8.0）微砂粒良好明褐色

口径（11.8）器高４．１微砂粒良好淡褐色

口径（12.1）器高３．５底径８．３微砂粒良好褐色

口径１２．２器高４．５粗砂粒良好褐色

坏（土師器）１ 

淡褐色｜〃底部と体部中位手持ち箆削坏（土師器）２ 

褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）Bｉ 

褐色｜底部手持ち箆削坏（土師器）４ 

:鰯：鑿:：露:ｌＩｉｉｉｌ蕊|雛…
口径（12.4）器高３．５ 褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）５ 

<すんだ褐色|底部手持ち篦削坏（土師器）６ 

底部手持ち箆削褐色坏（土師器）７ 

口径（11.2）器高３．０底径（7.9）微砂粒良好褐色

ﾛ径（11.6）器高３．３底径（8.5）微砂粒良好褐色

口径（12.0）器高３．６底径８．２微砂粒良好褐色

口径（11.0）器高３．６底径（7.3）微砂粒良好褐色

口径（11.2）器高３．２微砂粒良好褐色

褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）８ 

底部手持ち箆削褐色坏（土師器）

Ｆ
Ｍ
 

底部手持ち箆削褐色坏（土師器）1０ 

褐色 底部手持ち篦削坏（土師器）11 

褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）1２ 

底部手持ち篦削

ﾛ橇Ⅲ2』鵜高跳‘艤繼&`|鰯|灘|鶴色口径１２．３器高３．５

褐色坏（土師器）1３ 

淡褐色｜底部手持ち箆削坏（土師器）1４ 

微砂粒|良好|暗褐色暗褐色｜内面に線刻による放射状暗文坏（土師器）１５ 

粗砂粒|良好|褐色褐色 内底面に「×｣、体部に線刻の暗文坏（土師器）1６ 

口径（11.4）器高(84.4）底径（5.4）微砂粒良好灰白色

ﾛ径（13.1）器高２．４底径６．４粗砂粒良好灰褐色

口径（14.3）器高３．４底径７．０粗砂粒良好灰褐色

口径（13.8）器高３．４底径７．６微砂粒良好灰褐色

残存器高１．７底径（6.8）粗砂粒良好青灰褐色

灰白色｜内面黒色処理坏（土師器）1７ 

鶴：｜露:騨:鰯
坏（須恵器）1８ 

坏（須恵器）1９ 

灰褐色｜底部回転糸きり末調整坏（須恵器）2０ 

青灰褐色｜底部回転糸きり末調整坏（須恵器）2１ 

口径蝿』残存露i:ｉ震:!|蝋|灘||蝋色
灰褐色｜底部回転糸きり未調整坏（須恵器）2２ 

淡灰褐色｜底部回転糸きり末調整坏（須恵器）2３ 

底径７．４１微砂粒|良好|暗灰褐色暗灰褐色｜底部回転糸切り後回転篦削坏（須恵器）2４ 

底径６．５１粗砂粒|良好|灰褐色灰褐色｜底部回転糸切り末調整坏（須恵器）2５ 

口径１５．６器高４．６底径（8.0）高台付碗(灰釉陶器）2６ 

篭(I;i:）露i：震：:|微妙粒|良好|黒褐色
高台付坏(灰釉陶器）2７ 

黒褐色｜底部回転糸きり後付高台高台付碗（酸化焔）2８ 

口径１４．１器高５．７底径７．１１粗砂粒|良好|灰褐色

１
台
能
高
不
付

読
後

判
り

く
き

書
糸
損

墨
転
欠

に
回
部

部
部
台

底
底
高

色
色
色

褐
褐
褐

灰
灰
灰

高台付碗（須恵器）2９ 

口縫以，霧高“麿罎`，|鰯:|鰯|露：口径１３．７

高台付碗（須恵器）3０ 

高台付碗（須恵器）3１ 

淡黒褐色｜底部回転糸きり後付高台

麓露;：震181鰯|灘|鱸．
高台付碗（酸化焔）3２ 

淡褐色｜底部回転糸きり後付高台高台付坏（酸化焔）咄！

微砂粒|良好|淡褐色淡褐色｜内面黒色処理高台付碗（酸化焔）3４ 

微砂粒|良好|淡褐色淡褐色｜外面に「立」の墨書、内面黒色処理高台付碗（酸化焔） 口径（15.6）鮪

微砂粒|良好|褐色褐色 内底に墨痕底部回転糸きり未調整坏（土師器）3６ 

粗砂粒|良好|黒褐色黒褐色｜櫛歯状工具で波状文聖（須恵器）3７ 

粗砂粒|良好|青灰褐色青灰褐色麺（須恵器）鵬

粗砂粒|良好|淡灰褐色淡灰褐色｜外面平行叩目頚（須恵器）3９ 

粗砂粒|良好|灰白色灰白色｜外面平行叩目内面青海波の当て目甕（須恵器）4０ 

底径１２．８１粗砂粒|良好|灰褐色灰褐色壷（須恵器）4］ 

?里の刻書紡錘車（土製品） 口径（6.2）高さ１．４重量14.894２ 

釘（鉄製品） 長さ12.14３ 

(鉄製品）4４ 

刃先と柄先端部を欠損関は両関残存長12.7刀子（鉄製品）4５ 

先端部が折れる円形頭部径3.0飾り釘（鉄製品）4６ 

円形頭部径2.7飾り釘（鉄製品）

（鉄製品）

4７ 

4８ 

環頭（鉄製品）4９ 

残存長５．９口径３．８重量５３５９羽口（土製品）Ⅷ 

石材は凝灰岩幅２０．４ 厚さ８．５１重量51029切石（石製品） 長さ３４．０51 

厚さ６．８１重量26029 石材は先凝灰岩幅１４．５切石（石製品） 長さ３２．２翅

〃５

Nｕ 器種 法量 胎土 焼成 色鯛 備考

１２３４５６７８９ⅢⅢ旧旧凶庇旧町田旧加虹狙羽刺弱肥Ⅳ泌羽列Ⅱ犯兇別醍洸別弘刊Ⅲｎ一亜一盤刎舵仙姻妊盤｝研一訓諏
不（土師器）

不（土師器）

不（土師器）

不（･[二師器）

床（土師器）

床（土師器）

叩（上師器）

床（土師器）

不（土師器）

不（土師器）

赤くこ師器）

甲（土師器）

叩（土師器）

坏（土師器）

坏（:'ﾛ'二師器）

坏（土師器）

坏（土師器）

}不（須恵器）

不（須恵器）

坏（須恵器）

叩（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

高台付碗(灰釉陶器）

高台付坏(灰釉陶器）

高台付碗（酸化焔）

高台付碗（須恵器）

高台付碗（須恵器）

高台付碗（須恵器）

高台付碗（酸化焔〉

高台付坏（酸化焔）

高台付碗（酸化婿）

高台付碗（酸化焔）

坏（土師器）

喪（須恵器）

喪（須恵器）

蝿（須恵器）

喪（須恵器）

壷（須恵器）

紡錘車（土製品）

釘（鉄製品）

（鉄製品）

刀､子（鉄製品）

飾り釘（鉄製品）

飾り釘（鉄製品）

（鉄製品）

環頭（鉄製品）

羽ロ（±製品）

ｉｉｉ右r…￣(云
切石（:Mｊ

型Uln2

製品

口径（13.3）器高ａ３底径（8.0）

口径（11.8）器高４．１

ｎ径（12.1）器高３．５底径８．３

p径ユ2.2器高４．５

口径（12.4）器高３．５

p径11.6器高３．５底径９．O

ﾛ径１２．３器高３．５底径８．３

口径（11.2）器高３．０底径（7.9）

口径（116）器高３．３底径（8.5）

口径（12.0）器高３．６底径８．２

口径（11.0）器高３．６底径（7.3）

口径（11.2）器高３．２

口径１２．３器高３．６底径８．３

m径１２唇３器高３．５

[I径（11.4）器高(84.4）底径（5.4）

;.径（13.1）器高２．４底径６．４

口径（14.3）器高３．４底径７．０

口径（13.8）器高３．４底径７．６

残存器高１．７底径（6.8）

口径１３．２器高３．８底径５橇７
残存器高２．０底径６．３

底径７．４

底径６．５

口径z5.6器高４．６底径（8.0）

口径（14.0）器高２．４底径７．３

口径１３．６器高４．８底径７．２

口径１４．１器高５．７底径７．１

口径エ4.2器高６．３底径６．７

口径１３．７

L1径（15.6）

残存器高４．３底径7.0

残存器高２．２底径６．０

底径１２．８

L1径〈6.2）高さ１．４重量14.89

長さ12ユ

残存長12.7

円形頭部径3.0

円形頭部径2.7

残存災５．９Ｉ:径３．８正量５３５９

長さ34.0幅２０４厚さ８．５

長さ３２２幅１４．５厚さ６．８

鱗懐

鱗

溌

iiijfit 

鮭

色褐だ

色色色

色

色色

色色

ん

色色色色色色褐色褐褐色

色色色色褐色色色色褐褐色色熱噸蠅艫繧鋼瀧癩艶認甑灘噸瀧
褐褐色色色す色色色色色色色褐褐色白褐褐褐灰褐灰灰褐澗淡褐褐褐く褐褐褐褐褐褐褐淡暗褐灰灰灰灰青灰淡暗灰

内面に放射状暗文底部手持ち箆削

〃底部と休部中位手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

内面に線刻による放射状暗文

内底面に了ｘ｣、体部に線刻の暗文

内面無色処理

底部uilEi糸切り未調整

底部回転糸きり未調整

底部回転糸きり未調整

底部回転糸きり末調確

底部回転糸きり木繭整

底部回転糸きり末調整

底部回転糸切り後回転箆削

底部回転糸切り未調整

底部回転糸きり後付高台

底部に墨書（判銃不能）

底部回転糸きり後付高台

高台部欠損

底部回転糸きり後付高台

底部向転糸きり後付高台

内面黒色処理

外面に「立」の墨書、内面黒色処理

内底に墨痕底部回転糸きり未調整

櫛歯状工具で波状文

外面平行叩目

外面平行叩目内面青海波の当て目

？里の刻書

刃先と柄先端部を欠損関は両関

先端部が折れる

石材は凝灰岩

石材は先凝灰岩
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第106図１８号住居跡出土遺物(1)
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19号住居跡（第109図）

２区Ｊ－２８．２９Ｇ、標高200.40～50ｍに検出された。南東部で20号・Ｊ１3号住居跡と重複し、西方に

は18号住居跡、１０．１１号掘立柱建物跡が隣接する。本住居跡より20号住居跡が新しい。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長4.4ｍ、東西3.4ｍを測る。主軸はほぼ真東を示

す。壁は16～33cmが残存する。周溝は南西隅から北東隅まで連結する。幅は15～25cm､.深さ２cm前後を

測る。床面はほぼ平坦である。柱穴はP,～P6が検出された。

貯蔵穴の掘り込みは検出されなかったが南東隅に５個の礫集中する。カマドは東壁の中央やや南寄り

に構築されている。

遺物は、カマドの前面と北方部分に集中して土師器の甕・坏、須恵器の甕。壷・高台付碗、羽ロ、鉄

製の鎌等が出土。土師器の甕(１～４）はカマド前面と南東隅に拡散して出土し、２の甕はカマド左袖部

とＰ５の西で接合する。１５の須恵器大甕片は北壁部にその大半が集中するがカマド前面とＰ３にも拡散して

いる。石製の錘(12)は覆土内より出土。
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第109図１９．２０号住居跡

19号住居跡出土遺物観察表（第110.111図１～17）

|Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

11頚（土師器）｜口径１９．５残存器高１８．６ 粗砂粒|良好|褐色

２１頚（土師器）｜口径１７．８残存器高８．８ 微砂粒|良好I褐色

il鑿佳1鱒|口径2“残存歸高『，残存器…艤罎”|鰯|：鱸：
５１謹（土師器） 粗砂粒|良好|褐色 20号住居跡の出土漬物

６１坏（土師器）｜口径（13.4）器高４．４底径７．５１粗砂粒|良好|褐色 底部、体部中位は手持ち箆削

711坏（土師器）｜口径１１．９～器高３．２底径７．０１１粗砂粒|良好|褐色 底部手持ち箆削

８１壷（酸化焔） 粗砂粒|良好|淡黒褐色

1１９ 

」葱

Nb 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

喪（土師器）

蕊（土師器）

喪〈土師器）

翌（土師器）

翌（土師器）

坏（二【:師器）

坏（土師器）

(酸化焔）

口径１９．５残存器高１８．６

[]径１７．８残存器高８．８

E]径２０．４残存器高７．９

残存器高２０．５底径３．７

、径（13.4）器高４．４底径７．５

，径１１．９‐器高３訂２底径７．０ ””””蝿”””粗微微微粗粗粗粗 好好好好好好好好良良良良良良良良 色褐色色色色色色色黒褐褐褐褐褐褐褐淡
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第111図１９号住居跡出土遺物(2)

９高台付坏（酸化焔）粗砂粒良好淡褐色底部回転糸きり後付高台
１０壷（還元焔）口径（11.3）微砂粒良好淡灰褐色

１１砥石（石製品）長さ１０．９幅６．５厚さ３．６重量３８３９ 石材は輝石安山岩

１２石錘（石製品）高さ４．６幅4.35×4.2重量38.49断頭四角錘形、石材は軽石

１３麺（須恵器）粗砂粒良好黒褐色肩部平行叩目、内面青海波の当て目

１４塾（須恵器）粗砂粒良好淡灰褐色

１５喪（須恵器）

１６羽ロ（土製品）

１７鎌（鉄製品）残存長８．７幅４．１先端部と基部の一部を欠く

12Ｊ 



20号住居跡（第109図）

２区Ｊ・Ｋ－２８Ｇ、標高200.40ｍに19号住居跡と重複して検出され、新しく構築された住居跡である。

北半分の残存が悪い為に平面形は明確ではないが、南北に長い隅丸方形を呈すると考えられる。規模は

南北長３ｍ以上、東西長3.4ｍを測る。主軸はＮ－７７ｏ－Ｅを示す。壁は南壁で10cm前後が残存する。周

溝、柱穴は検出されなかった。床面はほぼ平坦である。貯蔵穴は南東隅に設けられ、６５×55cmの方形気

味で深さ35cmを測る。カマドは東壁に構築されている。

遺物は、羽釜、灰釉陶器等が出土した。
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第112図２０号住居跡出土遺物

20号住居跡出土遺物観察表（第112図1～6）

NbLl器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

篝|蕊|:霞:鰯麗i:1鰯::|;鱸縢｜鱸“

１
２
３
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ＮＵ 器種 法竝 胎土 廃成 色調 備考

口径（15..）残存器高１８．９胴部最大径２５．０

[I径（18.2）残存器高】4.2胴部最大径２２.(）

粗砂粒

粗砂粒

粗砂粒

良好

良好

良好

灰褐色

灰褐色

灰褐色



||尋櫛犠Ｉ 藤存鶚高２，艤艤“|雛|灘|繍色｜底部'且'…嬢付高台

21号住居跡（第113図）

２区Ｉ・Ｊ－２５Ｇ、標高200.00ｍ付近に検出された。南西に14号掘立柱建物跡、北西に15号掘方杵建

物跡が隣接し、住居跡の南東から北西を近世の道路杜が横断している。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長4.5ｍ、東西長3.4ｍを測る。主軸はＮ－７６ｏ－Ｅ

を示す。壁は道路杜との切り合いが無い箇所で15cm前後を測る。周溝はほぼ全周し、1幅20cm前後、深さ

５cm程である。床面は中央部やや南寄りが皿状にやや窪む。柱穴P,～P4の４カ所に検出されたが本住居

跡に帰属するかは不明。貯蔵穴は南東隅に設けられ、６５×40cmの東部分が尖り気味の長方形を呈し、深

さ15cmほどを測る。カマドは東壁の中央付近に暗褐色粘土によって構築されている。

遺物は、土師質の小型甕(1)、土師器坏(２，３）が出土した。

１
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第113図２１号住居跡・出土遺物

21号住居跡出土遺物観察表（第113図１～３）

Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

小型喪（土師器） 口径（11.6）残存器高５．７１ 微砂粒 良好 褐色 内面に爪痕

坏（土師器） 口径１２．２器高（3.2）底径７．７ 微砂粒２ 良好 淡褐色 底部手持ち箆削

坏（土師器） 口径１２．０器高３．０底径８．４ 微砂粒３ 良好 淡褐色 底部手持ち箆削

123 

Nｂ 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考

小型喪（土師器）

坏（土Mi器）

坏（土師器）

口径（11.6）残存器高５．７

[I径１２．２器高（3.2）底径７．７

口径１２．０器高3.0庇径８．４

微砂粒

微砂粒

微砂粒

良好

良好

良好

褐色

淡褐色

淡褐色

内面

底部

底部

に爪痕

手持ち箆削

手持ち箆削



22号住居跡（第114図）

２区Ｈ・’－２８．２９Ｇ、標高200.70ｍに検出された。北方に２８．２９号住居跡が隣接し、東方に15号掘

立柱建物跡、南方に18～20号住居跡が位置する。

平面形は東西に長い長方形を呈する。規模は東西長5.25ｍ、南北長4.15ｍを測る。主軸はＥ－１ｏ－Ｓ

を示す。壁は20～40cmが残存する。周溝は南壁の中央から東壁中央やや北寄りに連結する。１幅は15～２５

cm､深さ２～８cmを測る｡床面はほぼ平坦である｡柱穴はP,～P5が検出されたが主柱穴は検出されなかっ

た。貯蔵穴は南東隅に設けられ、９０×85cmの歪んだ掘り込み内に－段低い35cm前後の方形を呈する掘り

込みを有する。最深部で33cmを測る。カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築されて

いる。

遺物は、北西隅に集中し、中央部。貯蔵穴周辺に拡散して土師器の甕・脚台付甕・坏、須恵器の坏・

高台付碗・高台付坏、甕、砥石、釘等が出土。
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第114図２２号住居跡

22号住居跡出土遺物観察表（第115.116図1～28）

胎土|焼成|色調 備考Nnl器種 法

旦坐

微砂粒|良好|褐色１１脚台付喪（土師器）｜口径（12.8）残存器高１４．０

:W襲蕊(圭鱸)|口纒型』艤祷鶚商a‘嬢…ⅡwMi艤径､:|鰯|灘|麓
４１小型頚（土師器）｜口径１１．８残存器高６．２ 微砂粒|良好|褐色

:|課（圭繍||:鮒:)残存鑿:！
微砂粒|良好|淡褐色

微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削

７１坏（土師器）Ｉ口径（11.7）器高３．２ 微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削

粗砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削外面に爪痕811坏（土師器）｜口径（12.3）器高４．５

９１高台付坏（酸化焔）｜口径（13.7）器高3.1底径６．７１微砂粒|良好|淡褐色｜底部回転糸きり後付高台

粗砂粒|良好|灰褐色｜底部回転糸きり未調整高台欠損101高台付碗（還元焔）｜口径１５．０

/2‘ 

Nｂ 器種 法量 胎土 焼成 色調 M１者

径径径径怪怪径径径ロロロロロロロロロ
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第115図２２号住居跡拙十遺物(1)
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第116図２２号住居跡出土遺物(2)
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(還元焔）口径１５．１器高５．２底径６．７

(酸化焔）残存器高２．３底径５．８

(還元焔）口径（15.0）器高５．５底径７．８

(還元焔）口径１４．３器高５．３底径７．２

(須恵器）底径５．８

(還元焔）口径１３．４器高３．０底径６．５

(還元焔）口径（15.4）

(還元焔）残存器高３．３底径６．３

(還元焔）口径１３．６器高４．３底径7.1

(酸化焔）底径６．２

(還元焔）底径６．５

(還元焔）口径１２．５器高４．０底径６．０

(還元焔）口径（13.8）器高４．３底径５．４

(須恵器）

(須恵器）

(須恵器）

(石製品）長さ１０．７幅５．９厚さ４．３

(鉄製品）

碗
碗
碗
坏
碗
碗
碗
碗
碗

付
付
付
付
付
付
付
付
付

ム
ロ
（
ロ
（
ロ
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ
（
ロ
（
ロ
（
ロ

一
石
｜

高
坏
高
高
坏
高
高
高
高
高
高
坏
坏
誕
喪
甕
一
砥
一
釘

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
－
７
－
８
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
－
２
－
２
 

繩
繩
”
”
繩
”
繩
魍
”
”
”
”
”
”
”
繩
一
軍

粒|良 好黒褐色底部回転糸きり後付高台

好淡黄褐色底部回転糸きり未調整

良灰褐色内面底部に補修粘土痕

好灰褐色底部外面に爪痕

好灰褐色底部回転糸切り未調整

好灰白色

好灰褐色

好灰褐色底部回転糸きり後付高台

好灰回転底部回転糸きり後付高台

好赤褐色底部回転糸きり後付高台

好灰褐色底部回転糸きり後付高台

好淡灰褐色底部回転糸きり未調整

好淡灰褐色底部回転糸きり未調整

好暗灰褐色

好灰褐色外面平行の叩目、内面は青海波の当て目

好灰褐色外面平行叩目

０９石材は流紋岩

粒|良

粒

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒|良

粒I良

粒I良

量２２０

23号住居跡（第117図）

２区Ｎ・０－３５．３６Ｇ、標高200.30ｍに検出された。

隣接する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南

北長2.95ｍ、東西長2.15ｍを測る。主軸はＮ－８０ｏ－

Ｅを示す。壁は残存の良好な西壁で10cmを測る。周

溝は西壁の中央やや南寄りから東壁の中央付近まで

連結する。幅は15cm前後、深さ５cm程である。床面

はほぼ平坦である。柱穴は南東隅を除いて各コー

ナーにＰ,～P3が検出された。貯蔵穴は明確を欠くが

南東隅に設けられた20cm前後の円形の掘り込みと考

えられる。カマドは東壁の中央やや南寄りに構築さ

れ、焚口から煙道部まで95cmを測る。

遺物は、微量であった。

南西に６号住居跡、北西に32号掘赤杵建物跡が

,８ ６００Ｚ Ｈ 

引

遺物は、微量であった。割く’

第117図２３号住居跡

24号住居跡（第118図）

２区Ｋ・Ｌ－３３．３４Ｇに検出された。ほぼ中央部分に31号掘立柱建物の梁行柱穴列のP4～P6、北西隅

にＪ１2号土坑が重複する。東方に12号、北東に13号、西方に３２．３３号掘立柱建物跡が隣接している。重

複する31号掘立柱建物跡は本住居跡を切って構築されている。,

平面形は東西に長い隅丸方形を呈する。規模は東西長3.9ｍ、南北長3.3ｍを測る。主軸はＮ－７７ｏ－Ｅ

を示す。壁は11～24cmが残存する。周溝は南壁の中央部分で消滅しているが他の部分では検出された。

１幅は15～20cm前後、深さ５cmほどである。床面はほぼ平坦である。柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築されているが、煙道部分が31号掘立柱建物

跡の柱穴Ｐ５によって切られている。

遺物は、覆土内より須恵器坏、須恵器甕片、内黒土器片が出土。
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平面形は残存が悪い為に不明確であるが序

北に長いやや歪んだ隅丸方形を呈すると考え

られる。規模は南北長2.6ｍ以上、東西2.6ｍ

を測る。主軸はＮ－８３ｏ－Ｅを示す。壁は残存

の良い南壁で10cmを測る。周溝は検出されな

かった。床面はほぼ平坦である。柱穴状の掘

り込みは本住居跡に帰属するものではない。

貯蔵穴は南東隅に設けられ、５５cm前後のや

や歪んだ円形で内部に－段低い掘り込みを有
Ａ 

する。最深部で16cmを頂lる゜カマドは東壁の￣

南寄りに構築されている。

遺物は、カマド内と覆土内より土師器の小

型甕・坏・高台付碗、須恵器の坏が出土した。
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Ａ ̄
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第120図２５号住居跡
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第121図２５号住居跡出土遺物

25号住居跡出士遺物観察表（第121図１～６）

胎土|焼成｜色調法 量 備考Nul器種

口径１２．５器高１３．６底径５．１

口径（14.4）器高５．４底径７．２

粗砂粒 良好 <すんだ褐色 底部と体部箆削小型霊（土師器）１ 

粗砂粒 暗褐色 底部篦削り後付高台高台付碗（土師器） 良好Ｚ 

口径１１．６器高４．０底径７．５ 赤褐色粗砂粒 良好 底部と体部中位篦削坏（土師器）３ 

底径５．０ 粗砂粒坏（酸化焔) 良好 褐色 底部は砂目底４ 

粗砂粒口径１４．０器高３．８底径５．８ 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）５ 

坏（酸化焔） 底径５．８ 微砂粒 良好 黄白色 底部回転糸きり未調整

脳
□

J2９ 

Nｑ 器種 法且 胎土 焼成 色調 備考

小型蕊（上師器）

高台付碗（土師器）

坏（土師器）

坏（酸化焔）

坏（須恵器）

坏（酸化焔）

'1径12.5器高１３．６底径５ユ

､径（14.4）器高５．４底径７．２

，径１ﾕ.６器高４．０底径７．５

底径5.0

口径１４．０器高３．８底径５，８

底径５．８ ””“艫”鰄粗粗粗粗粗微 好好好好好好良良良良良良
<すんだ褐色

暗褐色

赤褐色

褐色

灰褐色

黄古色

底部と体部箆削

底部篦削り後付高

底部と体部r11位箆削

底部は砂目底

底部'四転糸切り未調鎚

底部回転糸きり未調整



26号住居跡（第122図）

２区１．Ｊ-33.34Ｇ、標高201.10ｍに検出された。南方に13号、北方に29.30号掘立柱建物跡が隣接

する。

平面形は東西に長い隅丸方形を呈する。規模は東西長3.65ｍ、南北長2.85ｍを測る。主軸はＮ－６５ｏ－

Ｅを示す。壁は12～33cmが残存する。周溝はほぼ全周する。幅15～20cm、深さ３～４cmを測る。床面は

ほぼ平坦である。柱穴はP,～P5が検出され、Ｐ４とＰ５は入り口部に拘わると考えられる。貯蔵穴は南東隅

に設けられ、４０×50cmの楕円形を呈し、深さ24cmを測る。カマドは東壁の中央やや南寄りに構築され、

焚口部から煙道部まで1.4ｍを測る。

遺物は、覆土内より２点の土師器坏が出土した。

Ｃ Ｃ’ 201］ 

Ａ 

２６号住居跡カマド

C’ 一１層灰褐色粘土と焼土粒の混合土

２層暗褐色土と焼土粒の混合土

３層黒褐色土で焼土粒、ローム粒を含む

４層暗褐色土で焼土粒、ロームＢ、ローム粒を含む

５層暗褐色土でローム粒、焼土粒を含む

６層暗褐色土で焼土粒を含む

７層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を多量に含む山’

６１５１０ Ａ 2012Ａ』
２６号住居跡土居一０－

１層黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

２層黒褐色土でローム粒、ロームＢ、ＦＰを含む

３層暗褐色土でローム粒、ロームＢ、ＦＰを多量に含む

４層黒褐色土でローム粒、小ロームＢ、ＦＰを含む

５層暗褐色土でローム粒を多量に含む

６層黒褐色土でローム粒、ロームＢ、ＦＰを含む

７層暗褐色土でローム粒、ロームＢ、ＦＰを含む

８層暗褐色土でFP、ロームＢを含む

９層暗褐色粘質土で焼土Ｂ、焼土粒を含む

１０層暗褐色土で灰褐色粘土粒、ローム粒、ロームＢを含む

26号住居跡

|日 2012Ｂ’ 

第122図

二Ｚ
や
、 、 10cｍ 
<＝－－ 

第123図２６号住居跡出土遺物

26号住居跡出士遺物（第123図１，２）

胎土I焼成｜色調 備考Nql器種 法 量

底部手持ち箆削口径12.4器高３．１ 微砂粒 良好 褐色坏（土師器）1 

微砂粒 良好 褐色口径（12.1）器高３．２坏（土師器）２ 〃

27号住居跡（第124図）

２区Ｆ・Ｇ-31.32Ｇ、標高20110～20ｍに検出された。北方に18号掘方柱建物跡が隣接し、南東方

向に２２．２８．２９号住居跡が位置する。

130 

NＣ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

坏（土師器）

坏（士HI1j器）

１１径１２.‘１器高３．１

１１篠（12.ﾕ〕器高ｉ３．２

微砂粒

微砂粒

良好

良好

褐色

褐色

底部手持ち箆削
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２７号住居跡土層

１層暗褐色土でカーボン粒、ロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

C，２層１層より明るくロームＢ、ローム粒、ＦＰを多量に含む
－３層暗褐色土で１層よりカーボン粒、ローム粒、ロームＢ、Ｆ

４層黒褐色土でローム粒、ＦＰを多量に含む

５層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、ＦＰを含む

６層４層に似る

７層暗褐色土でローム粒、ＦＰを含む.

８層黒褐色土でFPを含む

９層黒褐色土でFP、カーボン粒を含む

710層暗褐色土でFP、ローム粒を含む

■」

Ｃ 

を多く含む

Li鑿iiili霧ｉｉｉ讓讓,
蕊蕊霧懸

UHRHaB掴

鱒J1l鱒 鱸上;梵鷲

ざ可

Ｃ 201］ 

11層暗褐色土でロームＢ、ローム粒を多量に含む

12層暗褐色土でローム粒、ＦＰを含む

13層黒褐色土でロームＢ、ＦＰを多く含む

14層暗褐色土

15層暗褐色土でローム粒を含む

16層ロームＢ

17層黒褐色土でローム粒、ＦＰを含む

３ 

薑臺蓼i;；
９ 

第124図２７号住居跡・カマド跡
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第125図２７号住居跡出十遺物(1)
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第126図２７号住居跡出土遺物(2)

27号住居カマド跡

１層暗褐色土でカーボン粒、焼土粒、ローム粒、灰白色粘土を含む７層暗褐色土でロームＢ、焼土Ｂ、焼土粒、灰白色粘土を含む

２層灰褐色粘質土で焼土Ｂ、焼土粒、ローム粒を含む８層暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、ＦＰ、灰白色粘土を含む

３層暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、ローム粒、灰白色粘土を含む９層暗褐色土で焼土Ｂ、ロームＢ、ローム粒、灰白色粘土を含む

４層暗褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、ローム粒、ＦＰを含む１０層暗褐色土でロームＢ、ローム粒、焼土粒を含む

５層２層と同じ１１層にぷい黄褐色土でロームＢを含む

６層灰褐色土で焼土Ｂ、焼土粒、灰白色粘土を含む

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長7.3ｍ、東西長5.4ｍを測る。主軸はＮ－８０ｏ－Ｅ

を示す。壁は18～40cmが残存する。周溝はほぼ全周し、1幅20～30cm、深さ４～11cmを測る。床面はほぼ

平坦である。柱穴はP,～Puが検出された。貯蔵穴は南東隅に設けられ、９０cm×１ｍの円形を呈し、深さ

42cmを測る。カマドは東壁の南寄りに構築され、焚口より煙道部まで1.8ｍを測る。

遺物は、貯蔵穴とその周辺に集中し、土師器の甕・坏、須恵器の坏・蓋等が出土している。特に内底

に「立」を墨書する土師坏(２，，３点の鎌が注目される。

27号住居跡出土遺物（第125.126図１～25）

胎土|焼成|色調Nul器種 法 量 備考

11喪（土師器）｜口径（21.0）残存器高２５．４底径４．０１微砂粒｜良｜褐色｜〈の字状ロ縁

微砂粒|良好|褐色２１脚台付甕（土師器）｜口径１３．８

３１坏（土師器）｜口径１３．３器高４．３ 微砂粒|良好|褐色｜内面放射状暗文、底部・体部手持ち箆削

４１坏（土師器）｜口径（12.8）器高３．４底径１０．２１微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削

微砂粒|良好|淡褐色Ｉ底部手持ち篦削５１坏（土師器）｜口径１１．７器高３．０

６１坏（土師器）｜口径１２．１器高３．５ 微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削

;|鴬（ｆＩｉ鶴|罐(::）蕊ｉｉｉ塵,」|:鶴|鱒|麓色|鬮茉鰯Ｉ
９１坏（土師器）｜口径１１．３器高３．３底径９．５１１微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削外面に爪痕

101坏（土師器）｜口径１２．１器高３．１ 微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち篦削

微砂粒|良好|褐色111坏．（土師器）｜口径（12.2） 外面に爪痕〃

121坏（土師器）｜口径１２．２器高３．０底径９．０１１微砂粒|良好l談褐色｜底部手持ち篦削

131坏（土師器）｜口径（11.3）器高３．１ 微砂粒|良好Ｉ褐色 〃

141坏（土師器）｜口径（11.0）器高（3.5） 微砂粒|良好|褐色｜底部手持ち箆削

箙騨||:鮒I）露::：露(::)||鰯|灘|震鴬色|…ｻﾞ糸切り未調整 ﾛ唇部に油痕

171坏（須恵器）｜口径１３．１器高３．８底径６．８１１微砂粒|良好|灰褐色 〃

181坏（須恵器）｜口径（13.5）器高４．１底径６．１１１粗砂粒|良好|暗灰褐色Ｉ〃

191坏（須恵器）｜口径（12.7）器高４．２底径５．８１１粗砂粒l良好|暗灰褐色Ｉ〃

201蓋（須恵器）｜口径１４．２残存器高３．４ 微砂粒|良好|灰褐色

１３３ 

NＯ 器種 法量 胎土 焼成 色調 傭

粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒”””””””繩繩””繩”””””””繩
好

好好好

好好好好好好好好

良

良良良良良艮良良良良良良良良良良良良良 色色色

色色

色

色褐色褐褐色色色色色褐色褐色色色色褐色色褐黄褐灰灰褐褐褐褐褐淡褐淡褐褐褐褐淡褐褐灰灰灰暗暗灰



戸

２１坏（土師器）口径１２．０器高３．８微砂粒良好褐色内面に「立」の墨書

２２坏（土師器）内面に墨痕

２３坏（土師器）内面に墨痕

２４鎌（鉄製品）長さ14.5

25鎌（鉄製品）長さ1０．９

28号住居跡（第127図）

２区Ｇ・Ｈ－２８．２９Ｇ、標高200.70ｍに検出された。南方に22号住居跡が隣接し、北方で29号住居跡

と重複する。新旧関係は本住居跡が29号住居跡より古い。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長5.7ｍ、東西長4.7ｍを測る。主軸はＥ－１ｏ－Ｓ

を示す。壁は30～35cmが残存する。周溝は南壁下の西寄りで途切れ、西壁は3.5ｍほど検出されたが、重

複する西壁部分が不明である｡床面はほぼ平坦である｡柱穴はP,～P3が検出された｡長軸方向のセンター
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ライン上にＰ'～P3が配する。Ｐ２とＰ３が主柱穴と考えられ、５０～60cmの楕円形を呈し、６０cm前後の深さを

測る。貯蔵穴は南東隅に設けられ、９０cm×１ｍの楕円形で深さ30cm程を測る。カマドは東壁の中央やや

南寄りに灰褐色粘土によって構築され、焚口から煙道部まで1.7ｍを測る。

遺物の多くは貯蔵穴に集中して土師器の甕。坏、須恵器の坏・高台付碗が出土。
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第128図２８号住居跡出土遺物

28号住居跡出土遺物観察表（第128図１～11）

色調胎土I焼成NOl器種 法

』“

備考

口径２０．４残存器高１９．５ 微砂粒 良好 褐色 ．の字状口縁麺（土師器）１ 

微砂粒坏（土師器） 口径（13.7）残存器高３．４ 良好 淡褐色 内面に放射状暗文２ 

坏（土師器） 口径１１．４器高３．０ 微砂粒 良好 淡褐色 底部手持ち箆削３ 

口径（11.7）器高３．４ 微砂粒 褐色 底部手持ち箆削坏（土師器） 良好４ 

微砂粒 褐色良好 底部手持ち篦削坏（土師器） 口径12.0器高３．７５ 

坏（土師器） 口径（11.6）器高３．７ 微砂粒 良好 淡褐色 底部手持ち箆削

欣
口

良好 淡褐色 底部手持ち篦削坏（土師器） 口径１１．９器高２．９ 微砂粒７ 

ﾛ径１２．２器高３．３底径６．９ 微砂粒 底部回転糸切り未調整良好 灰褐色坏（須恵器）８ 

口径１３．１器高３．２底径７．８

口径１２．２器高３．４底径７．５

粗砂粒 良好 淡褐色坏（須恵器） 底部回転糸切り後周縁部回転箆削９ 

微砂粒 良好 灰白色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）1０ 

底径７．０ 粗砂粒 良好 灰褐色 〃・底部外面に爪痕高台付碗（須恵器）11 

135 

Ｎｂ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

１Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ 器器器器器器器器器器器師師師師師師師忠恵恵恵土・皇上士土土土須須須須Ｉｒ、くＩＩくくくくくく碗付ムロ翌坏坏坏坏坏坏坏坏坏高
El径２０．４残存器高１９．５

口径（13.7〕残存器高３．４

p径１１．４器高３．０

p篠（11.7）器高３．４

ｐ径１２．０器高３．７

口径（116）器高３．７

ｐ径１Ｌ９器高２．９

口径１２．２器高３．３底径６．９

，径131器高３．２底篠７．８

[.径１２．２器高３．４底径７．５

底径7.0 粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒””””””””””” 
良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

艮好

良好

良好

良好

色色

色色色色色色色褐褐色色褐褐褐褐口褐褐淡淡褐褐淡淡灰淡灰灰 暗削削削削削蠣辨鑪轆轤鑪糎識噸濡霧霧藷箒の面部部部部部ゴ内腫底底底底
文

底部回転糸･切り未調整

底部回転糸切り後周縁部向転箆削

底部回)|辰糸切り未調整

〃・底部外面に爪痕



29号住居跡（第127図）

２区Ｇ－２８．２９Ｇ、標高200.80ｍに検出された。２８号住居跡を切って構築されている。平面形は東西

長4.05ｍ､南北長4.35ｍの方形を呈する。主軸は28号住居跡と同じ真東を示す｡壁は残存の良い西壁で４０

cm前後を測る。周溝と柱穴は検出されなかった。床面はほぼ平坦である。貯蔵穴は南東隅に設けられ、

90×70cmの楕円形を呈し、深さ37cmを測る。カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土によって構築

され、焚口から煙道部まで１ｍを測る。

遺物は、貯蔵穴に集中する。底部の内外面に「×」を線刻する須恵器高台付坏(4)、覆土内より墨痕が

認められる須恵器高台付碗(12,13)、カマドより線刻紡錘車(15)、覆土内より須恵器の甕片を利用した転

用硯(10等が出土。

29号住居跡出十遺物観察表（第129.130図１～19）

Nhl器種 法 胎土|焼成｜色調量 備考

喪(土師器) 口径（19.5）残存器高９．３ 微砂粒|良好 褐色 ．の字状ロ縁１ 

喪（土師器） 残存器高５．２底径（4.0） 微砂粒|良好 赤褐色 底部片２ 

高台付碗（土師質） 底径６．３ 微砂粒|良好 黒褐色 底部回転糸きり後付高台３ 

高台付坏（酸化焔） 口径１３．６器高３．１底径６．４ 粗砂粒|良好 淡黒褐色 内外面の底部に「×」の線刻４ 

高台付碗（還元焔） 口径１４．７器高５．６底径６．３ 粗砂粒|良好 暗灰褐色 底部回転糸きり後付高台； 

高台付碗（須恵器） 口径１４．３器高５．７底径６．６ 粗砂粒|良好 灰褐色 底部回転糸きり後付高台５ 

高台付碗（還元焔） 残存器高４．６底径6.1 微砂粒|良好 灰褐色 底部回転糸きり後付高台７ 

高台付碗（須恵器） 口径１４．４器高５．４底径７．３ 粗砂粒|良好 黒灰褐色８ 

坏（須恵器） 口径１２．４器高４．０底径５．６ 微砂粒|良好 底部回転糸切り未調整灰褐色Ｈ 

底径５．２坏（須恵器） 微砂粒I良好 灰褐色10 〃

坏（須恵器） 口径（13.4）器高３．８底径（6.0） 粗砂粒|良好 灰褐色l］ 〃

高台付碗（還元焔） 底部に墨痕１２ 

高台付碗（酸化焔） 底部に墨痕1３ 

内面を使用(外面は平行の叩目､内面は青海波の当て目）転用硯（須恵器）１４ 

紡錘車（石製品） 大口径４．６小口径３．３高さ１．６ 重量４９．８９ 全面に線刻を施す。石材は滑石

底部回転糸きり後付高台

１５ 

高台付碗（酸化焔） 口径１４．１器高６．３底径６．８ 微砂粒|良好 赤褐色1６ 

高台付碗（酸化焔） 口径１４．３器高３．５底径７．３ 粗砂粒|良好 淡褐色 〃底部外面に爪痕1７ 

坏（須恵器） 口径１３．９器高４．３底径５．８ 粗砂粒|良好 灰褐色 底部回転糸切り末調整1８ 

長頚壷（須恵器） 粗砂粒|良好 淡灰褐色 頚部片1９ 

30号住居跡（第131図）

２区Ｅ-26.27Ｇ、標高200.70ｍに検出された。貯蔵穴部分で16号掘立柱建物の柱穴P4と重複するが。

新旧関係は本住居跡が新しい。西方には近世の道路杜、１７号掘立柱建物跡、北方に22.23号掘立柱建物

跡が位置する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長3.8ｍ、東西長2.8ｍを測る。主軸はＮ－８７ｏ－Ｅ

を示す。壁は10～15cmが残存する。周溝は北東と北西隅が途切れる。幅は10～15cm、深さ３～５cmと浅

い。床面はほぼ平坦である。柱穴は北東と北西隅の２カ所にP1とＰ２が検出された。

貯蔵穴は南東隅に設けられ、６０～65cmの方形を呈し、深さ38cmを測り、礫が入る。カマドは東壁の中

央やや南寄りに灰褐色粘土と礫によって構築され、焚口から煙道部まで80cmを測る。張り出し部は方形

状を呈している。、

遺物は、カマドに集中して出土。燃焼部で土師器の甕(1)、前面に土師質の高台付碗(6)、覆土内からは

１点墨痕が残る土師器の坏片(7)等が出土した。
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NＯ 器種 法迫 胎一ｋ 焼成 色調 備考

１２３４５６７８９ⅢⅢ皿皿｝Ｍ｝蛆｜妬Ⅳ犯四
饗（土師器）

喪（土師器）

高台付碗（土師質）

高台付坏（酸化焔）

高台付碗（還元焔）

高台付碗（須恵器）

高台付碗（還元焔）

高台付碗（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

高台付碗（還元焔）

高台付碗（酸化焔）

転用硯（須恵器）

紡錘車（石製品）

高台付碗〈酸化焔）

高台付碗（酸化焔）

坏（須恵器）

長頚壷（須恵器）

ロ篠（19.5）残存器高

残存器高

９．３ 

５．２ 

１ｺ径13.6器高３．１

；｣径１４．７器高５．６

｢i径１４．３器高５．７

残存器高４．６

口径14.4器高ｔｊ､４

[｣径１２．４器高４．０

口径（13..）器高３．８ ｊ ０３４３６１３６２０ ４６６６６６７Ｆ、５６
ｌ 

ｌ 径径径怪怪径径径桂径底底底底底底底底底底
勾面を使用(ﾀ|面は平行の叩目､内面は青梅波の当て目）

大口径４．６′:､口径３．３高さ１．６

U径１４.］器高６．３底径６．８

口径１４．３器高３．５底径７．３

口径１３．９器高４３底径５．８

微砂粒艮好

微砂粒良好

微砂ｊｌｉｔ良好

粗砂粒艮好

粗砂粒良好

粗砂粒良好

微砂粒良好

粗砂粒良好

微砂粒良好

微砂粒良好

粗砂粒良好

重量４９．８９
－口￣･－－－口Ｔ･ロー■－－－－

微砂粒良好

粗砂粒良好

組砂粒良好

粗砂粒良好

褐色

赤褐色

黒褐色

淡黒褐色

暗灰褐色

灰褐色

灰褐色

黒灰褐色

灰褐色

灰褐色

灰褐色

淡褐色

灰祖

淡灰

色

褐色

ゴの字状ロ縁

底部片

底部向転糸きり後付高台

内外面の底部に「×ｊの線刻

底部回転糸きり後付高台

底部回j伝糸きり後付高台

底部回il伝糸きり後付高台

底部向転糸切り未調整

底部に墨痕

に墨痕

全面に線刻を施す。石材は滑石

底部回Ｉ院糸きり後付高台

〃底部外面に爪痕

底部回転糸切り未調籍

頚部ﾊー
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第132図３０号住居跡出土遺物

30号住居跡l+{＋遺物観察表（第132図１～７）

Nhl器種 法 量 胎土|焼成Ｉ色調 備考

口径（18.4）残存器高８．９ 粗砂粒 褐色麺（土師器） 良好］ 

口径（18.6）残存器高５．３ 微砂粒 褐色麺（土師器） 良好H１ 

口径（12.4）残存器高４．５ 粗砂粒 暗褐色小型麺（土師器） 良好6１ 

麺(土師器) 粗砂粒 良好 暗褐色４ 

麺（土師器） 粗砂粒 良好 褐色 底部～胴部下半５ 

高台付碗（土師器） 口径１４．０器高５．６底径（6.6） 粗砂粒 良 淡褐色 底部と体部中位手持ち箆削

盾
口

坏（土師器） 外面に墨痕７ 

31号住居跡（第134図）

２区Ｃ・Ｄ－２７．２８Ｇ、標高201.00ｍに検出された。カマドを付す東壁部分には耕作溝が東西に走行

し、南西部分には道路h上が走行する。耕作溝はカマドの両袖部から北壁の中央やや北寄りまで及んでい

る。南西方向には16号、北東方向には21号掘市杵建物跡が隣接する。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈すると考えられる。規模は南北長約５ｍ、東西長3.3ｍを測る。主軸

はＮ－８３ｏ－Ｅを示す｡壁は残存の良い北壁で21cmを測る。周溝は北西隅と東壁下に巡る。幅は15cm前後、

＝トプッ
深さ２cmと浅い｡床面はカマド前面から中央部分に硬化面が広がり、

やや南方部分が歪みを呈する。柱穴はP,～P6が検出されたが本住居

に帰属するかは不明である｡貯蔵穴は南東隅に設けられた40×50cm、

深さ27cmの掘り込みと考えられる。カマドは東壁の中央やや南寄り

に構築されているが、耕作溝による切断で残存が悪い。焚口から煙

道部まで1.1ｍを測る。

遺物は、覆土内より土師器の坏片のみが出土した。

０１０ｃｍ 

第133図３１号住居跡州十遺物

139 

NDI 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

瓢（土師器）

艶（土師器）

小型製（土師器）

麺（土師器）

麺（土師器）

高台付碗（土師器）

坏(土師器）

口径（18.4〉残存器高８．９

口径（18.6）残存器高５．３

口径（12.4）残存器高４．５

口径１４．０器高５．６底径（6.6）

粗砂粒

微砂粒

粗砂粒

粗砂粒

粗砂粒

粗砂粒

良好

良好

良好

良好

良好

良 色色色色色褐褐色褐褐褐暗暗褐淡 底部～胴部下半

底部と体部中位手持ち箆削

外面に墨疲
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第134図３１号住居跡

31号住居跡出土遺物観察表（第133図１）

胎土|焼成｜色調NbLl器種 法 備考
J三仏

旦1１

残存器高３．２底径（7.5）Ｉ微砂粒|良好|淡褐色｜|底部回転糸きり未調整11坏（酸化焔）

32号住居跡（第135図）

２区Ａ-26.27Ｇ、Ｂ－２７Ｇ、標高201.30ｍ付近に検出された。南方に22.23号掘立柱建物跡が隣接し、

北西隅は礎石遺構に伴う小礫が覆土上面を覆っている。

平面形は一辺が4.55ｍの正方形を呈し、主軸はＮ－６３ｏ－Ｅを示す。壁は32～58cmが残存し、垂直に近

い掘り込みである。周溝はカマド左袖部脇より貯蔵穴まで連続し、|幅10～20cm、深さ３～９cmを測る。

床面はカマド前面から南東隅部分が緩やかに傾斜する。

柱穴は南壁下のほぼ中央にP,が検出されただけである。貯蔵穴は南東隅に設けられ、４０×45cmの方形

で深さ38cmを測る。カマドは東壁の南寄りに灰褐色粘土によって構築され、焚口から煙道部まで1.35ｍ

を測る。

遺物は、覆土内より灰釉陶器、土師器の坏、須恵器の坏・高台付碗が出土した。

32号住居跡出十漬物観察表（第136図１～７）

胎土|焼成｜色調 備考NoLI器種 法 獄

壷（灰釉陶器） 長頸壷の肩部片１ 

口径１２．０器高３．２ 微砂粒 良 淡赤褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）閥

微砂粒 淡褐色 底部手持ち箆削口径１１．３器高３．１ 良坏（土師器）３ 

底径６．２ 底部回転糸切り未調整良好 灰褐色坏（須恵器） 粗砂粒４ 

底径６．７ 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整微砂粒坏（須恵器）； 

底径５．９ 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）

股
ロ

高台付碗（土師質) 底径６．６ 微砂粒 良好 赤褐色 底部回転糸切り後付高台７ 

/犯

Nb 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

坏（酸化焔） 残存器高３．２底径（7.5） 微砂粒 良好 淡褐色 底部回!|匠糸きり未鯛整

KＯ 器極 法２m 胎士 焼成 色調 備考

壷（灰釉陶器）

坏（土師器）

坏（土師器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

高台付碗（土師質）

口径12.0器高３．２

ｐ径１１．３器高３１

底径６．２

底径６．７

底径５．９

底径６．６ 粒粒粒粒粒粒砂砂砂砂砂砂微微粗微微微
良良

好好好好良良良良

色

褐色色色色色赤褐褐褐褐禍淡淡灰灰灰赤
長頚壷の肩部A・

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り後付高
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Ｅを示す。壁は残存の良好な東壁で

27cmを測る。周溝は南西隅から西壁

沿いと北壁に部分的に検出され、幅

15～25cm、深さ11～１４cmを測る。床

面はほぼ平坦である。柱穴は検出さ

れなかった。貯蔵穴は南東隅に設け

られ、６０×50cmの楕円形を呈し、深

さ23cmを測る。

カマドは東壁の中央やや南寄りに

灰褐色粘土によって構築され、焚口

から煙道部まで85cmを測る。右袖部

には攪乱穴が見られる。

遺物は、南東隅の貯蔵穴南上面に

､１ 

=’ 

Ｑ
ｍ
Ｃ
函

○
・
Ｎ
○
国

Ａ’ 
■￣ 

<’ 囚’

第137図３３号住居跡

土師器の坏(2)と北東隅に須恵器の坏(3)が出土。
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第138図３３号住居跡出土遺物

33号住居跡出土遺物観察表（第138図１～４）

胎土|焼成｜色調 備考NbLl器種 法 鼠

微砂粒 良好 褐色甕（土師器） 口径１８．８残存器高８．８１ 

底部手持ち箆削坏（土師器） 口径１２．３器高３．２ 粗砂粒 良好 褐色２ 

口径１１．２器高３．３底径６．６ 粗砂粒 良好 暗灰褐色 底部回転糸切り未調整黒斑多坏（須恵器）H１ 

口径（11.5）器高３．８底径（6.9） 微砂粒 良好 明灰褐色 底部回転篦削坏（須恵器）４ 

34号住居跡（第139図）

調査区の最北に位置し、１区Ｐ・Ｑ－２７Ｇ、標高202.00ｍに検出された。東方に25号、南西に24号掘

立j住建物跡が隣接する。上面を東西に耕作溝が併走するが､住居跡の形状を損なう深さに達していない。

平面形は南北に長い隅丸方形を呈する。規模は南北長5.15ｍ、東西長415ｍを測る。主軸はＮ－８４ｏ－

Ｅを示す｡壁は41～60cmが残存する。周溝は北壁の東に途切れる部分がある。幅は15～25cm､深さ４～l0

clnを測る。床面はカマド前面がやや高まる。柱穴は検出されなかった。Ｐ１は50×40cmの隅丸方形で深さ

５cm､Ｐ２は長さＬ４ｍ、幅45cmの長楕円形で深さ２～３cmの皿状の掘り込みを呈する。貯蔵穴はカマドの

左袖部分前面に設けられ、４３×30cmの方形で深さ42cmを測る。

カマドは東壁の中央やや南寄りに灰褐色粘土と礫によって構築され、焚口から煙道部まで115ｍを側

〃２

Nｂ 器菰 法量 怡土 焼成 色調 備考

喪（:XZ師器〕

坏（土師器）

坏（須恵器）

坏（須恵器）

口径ユ8.8残存器高８．８

p径。2.3器高3.2

11径１１．２器高３．３底径６．６

，径（11.5）器高３．８底径〈6.9）

微砂粒

粗砂粒

粗砂粒

微砂粒 好好好好良良良良
褐色

褐色

暗灰褐色

明灰褐色

底部手持ち箆削

底部回転糸切り未調整黒斑多

底部回転箆削



る。カマドの左袖分から南東隅に貯蔵穴を囲む様にＬ字形の高まりがある。

遺物は、カマド内より土師器の甕(１．２)、北東隅部分に須恵器の坏(7)ｉ

師器の坏、須恵器の大甕片等が出土。

北東隅部分に須恵器の坏(7)と高台付碗(8)、覆土内から土

国’

三’

「
【
◎
国

PQl <’ 国’

第139図３４号住居跡

34号住居跡出土遺物観察表（第140図１～10）

Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

翌（土師器） 口径２０．７残存器高１８.］１ 

喪（土師器） 口径（19.6）残存器高８．０ 微砂粒２ 良好 褐色

坏（土師器） 口径（11.7）器高３．６ 微砂粒３ 良好 褐色 底部手持ち箆削

坏（土師器） 口径（12.0）器高３．４ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち篦削４ 

坏（土師器） 口径（14.1） 微砂粒 良好 乳白色５ 底部と体部中位手持ち箆削

坏（須恵器） 口径（11.2）器高２．８底径（7.4） 微砂粒６ 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整

坏（須恵器） 口径１２．７器高３．６底径７．８ 粗砂粒 良 褐色 底部回転糸切り後周縁部回転篦削７ 

高台付碗（須恵器） 底径８．０ 微砂粒 良好Bｉ 灰褐色 底部回転糸切り後付高台

壷（須恵器） 粗砂粒 良好 灰褐色

百
肋

底部片

聖（須恵器）１０ 

35号住居跡（第141図）

２区ＯｏＰ－２２Ｇ、標高198.60ｍに検出された。西方に14号住居跡が位置する。地割りの７号溝や攪

乱によって削平されている為に全体の形状・規模は不明確である。

平面形は隅丸方形と考えられ、残存する東西長は3.1ｍを測る。周溝は西壁に検出され、幅20cm、深さ

２cmと浅い。北壁に沿って地割れが検出された。柱穴。貯蔵穴は不明である。カマドは明確でないが東

壁ライン上に残る楕円形の掘り込みが考えられる。

遺物は、須恵器の甕の小片のみであった。

１４ヲ

Nｈ 器稀 法量 胎．土 焼成 色調 備考

ｊｊ７Ｊ１ＪＪ１ｊｊ 器器器器器器器器器器師師師師師恵恵恵恵唐土土土土土須須須須須くＩくく！ＩくくＩＩ碗付冷■ｊ翌喪坏坏坏坏坏罷壷翌 ｊ 

４８０ ７７８ 
く

径径径底底底１０６４８６ ８８３３２３ 高商高高高高需祷器器器器
残残

７６７０１２７ ０９１２４１２ ２１１１１１１ 径径径径径径径ｎｎｎｐｐｐｐ 粒粒粒粒粒粒粒粒砂砂砂砂砂砂砂砂微微微微微粗微粗 好好好好好良良良良良
良

好良良 色色色色色色色白褐色褐褐褐褐褐乳灰褐灰灰
底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部と体

底部回!'属

底部同転

底部回転

底部片

部[1ｺ位手持ち

糸､切り末調整

箆削

糸切り後周縁部

糸切り後付高台

回転箆削



！ 
〕（ 

■ ここＺ ユバー＝

ﾆニュ

。

百三悴Ｙ

０cｍ 1 

、 １０cｍ 

第140図３４号住居跡出土遺物
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36号住居跡（第142図）

２区Ｌ・Ｍ－３８Ｇ、標高201.30ｍに検出された。東方には25号住居跡、西方には38号住居跡、南東に

35号掘立柱建物跡が位置する。

平面形は残存が非常に悪い為に平面形・規模は不明である。検出された掘り込みは、カマドの掘り方

と貯蔵穴と考えられる。貯蔵穴は80×60cmの方形気味を呈し、深さ15cmを測る。内部より土師器の甕・

坏・高台付碗、須恵器の甕等が出土。

36号住居跡l-H十i貴物観察表（第143図１～７）

備考胎土|焼成｜色調Nql器種 量法

赤褐色粗砂粒 良口径（18.0）残存器高１８．０甕（土師器）１ 

暗褐色粗砂粒 良好甕（土師器） 口径（17.7）残存器高１３．２

２
］
 

粗砂粒 良好 褐色小型喪（土師器） 口径（12.0）残存器高５．５３ 

淡褐色粗砂粒 良高台付碗（土師質） １－１径（14.8）４ 

底部回転糸切り後付高台口径（15.2）器高５．５底径7.1 粗砂粒 良好 淡褐色高台付碗（土師質）０ 

粗砂粒 良好 灰褐色 胴部片羽釜（須恵質）； 

褐色 底部と外面体部中位手持ち篦削口径１２．９器高３．８底径５．２ 粗砂粒 良好坏（土師器）７ 

37号住居跡（第144図）

２区Ｓ・Ｔ－５０～52Ｇ、標高198.30ｍ付近の傾斜地に検出された。本住居跡は中世以降の削平によっ

て南壁と東西壁の一部が破壊され、南方で２号地下式土坑が接する。

平面形は東西に長い隅丸長方形で､西辺が鋭角となっている。規模は東西最大長6.7ｍ、残存する南北

長４ｍを測る。主軸はＥ－３．－ｓを示す。壁は残存の良い北壁で32cmを測る。周溝は北壁の中央部に検
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Nb 器種 法量 胎土 焼成 色調 俄考

(二[二師器）

饗（土師器）

小型蕊（二[二師器〉

高台付碗（｣二師質）

高台付碗（土師質）

羽釜（須恵質）

坏(土師器)

口径（ﾕ8.0）残存器高１８．０

1ｺ径（17.7）残存器高１３．２

口径（12.0）残存器高５．５

口径（14.8）

口径（15.2）器高５．５底径７」

口径１２．９器高３．８底径５．２ 粒粒粒粒粒粒粒砂砂砂砂砂砂砂粗粗粗粗粗粗粗 好好好好好
艮

良

良良良良良
赤褐色

暗褐色

褐色

淡褐色

淡褐色

灰褐色

褐色

底部回転糸･切り後付高

胸部片

底部と外面体部中位手持ち箆削

36号住居跡出土遺物観察表（第143図１～７）



出された。残存床面はほぼ平坦である。柱穴･土坑状の掘り込みはP,～Ｐｕが検出された。Ｐ９は床面の中

央やや東寄りに設けられ、南北3.1ｍ、東西１～1.15ｍの長楕円形を呈し、最深部で17cmを測る。貯蔵穴

は検出されなかった。カマドは東壁の中央に灰白色粘土と礫によって構築され、焚口から煙道部まで1.

15ｍを測る。

遺物は、Ｐ９の土坑状掘り込みに集中して羽□(1)、須恵器の坏(2)、土師器の坏(３～５)が出土した。
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第145図３７号住居跡出十遺物

37号住居跡出土遺物観察表（第145図１～５）

胎土|焼成｜色調Nul器種 法 量 備考

羽ロ（土製品） 口径７．５残存長９．６孔径２．２１ 重量３３７９

坏（須恵器） 口径１３．４器高４．１底径５．３ 粗砂粒|良好２ 灰褐色 底部回転糸切り未調整

坏（土師器） 口径１２．０器高３．７底径８．８ 微砂粒|良好3１ 赤褐色 底部手持ち箆削

坏（土師器） 口径１２．３器高３．４底径８．０ 微砂粒|良好４ 淡赤褐色 底部手持ち篦削

坏（土師器） 口径（11.4）器高４．０底径７．９ 微砂粒|良好５ 褐色 底部手持ち箆削

38号住居跡（第146図）

２区Ｌ・Ｍ－３９．４０Ｇ、標高201.50ｍ

方向に４号住居跡が位置する。

平面形は東西に長い隅丸方形を呈し、

中央部の床面を２カ所の土坑が住居跡を

切って掘り込んでいる。規模は東西長3.

5ｍ、南北長最大2.95ｍを測る。

主軸はＮ－８９ｏ－Ｅを示す｡壁は17～２２

cmが残存する。周溝は南北壁の中央部分

に検出され、幅15～20cm、深さ５～９ｃｍ

を測る。床面はほぼ平坦である。柱穴は

15～20cm前後の円形で15cm程の深さのも

のが検出されたが住居跡との帰属は明確

でない｡貯蔵穴は南東隅に設けられ､62×

標高201.50ｍに検出された。 集落の西方に配され、東方に36号住居跡、南西

ｚ’ 
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［
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第146図３８号住居跡
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Nｂ 器種 法量 胎土|焼成 色調 備考

羽、（土製品）

坏 （須恵器）

坏(土師器)

坏（土師器）

坏（土師器）

国径７．５残存長９．６孔径２．２

１ｺ径１３．４器高4.1底径５．３

ｐ径１２．０器高３．７底径８．８

，径１２．３器高３．４底径８．０

口径（11.4）器高４．０底桂７．９

重量３３７９

粗砂粒|良好
微砂粒良好

微砂粒良好

微砂粒良好

灰褐色

赤褐色

淡赤褐色

褐色

底部回転糸切り未調整

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削



70cmの楕円形で深さ20cmを測る。カマドは東壁の中央部に黒褐色粘土によって構築され、焚口から煙道

部まで1.28ｍを測る。

遺物は、南周溝の中央部で把手付鉄鍋(1)と覆土内より土師器の坏と須恵器の坏が出土した。
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第147図３８号住居跡出土遺物

38号住居跡出十遺物観察表（第147図1～5）

備考胎土l焼成｜色調法 量Nnl器種

身部径16前後高さ６把手部長6.2幅３把手付鍋（鉄製品）I 

口径１２．７器高３．５底径１０．２ 微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削坏（土師器）Ｚ 

微砂粒 良好 褐色 底部手持ち箆削口径（12.1）器高３．５底径９．８坏（土師器）３ 

灰褐色 底部回転糸切り未調整口径12.1器高４．１底径６．８ 粗砂粒 良好坏（須恵器）４ 

底部回転糸切り末調整淡黄褐色口径（12.3）器高４．０底径（5.8） 粗砂粒 良坏（酸化焔）
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第148図３９号住居跡
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NDI 器種 法量 胎土 焼成 色鯛 備考

１｝２３４５ 
把手付鍋（鉄製品）

坏（土師器）

坏（tMi器）

坏（須恵器）

坏（酸化焔）

身部径16前後高さ６把手部災6.2幅３

U径］2.7器高３．５底径１０．２

口径（]2.1）器高３．５底径９．８

[.径１２.エ器高4.1底径６．８

口径（12.3）器高４．０底径（5.8）

微砂粒

微砂粒

粗砂粒

粗砂粒

良好

良好

良好

良

褐色

褐色

灰褐色

淡黄褐色

底部手持ち箆削

底部手持ち箆削

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整



39号住居跡（第148図）

３区Ｇ－３２Ｇに検出された。上面を耕作溝が東西に走行している。平面形は隅丸の正方形を呈する。

規模は東西･南北長とも2.7ｍを測る。壁は５～８cmが残存する。周溝･貯蔵穴｡カマドは検出されなかっ

た。床面は柱穴はP,～P4が検出され、各柱間は1.5ｍと考えられる。遺物は、皆無であった。

竪穴状遺構（第149図）

Ａ調査区の南東、３Ｃ－２２．２３Ｇに検出された。東辺部分に沿って地割りの７号溝が走行する。平面

形は南北に長い方形を呈し､南北長(突出部を含)6.25ｍ､東西長4.5ｍ前後を測る。長軸方向はＮ－１７ｏ－

Ｗを示す。壁は残存の良い北西部分で31cmを測る。周溝、柱穴、カマドは不明である。北辺には３カ所

の突出部がある。遺物は南壁沿いに集中し、須恵器の坏、土師器の脚台付甕等が出土した。
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第150図南東竪穴状遺構出土遺物

南東竪穴状遺構観察表(第150図１～５）

器種 法 量 胎土|焼成｜色調

川
－
１
２
３
４
５

備考

坏（須恵器）

脚台付喪(土師器）

坏（土師器）

坏（土師器）

坏（土師器）

口径１２．２器高３．９底径６．３ 粗砂粒

粗砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

好
好
好
好
好

良
良
良
良
良

灰褐色

褐色

灰褐色

赤褐色

褐色

底部回転糸切り未調整

外面に墨痕内面黒色処理

内面底部に墨痕

内面底部に墨痕
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第151図掘立柱建物跡分布図

1号掘了了桙建物跡（第152図）

３区Ｄ-31～33Ｇ.Ｅ－３１～33Ｇに検出された。北西方向に２号住居跡が隣接する。棟方向(桁行方向）

は南北でＮ￣11｡￣Ｗを示す。構造は桁行(P1～P4．Ｐ6～P，)３間。梁行(P1-Plo-P9・Ｐ４～P6)２間。Ｐｕ

は深さ15cm前後と浅く、間仕切の柱穴であろうか。

柱間寸法は、桁行の東・西列共に南より９尺－８尺－９尺、梁行の南・北列も東より8.5尺-8.5尺で

対応する。規模は桁行7.80ｍ、梁行5.10ｍ、面積39.7811fである。柱穴は円形を基調とする。
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２．２'号掘立柱建物跡（第153図）

３区Ｂ－３３．３４Ｇ、Ｃ－３３．３４Ｇに検出された。Ｐ１は２号住居跡と重複する。新旧関係は２号住居跡

によって切られている｡棟方向(桁行方向)は南北でＮ￣16｡￣Ｗを示す。構造は桁行(P,～P3､P5～P7)２

間．梁行Ｂ￣Ｐ８￣Ｐ7．Ｐ３～P5）２間。

柱間寸法は桁行の東．西列は8.5尺-8.5尺である。梁行の南・北列は８尺－８尺であるがP5～P7の東

列を１尺ほど拡張してP3～P９．Ｐ'～Pu間の柱間を8.5尺としている。規模は拡張前(２号)で桁行5.7ｍ、

梁行４８ｍ、拡張後が桁行・梁行5.7ｍで面積2601nfである。柱穴は円形を基調とする。

３号掘立杵建物跡（第154図）

３区Ａ－３３．３４Ｇ、Ｂ－３３．３４Ｇに検出された。２号掘立柱建物跡とＰ７が接し、北方に３号住居跡が

位置する。棟方向(桁行方向)は東西でＮ-85.-Ｅを示す。構造は桁行(P1-P8-P9oP3～P5)２間｡梁行

(P,～P3・Ｐ５～Ｂ)２間。

柱間寸法は桁行の南・北列とも東より９尺－６尺、梁行の東。西列は南より4.5尺-4.5尺である。規

模は桁行450ｍ〈梁行2.70ｍ、面積12.15m；である。柱穴は円形を基調とする。

４号掘臘方桙窪物跡（第155図）

２区Ｒ－３４．３５Ｇ、Ｓ－３４Ｇに検出された。東方に５号掘立柱建物跡、北方に１号溝・７号住居跡が

隣接する。Ｐ７は２号溝によって切られている。棟方向(桁行方向)は南北と考えられ､Ｎ-19.-Ｗを示す。

構造は桁行(P1～P3，Ｐ５～P7)２間・梁行(P1-P8-P7，Ｐ３～P5）２間・

柱間寸法は桁･梁行とも６尺－６尺である。規模は各列が3.60ｍ、面積12.9611f・梁行の南列のＰ３が１

尺ほど南に突出する。柱穴は円形を基調とする。

５号掘行杵建物跡（第156図）

２区Ｑ-33.34Ｇ、Ｒ-33.34Ｇ、Ｓ－３４Ｇに検出された。５号と５'号は梁行の南列を基軸として建

て替えられている。２号溝と重複し、西方に４号掘立柱建物跡、北方に31号掘立柱建物跡・７号住居跡

がある。

棟方向(桁行方向)は南北でＮ-14'一Ｗを示す。構造は、桁行(P1-P2-P9・P11-P6-P7)２間・梁行

(Ｐ３～Ｐｕ･P1-P8-P7)２間。柱間寸法は桁行の東･西列とも北より７尺-10尺、梁行の北列は７尺、南

列は東より８尺－６尺でＰ３が西よりに擦れている。規模は桁行5.10ｍ、梁行4.20ｍ、面積21.42,2.柱穴

は円形を基調とする。

５'号掘立柱建物跡（第156図）

棟方向(桁行方向)は南北でＮ￣'６．－Ｗで５号より２'西に振れている｡構造は桁行(p,～P3・P5～P7)２

間．梁行(P3～P5、Ｐ１－Ｐ８－Ｐ７）２間。

柱間寸法は桁行の南．北列とも'0尺-10尺。梁行は東より6.5尺-6.5尺で桁行の東列のｐ６が，尺程擦

れている｡規模は桁行６ｍ、梁行3.90ｍ、面積23.40mP・柱穴は円形を基調とする。

6号掘方群建物跡（第157図）

I釘



２区Ｓ-30.31Ｇ、Ｔ-30.31Ｇに検出された。1号地下式土坑を覆う様に位置している。棟方向(桁

行方向)は東西でＮ－１０ｏ－Ｗを示す。構造は、桁行(P1-PIo～P8.Ｐ３～P6)３間.梁行(P1～P3・Ｐ６～P8）

２間。

柱間寸法は桁行･梁行とも７尺である。規模は桁行6.30ｍ、梁行420ｍ、面積26.46nf。柱穴は円形を

基調とする。

７号掘,方桙建物跡（第158図）

２区Ｎ－２６．２７Ｇ，０－２６．２７Ｇに検出された。南東に14号住居跡、北方に道路跡が隣接する。棟方

向(桁行方向)は東西でＮ－７７ｏ－Ｅを示す｡構造は桁行(P1-P1o～Ｐ３･P3～P6)３間･梁行(P,～P3･Ｐ６～Ｐ３）

２間。

柱間寸法は桁行の南・北列とも西より７尺－７尺－７尺の設計と考えられる。梁行も７尺－７尺であ

る。規模は桁行６ｍ、梁行4.2ｍ、面積252,2．柱穴は70cm～１ｍ前後の辺を測る方形を基調とし、平坦

な底面を呈し、柱痕部分の掘り方が窪むものがある。

遺物は、Ｐ２より墨痕が認められる土師坏の底部片(15)と須恵器の大甕片(27)、Ｐ７より須恵器の坏片(22)が出

土した。

８号掘立柱建物跡（第159図）

２区Ｍ・Ｎ.Ｏ－２８．２９Ｇに検出された。南方に13号住居跡、北方に９号掘立柱建物跡.１５号住居跡

が隣接し､道路跡と重複する｡棟方向(桁行方向)は南北でＮ－１６ｏ－Ｗを示す｡構造は､桁行(P1-P1o～PS。

P3～P6)３間・梁間(P,～P3・Ｐ６～P8)２間。

柱間寸法は桁行の東･西列とも南より７尺－７尺－８尺、梁行は８尺－８尺である。Ｐｕは10cm前後の

浅い掘り込みで、間仕切の柱穴であろうか。規模は桁行6.60ｍ、梁行4.80ｍ、面積31.68m?。柱穴は円形

を基調とする。

遺物は、Ｐ５より土師器の坏片(8)が出土した。

９号掘立柱建物跡（第160図）

２区Ｌ-29.30Ｇ、Ｍ－２９．３ＯＧに検出された。１５号住居跡とＰ２～P4が重複する。棟方向(桁行方向）

は東西でＮ－７４ｏ－Ｅを示す。構造は桁行(P1-P8-P7、Ｐ３～P5)２間・梁行(P,～P3・Ｐ５～P7)２間。

柱間寸法は桁行の南列が10尺-10尺である。北列が東より11尺－９尺でP4が西よりに位置する。梁行

の東･西列は６尺－６尺である。規模は桁行６ｍ、梁行360ｍ、面積21.60mf・柱穴は円形を基調とする。

遺物は、Ｐ８より土師器の脚台付甕の脚部片(1)が出土した。

10号掘立柱建物跡（第161図）

２区Ｊ－２９．３０Ｇ、Ｋ－２９．３ＯＧに検出された。１８号住居跡.１１号掘立柱建物跡と重複する。棟方向

(P,～P3)は南北でＮ－ｌ７ｏ－Ｗを示す。構造は桁行(P,～P3、Ｐ５～P7)２間．梁行(P1-P8-P7)２問。

柱間寸法は桁行の東列８尺－８尺である。西列が南より９尺－７尺､､梁行の南列８尺－８尺で北列が

東より10尺－６尺とする。規模は桁行4.80ｍ、梁行4.80ｍ、面積23.04,2．柱穴は円形を基調とする。

遺物は、Ｐ,より土師器の坏片(13)、Ｐ５より須恵器の底部片(30が出土した。
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11号掘寺祥建物跡（第161図）

２区Ｋ－３０．３１Ｇ、Ｌ－３０．３１Ｇに検出された。１０号掘立柱建物跡の西で重複し、１８号住居跡とも重

複する。棟方向(Ｂ～P3)は南北でＮ－２４ｏ－Ｗを示す。構造は桁行(P,～P3･P5～P7)２間･梁行(p1-p8-

P7、Ｐ３～P5)２間・

柱間寸法は桁行．梁行とも７尺－７尺で、Ｐ４が１尺ほど北にずれている。規模は桁行・梁行4.20ｍ、

面積17.64,2．柱穴は円形を基調とする。

12.12'号掘寸祷建物跡（第162図）

２区Ｋ－３２．３３Ｇ、Ｌ－３２．３３Ｇに検出された。桁行の南列で16号住居跡、北列で17号住居跡.１３号

掘立柱建物跡と重複する。本建物跡は12号と12'号が重複する建て替えの建物跡である。

棟方向(桁行方向)は２軒とも東西でＮ－７４ｏ－Ｅを示し、構造は桁行３間･梁行２間。１２号(P,～P,｡)の

柱間寸法は桁行の北列(P3～P6)は７尺－７尺－７尺、南列(Ｐ３～P1o-P1,)は東から９尺－５尺－７尺。

梁行は東列(P6～P8）．西列(P,～P3)とも７尺－７尺である。

１２'号の柱間寸法は桁行の北列(P13～P16)・梁行の東列(P16～P18)･西列(Pu～P13)とも７尺、桁行の南

列(P18～P2o-P1,)は東より10尺－４尺－７尺である。規模は両者とも桁行6.30ｍ､梁行4.20ｍ､面積26.

46m２．１２'号は東西に１尺、南北に0.5尺移動して建て替えている。柱穴は円形を基調とする。

遺物は、１２号か12'号に伴うがは不明であるが､Ｐ３で折頭釘(25)､ＰＩＯかP18で土師器の坏片(9)が出土した。

13号掘立柱建物跡（第163図）

２区Ｊ-32～34Ｇ、Ｋ－３２．３３Ｇに検出された。南東部分で17号住居跡．１２号掘立柱建物跡、南西隅

の柱穴が24号住居跡と重複し、北西方向に26号住居跡が隣接する。

棟方向(桁行方向)は東西でＮ－７０ｏ－Ｅを示す｡構造は桁行(P1-P1o～Ｐ３･Ｐ３～P6)３間･梁行(P,～P3・

P6～P8）２間。

柱間寸法は桁行の南･北列とも東より７尺－８尺－７尺。梁行８尺－８尺である。規模は桁行6.60ｍ、

梁行4.8ｍ、面積3L68nfo柱穴は円形を基調とする。

遺物は､P3で須恵器の高台付碗の底部片(19)とP1oからは須恵器の蓋片(20と土師器の坏片(6)が出土した。

14号掘吉拝建物趾（第164図）

２区ＪｏＫ。Ｌ－２５．２６Ｇに検出された。北東方向に21号住居跡、北西に15号掘方杵建物跡が位置す

る。棟方向(桁行方向)は南北でＮ－６ｏ－Ｗを示す。構造は梁行(P,～P3・Ｐ５～P7)２間・桁行(P3～P5・

P7-P8～P1）２間と考えられる。

柱間寸法は梁行の東列が南より9-5尺-9.5尺で西列は南より12尺－７尺である。桁行の南列は東より

10尺－９尺､北列は東より９尺-10尺｡梁行に並走してP，～P,,が見られるが本建物跡に拘わるものかは

不明である。Ｐ２とＰ３の西には５尺の間隔で７尺幅の庇が設けられていたのであろうか。身舎の規模は桁

行・梁行5.7ｍで面積32.49m?。庇部分を含めると35.64mP・柱穴は１辺が80cm～1.4ｍほどの隅丸方形を

基調とし、底面に柱痕の掘り方を認めるものもある。

遺物は、Ｐ３から須恵器の高台付坏07)、Ｐ４からは土師質須恵器の高台付碗(１０、須恵器の高台付碗(2,、須

恵甕の胴部片(29)、Ｐ３とＰ，では土師器の坏片(４．１２)が出土した。
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15号掘立柱建物跡（第165図）

２区Ｈ・ＩｏＪ-26.27Ｇに検出された。東方に21号住居跡、南方に14号掘立柱建物跡、北西には２２．

２８．２９号住居跡、南西には１９．２０号住居跡が隣接する。

棟方向(桁行方向)は南北でＮ－４ｏ－Ｗを示す｡構造は桁行(Ｐ１－Ｐ,｡～P8oP3～P6)３間｡梁行(P,～P3・
ＰＧ～Ｐ３)２間。Ｐ３は道路杜と重複し、不明確であった。

柱間寸法は桁行の東列が南より８尺－９尺－７尺、西列が９尺－８尺－７尺、梁行は南。北列とも東

より8.5尺-8.5尺である。規模は桁行7.20ｍ、梁行5ユ0ｍ、面積36.72mFoPuは本建物に帰属する掘り込

みかは不明であるがP2～P7の梁行ライン上に位置し、１２尺の柱問を測る。柱穴は円形と隅丸方形のもの

が見られる。

遺物は、Ｐ２より土師器の坏片(7)と須恵器の大甕の口縁部片(20がある。

16号掘立柱建物跡（第166図）

２区Ｅ・Ｆ－２５～27Ｇに検出された。Ｐ４が30号住居跡と重複し、３０号住居跡が本建物跡より新しい。

棟方向(桁行方向)は南北で方位はＮ－７ｏ－Ｗを示す。構造は桁行(P,～P4･PG～P8)の東列は２間、西列

は３間、梁行２間(P4～Ｐ６ｏＰ８－Ｐ９－Ｐ,)である。

柱間寸法は桁行の東列が南より10尺－９尺､西列が南より７尺－６尺－６尺､梁行９尺－９尺である。

規模は桁行5.7ｍ、梁行5.4ｍで面積30.78m?｡Ｐ３は入り口部に拘わる柱穴の可能性が考えられる。柱穴は

１辺が70cm～1.7ｍの方形を基調とし、底面に据え方の掘り込みをもつ。

遺物は、Ｐ４より土師器の坏片04)、Ｐ３からは土師器の坏片２点(3.10)と須恵器の蓋片(23)が出土した。

17号掘立柱建物跡（第167図）

２区ＤｏＥ－２８Ｇに検出された。北東で31号住居跡と重複し、東方に30号住居跡が隣接する。棟方向

は東列の柱穴部分が道路杜によって破壊されているので不明確であるが、残存するＢ～P3を主軸方向と

するとＮ－１１ｏ－Ｗを示す。構造は桁行｡梁行２間と考えられる。Ｐ,～P3の柱間は６尺－９尺、Ｐ,～P5は

７尺、Ｐ３～P4は８尺｡規模は桁行と梁行が同距離とした場合､Ｐ,～P3の4.5ｍ×4.5ｍで面積20.25mP･柱

穴は円形を基調とする。

18号掘立柱建物跡（第168図）

２区，.Ｅ－３０．３１Ｇ、Ｅ－３２Ｇ、Ｆ－３１．３２Ｇに検出された。南方に27号住居跡、北方に19.20号

掘立柱建物跡等が位置する。

棟方向(桁行方向)は東西でＮ－８２ｏ－Ｅを示す。構造は、身舎が桁行(P,～P,o～Ｐ３･P3～P`)３間、梁行

(P,～P3oP6～Ｐ３)２間で東に庇(P12～P14)を構える。

柱間寸法は身舎の桁行９尺－９尺－９尺で梁行８尺－８尺である。庇は梁行の東列より７尺の間隔で

設けている。規模は身舎が桁行810ｍ、梁行4.80ｍで面積38.88cm・庇を含めると総面積48.96cm・Ｐｕは

間仕切の柱穴であろうか｡柱穴は身舎部分が１辺が90cm～1.3ｍの方形を基調とし、庇部分は円形を基調

としている。

遺物は、Ｐ２より須恵器の高台付碗の底部片00が出土した。
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19号掘立柱建物跡（第169図）

２区ＢｏＣ－３０．３１Ｇ、Ｄ－３１Ｇに検出された。２０号掘立柱建物跡と重複し、南方に18号掘立柱建物

跡、北西に26号掘立柱建物跡が位置する。

棟方向(P,～P3)は南北と考えられ、Ｎ-30.-Ｗを示す。構造は桁行２間･梁行２間。柱間寸法は桁行

(P,～P3・Ｐ５～P7)の東・西列とも南より8.5尺-8.5尺、梁行(P3～P5．Ｐ7～P1)の南･北列ともに東より

8.5尺-8.5尺である。規模は桁行と梁行5.10ｍで面積26.01mP・柱穴は円形を基調とする。

20号掘立柱建物跡（第169図）

２区Ｂ・Ｃ－３０．３１Ｇに検出された。南西部分で19号、西列で21号掘立柱建物跡と重複する。棟方向

(P,～P3)は南北でＮ－１５ｏ－Ｗを示す。構造は桁行２間・梁行２間。

柱間寸法は桁行(P,～P3，Ｐ５～P7)の東．西列とも南より8.5尺-8.5尺、梁行(P3～P5・Ｐ７～P,)の南・

北列とも東より７尺-10尺である。規模は桁行と梁行5.10ｍで面積26.0111f・柱穴は円形を基調とする。

21号掘立柱建物跡（第170図）

２区Ａ－２９Ｇ、Ｂ-29.3ＯＧに検出された。Ｐ,が20号掘立柱建物跡のP6と重複する。棟方向(P,～P3）

は南北でＮ－４ｏ－Ｗを示す。構造は桁行２間・梁行２間。

柱間寸法は桁行(P,～P3，Ｐ５～P7)の東．西列とも南より8.5尺-8.5尺、梁行(P3～P5・Ｐ７～P,)の南列

は東より11尺－６尺、北列は東より8.5尺-8.5尺である。規模は桁行と梁行5.10ｍで面積26.0111f･柱穴

は円形を基調とする。

22号掘立柱建物趾（第171図）

２区Ｂ・Ｃ－２６．２７Ｇに検出された。２３号掘立柱建物跡と重複し、北方に32号住居跡、南西に31号住

居跡が位置する。棟方向(桁行方向)は南北でＮ－６ｏ－Ｗを示す。構造は桁行(P,～P3･Ｐ５～P7)２間･梁

行(Pl￣Ｐ３￣Ｐ7．Ｐ３～P5)２間。

柱間寸法は桁行の東西列は８尺－８尺、梁行は北列７尺－７尺で南列は西より８尺－６尺である。規

模は桁行480ｍ、梁行4.20ｍ、面積20.1611f･柱穴は円形を基調とする。

23号掘立柱建物跡（第171図）

２２号掘立柱建物跡と同様のグリットに検出された。棟方向(桁行方向)は南北でＮ-13.-Ｗを示す。構

造は桁行(P1～P3・Ｐ５～P7)２間．梁行(P1-P8-P7，Ｐ３～P5)２間。

柱間寸法は桁行の東・西列ともに6.5尺-6.5尺、梁行は南列が東より５尺－７尺、北列は６尺－６尺

である。規模は桁行3.90ｍ、梁行3.60ｍ、面積14.04㎡・柱穴は円形を基調とする。

24号掘方絆建物跡（第172図）

１区Ｑ・Ｒ－２８．２９Ｇに検出された。北東には34号住居跡、南西には33号住居跡が位置する。棟方向

(桁行方向)は東西でＮ－７３ｏ－Ｅを示す。構造はP2とＰ３が調査区外のために不明であるが桁行２間･梁行

２間と考えられる。

柱間寸法は南列(P1-P8-P7).北列(P3～P5)とも7.5尺-7.5尺、梁行は７尺－７尺である。規模は梁
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行4.50ｍ、梁行4.20ｍ、面積18.90,2．柱穴は円形を基調とする。

25号掘立柱建物跡（第173図）

１区ＰｏＱ－２６Ｇに検出された｡西方には34号住居跡が隣接する｡棟方向(桁行方向)は東西でＮ－８０ｏ－

Ｅを示す。構造は桁行(P1-P4・P2-P3）１間。梁行(P1-P2,Ｐ３－Ｐ４）１間・柱間寸法は桁行12尺、梁行

８尺。規模は桁行3.60ｍ、梁行2.40ｍ、面積8.6411f・柱穴は円形を基調とする。

26号掘立柱建物跡（第174図）

２区ＢｏＣ－３２．３３Ｇに検出された。東方に19～21号掘立柱建物跡、西方に27号掘立柱建物跡が位置

する。棟方向(桁行方向)は東西でＮ－８８ｏ－Ｅを示す。構造は桁行(P1-P8-P7oP3～P5)２間。梁行(P，

～P3・Ｐ５～P6)２間。

柱間寸法は桁行の南・北列とも8.5尺-8.5尺、梁行の東・西列とも８尺－８尺である。規模は桁行方

5.10ｍ、梁行4.80ｍ、面積24.48,2．柱穴は円形を基調とする。

27号掘立柱建物跡（第175図）

２区Ｃ･Ｄ-34.35Ｇに検出された。その大半が調査区外であり、明確を欠く。棟方向(Ｐ,～Ｐ３)はＮ－

１３ｏ－Ｗを示す。構造は桁行・梁行２問と考えられる。

Ｐ,～P3の柱間寸法は8.5尺-8.5尺である。Ｐ,～P3は5.10ｍを測る。推察される規模は桁行5.10ｍ、梁

行5.10ｍで面積26.01,f・柱穴は円形を基調とする。

28号掘立柱建物跡（第176図）

２区ＦｏＧ－３３．３４Ｇに検出された。南方で29,30号掘立柱建物跡と重複し、東方に27号住居跡が位

置する｡棟方向(桁行方向)は南北でＮ－１０ｏ－Ｗを示す｡構造は桁行(P,～P3･P5～P7)２間｡梁行(P3～Ｐ５ｏ

Ｐ１－Ｐ８－Ｂ）２間。

柱間寸法は桁行の東・西列が９尺－９尺、梁行の南列は東より７尺-10尺、北列は東より8.5尺－８．５

尺である。規模は桁行5.40ｍ、梁行5.10ｍ、面積27.54mP・柱穴は円形を基調とする。

29号掘立柱建物跡（第177図）

２区Ｇ・Ｈ・Ｉ－３４ｏ３５Ｇに検出された。２８，３０号掘立柱穴建物跡と重複し、南方に26号住居跡が位

置する。棟方向（桁行方向）は南北でＮ－１５ｏ－Ｗを示す。

構造は身舎が桁行(P3～P7･Ｐ９～P12-P1)４間、梁行(P1～P3・Ｐ７～P9)２間で東方に５間(P14～P,，)と

南方に２問(P19～P2,)で身舎より５尺の距離を隔てて庇を設けている。

身舎の柱間寸法は桁行の東・西列が６尺－６尺－６尺－６尺、梁行の南北列は6.5尺-6.5尺である。

P13は間仕切の柱穴であろうか｡規模は桁行7.20ｍ、梁行3.90ｍ、面積28.08,2.庇を含む規模は桁行8.70

ｍ、梁行5.40ｍ、総面積46.98,2．柱穴は円形を基調とする。

遺物は、Ｐ３より暗文を施す土師器の坏片(l6kP7より土師器の坏片(２．５)が２点出土した。
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30号掘方杵建物跡（第178図）

28.29号掘立柱建物跡と重複する。棟方向(桁行方向)は南北でＮ－１１ｏ－Ｗを示す。構造は身舎が桁行

３間・梁行２間。東西に庇を設ける。東庇は３間(柱間は南より４尺－７尺－７尺)、東列の桁行より８

尺、西庇は２間(柱間は南より10尺、８尺)、西列の桁行より７尺の距離に設けられている。

身舎の柱間寸法は桁行の東・西列とも６尺－６尺－６尺－６尺、梁行の南。北列とも６尺－６尺であ

る。規模は桁行5.40ｍ、梁行360ｍ、面積19.44,f・庇部分を含めた面積は43.74,2．柱穴は円形を基調

とする。

遺物は、Ｐ２より土師器の坏片(lDが出土した。

31号掘寺拝建物跡（第180図）

２区ＬｏＭｏＮ－３３ｏ３４Ｇに検出された。西方で32.33号掘立柱建物跡、北方で24号住居跡と重複す

る。新旧関係は31号掘立柱穴建物跡が重複する建物跡と住居跡より新しい。

棟方向(桁行方向)は南北でＮ－ｌＯｏ－Ｗを示す。構造は身舎が桁行(P,～P4・Ｐ６～P9)３間。梁行(P1-

P1o-P9・Ｐ４～P6）２間で西方に３間の庇(Pu～P14)を設ける。

柱間寸法は身舎の桁行は東・西列とも南より８尺－９尺－９尺、梁行は南・北列とも７尺－７尺。庇

は９尺の距離を隔てて桁行と同じ柱間を有する。身舎の規模は桁行7.80ｍ、梁行420ｍ、面積32.76mP・

庇を含む総面積は53.82nfo柱穴は１辺が80cm～１２ｍの方形を基調とする。

遺物は、Ｐ５より須恵器大甕の口縁部片が出土した。

32号掘立柱建物跡（第181図）

２区ＬｏＭ－３４ｏ３５Ｇに検出された。３１．３３号掘立柱建物跡と重複する。棟方向は南北と考えられ、

Ｎ-22.-Ｗを示す。構造は桁行(P1-P8-P7・Ｐ３～P5）・梁行(P,～P3・Ｐ５～Ｂ)２間。

柱間寸法は桁行の東･西列、梁行の南･北列とも8.5尺-8.5尺である。規模は桁行、梁行とも5.10ｍ、

面積26.01mP・柱穴は円形を基調とする。

33号掘庁杵建物跡（第181図）

３２号掘立柱建物跡と同一のグリットに検出された。棟方向(桁行方向)は南北でＮ－２０ｏ－Ｗを示す。構

造は桁行(P1-Plo～P8・Ｐ３～P6）３問・梁行(P,～P3．Ｐ6～P8）２問。

柱間寸法は桁行の東・西列は７尺－７尺－７尺－７尺、梁行の南・北列は８尺－８尺である。規模は

桁行6.30ｍ、梁行4.80ｍ、面積30.24,2．柱穴は円形を基調とする。

34号掘方杵建物跡（第182図）

２区ＰｏＱ－３２．３３．３４Ｇに検出された。東で10号住居跡、北西で８号住居跡と重複し、西方に７号

住居跡が位置する。棟方向(桁行方向)は東西でＮ－７７ｏ－Ｅを示す。構造は桁行(P1-P12～P,。Ｐ３～P7）

４間．梁行(P,～P3・Ｐ７～P9）２間・

柱間寸法は桁行･梁行とも８尺と均等である。Ｐ５とＰｕの梁行ライン上にP13が検出された。規模は桁行

9.60ｍ、梁行4.80ｍ、面積46.08nfo柱穴は円形や隅丸方形のものが見られる。
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35号掘方杵建物跡（第183図）

２区Ｎ－３６．３７Ｇ，０－３６Ｇに検出された。南東に23号住居跡、南に６号住居跡が隣接する。棟方向

(桁行方向)は南北でＮ－１６ｏ－Ｗを示す｡構造は桁行東列(P1-P7-P6)２間､西列(P3-PJは１間､梁行

(P,～P3・Ｐ４～P6）２間。

柱間寸法は桁行の東列が９尺－９尺、西列が18尺、梁行は南・北列とも６尺－６尺である。規模は桁

行5.40ｍ、梁行3.60ｍ、面積19.4411f・柱穴は円形を基調とする。

36号掘立柱建物跡（第183図）

２区Ｑ・Ｒ-38.39Ｇに検出された。北東方向に５号住居跡が位置する。棟方向(P,～Pg)はＮ－２１ｏ－

Ｗを示す。構造は桁行(P,～P3・Ｐ４～P5)１間、梁行のP2～P4は２間、Ｐ５～P1は１間。

柱間寸法は桁行の東・西列、梁行の南列が13尺、梁行の北列は東より6.5尺-6.5尺である。規模は桁

行3.90ｍ、梁行3.90ｍ、面積15.21,2．柱穴は円形を基調とする。

37号掘行拝建物跡（第184図）

２区Ｎ-31～33Ｇ，０－３１．３２Ｇに検出された。９号住居跡とＭ２Ｄと重複する。棟方向(桁行方向）

は東西でＮ－７３ｏ－Ｅを示す。構造は桁行の南列(P,～Ｐ３)は明確でない。北列(p3～p６．ｐ，～p12)は３間

で１尺のずれで建て替えをしている。梁行（P1～P3。Ｐ４、Ｐ６．Ｐ12～P8）２間。

柱間寸法は桁行の北列が東より10尺-10尺-11尺、梁行の西列はＰ,～Ｐ３が南より８尺－５尺、Ｐ１－

Ｐ２－Ｐ９が南より８尺－６尺｡東列はP6-P7が９尺､Ｐ１２－Ｐ７が10尺、Ｐ７－Ｐ８が４尺で､Ｐ３は２尺ほど西に

ずれている。規模は桁行9.30ｍ、梁行3.90ｍ、（拡張時4.20ｍ)で面積は3627㎡、（拡張時39.06m?)。柱

穴は円形を基調とする。

1号柱列（第185図）

２区Ｄ-28.29Ｇに検出された。南方に17号掘立柱建物跡が接近している。軸方向はＮ－６６ｏ－Ｅを示

し、２間の柱列である。柱間寸法は７尺－７尺で2.1ｍを測る。

亀一・いい蚕ｅＡ 
Ａ’ 

Ａ Ａ’ 2０１３ 

第185図１号柱列
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掘立柱建物跡出土遺物観察表（第185.186図１～30）
） 

器種 量 胎土|焼成 色調法 備考NDI 

11甕（土師器） 微砂粒|良好|褐色 脚部片

２１坏（土師器）｜口径１１．６器高３．２底径９．５１微砂粒|良好|褐色

３１坏（土師器）｜口径（12.0）器高３．０底径８．６１微砂粒I良好||褐色

４１坏（土師器）｜口径（9.5）器高３．５底径６．２１微砂粒I良好|褐色

５１坏（土師器）｜口径１１．８器高３．０ 微砂粒|良好|褐色

６１坏（土師器）｜口径（15.0） 粗砂粒|良好|淡褐色

７１坏（土師器）｜口径（12.6）器高３．５ 微砂粒|良好|褐色

８１坏（土師器）｜口径（11.9）器高２．９底径９．２１粗砂粒|良好|褐色

９１坏（土師器）｜口径（12.8）器高４．２ 微砂粒|良好|褐色 内面に放射状暗文

101坏（土師器）｜口径（11.7）器高２．９ 微砂粒|良好|赤褐色

111坏（土師器）｜口径（11.7）器高３．２底径９．０１微砂粒|良好|褐色

121坏（土師器）｜口径（14.7） 微砂粒|良好|褐色 内面に放射状暗文

131坏（土師器）｜口径（17.3）器高２．８ 微砂粒|良好I褐色

141坏（土師器） 微砂粒|良好|褐色

微砂粒|良好|褐色1511坏（土師器） 内面に墨痕
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付
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１
１
１
１
２
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(土師器）

(須恵器）

(還元焔）

(須恵器）

(須恵器）

(還元焔）

(須恵器）

(須恵器）

(須恵器）

(鉄製品）

(須恵器）

(須恵器）

(須恵器）

(須恵器）

(須恵器）

底径（8.0）

底径６．２

底径（6.4）

底径７．１

底径（8.8）

底径（6.2）

底径（8.1）

微砂粒良好褐色

粗砂粒良好暗灰褐色

粗砂粒良好灰黄褐色

粗砂粒良好灰褐色

粗砂粒良好暗灰褐色

粗砂粒良好淡灰褐色

微砂粒良好灰白色

粗砂粒良好淡褐色

粗砂粒良淡褐色

内面に放射状暗文

口径（13.0）

口径（13.1）

器高３．１

器高４．８

底部回転糸切り末調整

紐径３．７

良
良
良
良
良

鼬冊咄蝿佃咄蝿

好にぷい灰褐色

好褐色外面平行叩き目

好灰褐色

好灰褐色

好灰褐色

（３）石敷遺構（第188図）

Ａ調査区Ｔ・２Ａ－２７．２８Ｇに跨がって礎石状の大石と小石を敷いた溝状の掘り込みが検出された。

溝状掘り込みは、東西に走行する４号溝の東方の延長上に近世道路社を挾んで続く北溝、大石と石敷を
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第189図石敷遺構出土遺物

伴う西溝、３２号住居跡の北方上面を過る南溝が東西に長い横Ｕ字形に繋がる。

北溝は全長17ｍで東端は緩やかな東傾斜面に吸収されて消滅する。幅2.5ｍ前後､最深部で北辺の上場

から40cmを測り、Ｎ－８８ｏ－Ｅの主軸をとる。底面はほぼ平坦で続き、東端で緩やかな傾斜を呈する。

西溝は礎石状の大石(S1～S3)と小石敷きを有し､浅い皿状の掘り込みを呈する｡大石は底面より５～１０

cm浮いた状態で根石を噛ませている。Ｓ１は65×55cm､厚さ35cm、Ｓ２は60×50cm､厚さ30cm､Ｓ３は63×
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55cm、厚さ32cmを測る。Ｓ１－Ｓ３の軸はＮ－２０ｏ－Ｗをとり、心々３ｍを測る。Ｓ１－Ｓ２は北溝と直

角のＮ-12.-Ｗをとり、心々2.4ｍを測る。

南溝はＳ１から32号住居跡の北方上面を過り、東方で大きく湾曲して南方に走行する。３２号住居跡の

北西部に小石が集中して敷かれている。この小石の集中部分には空白部が存在することから礎石状の大

石が据えられていた可能性が考えられる。この可能性から礎石建の建物跡がI憶測される。

北溝の北縁部には検出された小さい柱穴は、柵列状の施設かも知れない。

遺物は、小石間に須恵器の大甕片、覆土内からは土師器と須恵器の坏片が出土した。

石敷遺構lLH＋置物観察表（第189図１～10）

胎土|焼成|色調 備考法 量NbLl器種

口径（13.2）器高２．８底径９．８ 良好 淡褐色粗砂土坏（土師器）１ 

口径（11.8）器高２．９ 微砂粒 良好 褐色坏（土師器）H１ 

口径１３．２器高３．５底径６．９ 粗砂粒 良好 淡灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）３ 

底径６．０ 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器） 粗砂粒 良好４ 

底径６．９ 粗砂粒 灰褐色 底部回転糸切り末調整良好坏（須恵器）５ 

灰褐色粗砂粒 良好 外面に波状文麺（須恵器）§ 

粗砂粒 良好 青灰褐色 外面は平行叩き目喪（須恵器）７ 

粗砂粒 良好 暗灰褐色蕊（須恵器）８ 

粗砂粒 良好 灰褐色璽（須恵器）

Ｆ
Ⅵ
 

粗砂粒 良好 灰褐色 外画は平行叩き目、内面は青海波の当て目饗（須恵器）10 

（４）溝状遺構

１号溝（第191図）

Ｌ字状に屈曲する形け

で、全長94ｍを測る。調査

区２Ｑ-27Ｇポイント付近

で南北に走行する地割り溝

(６号溝)によって先端部分

を切られ､Ｎ－８４ｏ－Ｅ軸で

西方に53ｍほど直進し、８５。

で屈曲して41ｍほど南進

し、先端部は３Ｆ－３５Ｇで

先細りとなって消滅してい

る。１０号住居跡、７号住居

跡の南方部を過ぎり、井戸

状遺構を切っている。掘り

込みの形状は東方部分が緩

やかに内湾する皿状の底面

から直線的に開口し、７号

住居跡付近から底面の中央

部分がＵ字形として上方が

広く開口する。井戸状遺構

！ 

辰TLif
＋２ 

＋Ｆ ＋ 

＋Ｋ ＋ 

＋Ｐ 3,1口＋＋＋ ＋ 
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＋ 
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十
３０ 

第190図溝状遺構分布図
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NＯ 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

器器器器器器器器器器師師恵恵恵恵恵恵恵恵土土須須須須須須須須くくくくくくＩくＩｌ坏坏坏坏坏幾喪頚喪蕊
口径（13.2）器高２．８底径９．８

口径（11.8）器高２．９

口径１３２器高３．５底径６．９

底径６．０

底径６．９

土粒粒粒粒粒粒粒粒粒砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂粗微粗粗粗粗粗粗粗粗 好好好好好好好好好好良艮良良良良良良良良
淡褐色

褐色

淡灰褐色

灰褐色

灰褐色

灰褐色

青灰褐色

暗灰褐色

灰褐色

灰褐色

底部回転糸切り末調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

外面に波状文

外面は平行叩き目

外面は平行叩き日、内面は青海波の当て目
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の北方で幅1.5ｍ､深さ56cmで底面は南方に連れて緩やかに傾斜する。覆土はＦＰを含む黒褐色土で部分

的に上面でＢ軽石が確認された。出土遺物は土師器等の小片がある。

２号溝（第191図）

Ａ調査区の２Ｑ－３２Ｇが東先端部で３Ｃ－３６Ｇで１号溝と重複する。東先端部より11.5ｍほど西に直

進し、85.で屈曲して19ｍほど南進する。この間で５号掘立柱建物跡、４号掘立柱建物跡のP７，３号住居

跡の北西隅と重複する。３Ｂ－３５Ｇから１号溝部分間で鍵字状に屈曲し、西に直進する。北方部分を除

いて40～50cm幅、深さ15cmを測り、断面形は箱状を呈する。地籍図との照合で地割り溝と判明した。

３号溝（第191図）

Ａ調査区２０.Ｐ－２６．２７Ｇ、中央部分が標高199.50ｍに検出された。北方部分で７号掘立柱建物跡

のＰ,とＰ２が溝を切っている。北方の先端部はP2部分で､中央部分が膨らみ､南方に連れて先細りとなる。

規模は全長約８ｍ、最大幅1.4ｍ、最深部で25cmを測り、Ｎ－２８ｏ－Ｗ前後の走行である。覆土は砂粒を多

く含む黒褐色土である。

昭十遺物は石製の巡方、墨書土師器・須恵器の坏類の破片が大量に出土した。

3号溝出土遺物観察表（第193.194図１～24）

胎土|焼成｜色調 備考Nul器種 法

巨皐

粗砂粒 良好 灰褐色喪（須恵器）１ 

粗砂粒口径12.0器高３．６底径７．１ 良好 淡灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）、

灰褐色 底部回転糸切り末調整口径１２．８器高３．９底径６．４ 粗砂粒 良好坏（須恵器）３ 

底部回転糸切り未調整坏（須恵器） 口径１２．６器高３．４底径６．８ 粗砂粒 良好 暗灰褐色４ 

底部回転糸切り未調整口径１２．４器高４．０底径７．４ 粗砂粒 良好 灰褐色坏（須恵器）■ 

口径１２．３器高３．４底径７．２ 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器） 粗砂粒 良好６ 

口径１２．６器高３．５底径７．７坏（須恵器） 粗砂粒 良好 暗灰褐色 底部回転糸切り未調整７ 

口径１１．６器高３．９底径６．９ 微砂粒 良好 灰褐色 底部回転糸切り未調整坏（須恵器）８ 

口径１２．５器高３．２底径７．３ 灰褐色坏（須恵器） 微砂粒 良好 底部回転糸切り未調整・底部に墨痕９ 

底部回転糸切り末調整坏（須恵器） 口径１２．０器高３．１底径７．６ 微砂粒 良好 灰褐色1０ 

底径７.］坏（酸化焔） 粗砂粒 良好 淡灰黄褐色１１ 

灰褐色口径（17.5）器高４．４鉦径４．３ 粗砂粒 良好蓋（須恵器） iH部内に墨書1２ 

灰褐色粗砂粒 良好蓋（須恵器） 口径（16.3）1３ 

底部片麺（土師器）1４ 

口径１５．６器高４．３底径９．３ 褐色微砂粒 良好 内面に放射状暗文坏（土師器）1５ 

微砂粒 良好 褐色 底部外面に「小林」の墨書坏（須恵器） 口径（15.1）器高４．２1６ 

坏(土師器） 口径（10.1）器高３．０ 微砂粒 良好 褐色 内面に墨書1７ 

微砂粒 良好 明褐色 内面に墨書坏（須恵器）1８ 

良好微砂粒 明褐色 内面に墨書坏（須恵器）1９ 

口径（12.9）器高４．２底径６．２ 微砂粒 良好 明褐色 19と同一個体？坏（土師器）2０ 

口径（11.8）器高２．９底径９．７ 褐色微砂粒 良好坏（土師器）21 

口径（12.5）器高３．５底径９．３坏（土師器） 微砂粒 良好 褐色〃

微砂粒口径（11.9）器高３．３底径８．６ 良好 褐色坏（土師器）2３ 

3.6×3.3ｃｍ 厚さ７ｍｍ 重量18.29 石材は滑石巡方（石製品）2４ 

４号溝（第192図）

Ａ調査区の北方、２Ａ-29～34Ｇを東西に走行する。東方は道路杜により破壊され、石敷遺構の溝状

掘り込みに連続する可能性が考えられる。道路杜から西方先端部まで25ｍで､皿状の掘り込みを呈する。

１幅は1.5～1.8ｍで最深部で30cmを測る。石敷遺構の掘り込みに連続と全長45ｍ以上である。出土遺物は

僅かな土器の小片のみであった。
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N、 器菰 法量 胎土 焼成 色調 備考
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底部回転糸切り未調整

底部回il最糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回jl辰糸切り未調整

底部回I伝糸切り未調整

底部回転糸切り未悶整

底部回転糸切り未鯛整・底部に墨狼

底部回転糸切り未調整

鉦部内に墨書

底部片

内面に放射状暗文

底部外面に「小林」の墨書

内面に墨書

内面に墨書

内面に墨書

19と同一個体？

石材は滑石
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5号溝（第192図）

Ｂ調査区の南東部２Ｒ－４３Ｇ～３Ａ－４４Ｇ、標高200.70ｍ付近を先端部として南北に走行する。検出

された全長は35ｍである。断面形はＶ字状の薬研で上面にＢ軽石が堆積する。

６号溝・７号溝

６号溝は、Ａ調査区の７号掘立柱建物跡のP7の東から12号住居跡のカマドを切って南走する。この溝

と併走する様に７号溝は、東に35号住居跡と南東竪穴遺構を切って22～23ｍ間隔で南北に走行する。両

者とも地割り溝である。

（５）道路遺構（第195図）

Ａ調査区の中央やや南寄りを東西に併走して連続する土坑状の掘り込みが続く。南北に側溝を有する

道路杜である。検出時には側溝間の平坦部を焼土が覆い、その焼土はコンクリートの様に堅く締まって

いたのでバックホーによる除去を行ってしまった。その堆積は10cm程はあったと記憶する。

側溝は長楕円形の土坑を連続させ、南側側溝（ＭＤ１－Ａ～Ｊ）は全長66ｍ、北側側溝（ＭＤ２－Ａ

～Ｍ）は全長62ｍで北側側溝が４ｍほど短い。側溝間の幅（ＭＤ１とＭＤ２の側溝中央部の長さ）は３

～4.5ｍを測り、走行の主軸はＮ－７５ｏ－Ｅ前後をとる。側溝の幅は１～1.5ｍ、深さ57cm～１ｍを測る。

掘込みの断面形は各土坑により不定形である。覆土は下部に共通してローム゜ロームＢの混合土が見ら

れ、鋤等の工具により掘り返されたままの状況が考えられる。９号住居跡の土層堆積からは側溝の掘り

替えが数回行われたと推察される。

２Ｎ－２８Ｇ（中央入り口部）と２Ｍ－24Ｇ付近（東入り口部）の２カ所に南北の出入り口と考えられ

る空間が存在する。東入り口部のＭＤ１は2.7ｍ、ＭＤ２は2.2,幅で側溝が途切れ、北方部が狭くなっ

ている。中央入り口部はＭＤ１で3.4ｍ、ＭＤ２が４，幅で途切れ、南方がやや狭くなっている。８．９

号住居跡、８．３７号掘立柱建物跡と重複するが道路跡が新しいと考えられる。山村氏の太宰府管内での

道路の建設方法のＡタイプに属する。

遺物は覆土内より土師器の坏・甕・墨書土器、須恵器の坏・蓋・高台付碗・壷・甕、石製品、鉄製品

等が多量に出土した。墨書土器には「立」と「下殿」等の文字が見られる。

道路遺構(ＭＤ１）出土遺物観察表（第196図１～18）

胎土|焼成｜色調 備考法

竺聖

Null器種

粗砂粒 良好 灰褐色 外面に波状文喪（須恵器）１ 

粗砂粒 良好 灰褐色 外面に波状文聖（須恵器）２ 

灰褐色粗砂粒 良好鉦径２．７蓋（須恵器）３ 

口径（18.2）器高３．８紐径４．２ 微砂粒 良好 灰褐色蓋（須恵器）４ 

粗砂粒 暗灰褐色良好蓋（須恵器） 口径（15.7）５ 

底径８．０ 微砂粒 にぶい灰褐色良好高台付碗（須恵器）６ 

灰褐色 底部箆起こし口径（12.8）器高４．２底径（7.5）

口径（15.0）器高２．０底径（7.4）

微砂粒 良好坏（須恵器）７ 

底部回転糸切り未調整微砂粒 良好 灰黄褐色坏（酸化焔）８ 

口径（12.1）器高３．２ 微砂粒 良好 淡褐色坏（土師器）８ 

口径（12.0）器高３．７ 微砂粒 良好 褐色坏（土師器）10 

口径（12.3）器高３．３底径（8.8） 微砂粒 褐色良好坏（土師器）l］ 

口径（12.2）器高２．９底径（8.2） 微砂粒 良好 褐色坏（土師器）1２ 

微砂粒 良好 褐色 底部外面に墨書坏（土師器）1３ 

微砂粒 良好 褐色 底部内面に墨書坏（土師器）1４ 

微砂粒 良好 褐色 底部外面に墨書坏（土師器）1５ 

底部内面に墨書微砂粒 良好 淡褐色坏(土師器）1６ 

全長２２．９鉄鑛（鉄製品）1７ 

石材は輝石安山岩砥石（石製品） 重量１３９０９1８ 
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N、 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

Ｊ１ｊ、〃ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１器器器器器器器焔器器器器器器器器品品恵恵恵忠恵恵恵化師師師師師師師師製製須須須須須須須酸土土土土土土土土鉄石ＩＩくくくくくくくくくくくくノ！ｌＩく
碗付

翌翌蓋蓋蓋高坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏繊錘
（ロ

鉦径２．７

口径（18.2）器高３．８鉦径４．２

口径（15.7）

底径８．０

口径（12.8）器高４．２底径（7.5）

l]径（15.0）器高2.0底径（7.4）

ﾛ径（12.1）器高３．２

p径（12.0）器高３．７

p径（12.3〉器高３．３底径（8.8）

１J径（12.2）器高２．９底径（8.2）

全長２２．９

重量13909

粗砂粒

粗砂粒

粗砂粒

微砂粒

粗砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒

微砂粒 好好好好好好好好好好好好好好好好良良良良良良良良良良良良良良良良
色褐

色灰色

色繩繩艶鑓癩副擁瀧繩色色色色色色褐灰灰Ⅸ灰暗に灰灰淡褐褐褐褐褐褐淡
外面に波状文

外面に波状文

底部篦起こし

底部回転糸切り未調整

底部外面に墨書

底部内面に墨書

底部外面に墨書

底部内面に墨書

石材は輝石安lLl岩
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道路遺構側溝(ＭＤ２）出土遺物観察表（第197.198図１～34）

Nul器種 法 量 胎土|焼成｜色調 備考

麺（土師器）｜口径２０．８残高器高１４．７1 粗砂粒|良好||褐色

鴬（圭鱸)|霞(::;)残高露ｉｉｌ唾`β|蝋|灘|麓色
Bｉ 

目 内面に「立」の墨書

坏（土師器）｜口径１２．４器高３．８ 微粗砂|良好|褐色４ 内面に｢立｣、体部外面に｢下段｣の墨書

：鵜|諜讓'１…蝋;;|震
５ 内面に放射状暗文

旧
几

内面に放射暗文

７ ロ縁部に灯心痕？

坏（土師器）｜口径（12.2）器高３．３ 微粗砂|良好|褐色

。
Ｉ
ｊ

●
二
●

ｒ
’
二

；鵜|謝蕊!；震::鬮雛
９ 

10 

11 

坏（土師器）｜口径（10.5）器高３．２底径７．５１微粗砂|良好|褐色1２ 

坏（土師器）｜口径（12.2）器高３．８1３ 微粗砂|良好|褐色

坏（土師器）｜口径（11.8）器高３．４ 微粗砂|良好|褐色１４ 

孫佳鱸)|罐Ｗ霧ｉｉｉ露ｉｉｌ:鰯|鰯|麓
1５ 

1６ 

坏（土師器）｜口径１０．４器高３．３底径６．０１微粗砂|良好|褐色1７ 

坏（土師器）｜口径（11.7）器高3.0底径７．９１微粗砂|良好|淡褐色1８ 

坏（土師器）｜口径（11.5）器高３．５底径８．２１微粗砂|良好|淡褐色1９ 

坏（土師器）｜口径（10.2）器高３，３底径８．０１１微粗砂|良好|褐色班

坏（土師器）｜口径（11.9）器高３，２底径８．４１微粗砂|良好|褐色2１ 

譽台付艤鰯|口径(,坐)議檮襲濡麓:：鯛:鱸鶴：｜慶部圏…D末調鍵
醜

鵬Ｉ

高台付碗（須恵器）｜|口径（15.3）器高６．５底径７．８１粗砂粒I良好|灰褐色｜底部回転糸切り末調整2４ 

高台付碗（須恵器） 底径８．６１粗砂粒|良好|灰褐色｜底部回転糸切り末調整2５ 

高台付碗（須恵器）｜口径（15.1）器高６．８底径８．６１微砂粒|良好|灰褐色．｜底部回転糸切り未調整2６ 

坏（須恵器）｜口径１２．７器高３．２底径６．９１微砂粒|良好|灰褐色｜底部回転糸切り末調整2７ 

坏（須恵器）｜口径１２．３器高３．３底径６．９１粗砂粒|良好|灰褐色｜底部回転糸切り未調整2８ 

坏（須恵器）｜口径（12.1）器高３．５底径６．４１１粗砂粒|良好|淡灰褐色｜|底部回転糸切り未調整鵬

底径７．２１微砂粒|良好|灰褐色｜|底部回転糸切り未調整、内面に×印坏（須恵器）3０ 

蓋（須恵器）｜口径（13.4）器高３．０鉦径３－６１微砂粒|良好|灰褐色3１ 

蓋（須恵器） 紐径３．５１粗砂粒|良好I灰褐色H２ 

高台付碗（灰釉陶器)|口径（16.5）器高５．６底径７．６鵬

太刀金具（銅製品）3４ 

（６）井戸状遺構（第199図）

Ａ調査区３Ｂ－３６Ｇ、標高199.80ｍ付近に検出された。１号溝が南北に中央部分を過ぎり、南方３ｍ

で２号溝が接し、北東に土坑墓が隣接する。

形状は東西に長い楕円形を呈し、東西長3.6ｍ、南北長３ｍ前後、最深部で1.85ｍを測る。底面中央部

に90cm前後の円形で40cmの深さを測る掘り込みを有し､緩やかなテラス状部分から内湾して立ち上がり、

上部で開口する断面形はお椀状である。

内部には大量の礫が底部に混入し、礫間に縄文時代と平安時代の遺物が出土した。

土坑(第200図）

１号・２号土坑は、Ａ調査区の38号住居跡の中央部に検出された。１号土坑は38号住居跡のカマド前

面に位置し、２号土坑と共に同住居跡より後出の掘り込みである。形状は、1.1ｍ前後の円形で深さ20ｃｍ

の掘り込みと長方形で南北長105ｍ、幅63cm、深さ54cmを測る掘り込みが重複する。２号土坑は１号土

坑と18cmの間隔で西方に設けられている。南北長1.22ｍ、幅68cm、深さ54cmの長方形の掘り込みと深さ

17cmの方形気味のものが重複する。両土坑は西方に20cm前後の深さを測る掘り込みがあり、南北に長い

長方形の土坑は規模・形状が類似する。出土遺物は皆無であった。

/9０ 

Nb 器稲 法量 胎土 焼成 色鯛 備考

１２３４５６７８９ｍｕｎ遡皿並正Ⅳ肥咀加虹朗閲皿笏妬町鴻明釦釦銘記別 １Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ器鋤蠕辨辨辨辨僻辨辨鍔辨辨辨“鍵盤鑑辨峅蠕盤盤辨歸歸辨辨歸“》辨辨辨關騨緬耐髄鰄蕊麺坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏坏壷罷鏥罷鏥坏坏坏坏蓋蓋辮》
口径２０．８残高器高１４．７

口径（19.7）残高器高８．１

口径１１．９器高３．２底径８．５

口径１２４器高３．８

口径（13.4）器高４．０底径９．０

口径（13.6）器高４．０

口径１１．７器高３．４
口径（12鋤2）器高３．３

口径１２．０器高３．９

口径１１．９器高３．３底径9.0

口径（13.0）器高３．４底径９．９

口径（10.5）器高３．２底径７．５

口径（12.2）器高３．８

口径（11.8）器高３．４

口径（10.8）器高３．４底径８．３

口径１Ｌ７器高３．２底径８．０

口径１Ｕ４器高３．３底径6.0

p径（11.7）器高３．０底径７．９

p径（1Ｌ５）器高３．５底径８．２

口径（10.2）器高３．３底径8.0

口径（11.9）器高３．２底径８．４

残存器高１２．５底径８．３

p径（14.4）器高７．１底径７．３

p径（15.3〉器高６５底径７．８

底径８．６

p径（15.1）器高６．８底径８．６

p径１２．７器高３．２底径６．９

口径１２．３器高３゛３底径６．９

口径（12.1）器高３．５底径６．４

底径７．２

p径（13.4）器高3.0紐径３．６

鉦径３．５

ﾛ径（16m5）器高５．６底径７．６

粒粒砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂繩繩繩蠅繩繩繩織繩蝿蝿蝿繩
砂砂砂砂砂砂砂粗粗粗粗粗粗粗微微微微微微微

”””””””””鍼繩醗微粗粗粗粗微微粗粗微微祖 灯灯巧打好灯灯好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良 色色

色

色

色色

褐褐色色色色色褐色色色色褐色色色色色色色色色色色色色色色褐褐色色灰灰褐褐褐褐褐灰褐褐禍褐赤褐褐褐禍褐褐褐褐褐褐褐褐褐褐褐淡淡褐褐暗暗灰灰灰灰灰淡灰灰灰
内面に「立」の墨書

内面に｢立｣、休部外面に｢下段｣の墨書

内面に放射状暗文

内面に放射暗文

口縁部に灯心摸？

底部回転糸･切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未鯛整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回転糸切り未調整

底部回Ｉ伝糸切り未鯛整

底部回転糸切り未調整、内面にｘ印



３号土坑は、３Ａ－３５Ｇに検出された。１号溝と地割りの２号溝に挾まれ、井戸状土坑が南西に隣接

する。形状は、東西に長い楕円形を呈する。規模は東西長1.7ｍ、南北長1.3ｍ、深さ30cmを測る。内部

に集中して４つの礫がみられるが出土遺物はなかった。掲載しないが、Ａ調査区の北方部分に円形土坑

が分布する。その規模は、1.2ｍ～1.4ｍの径で深さ20～40cm前後を測る。また、２号住居跡と16号掘立

柱建物跡の中間に「立」の墨書土器片が出土した竪穴状の方形土坑がある。
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井戸状遺構出土遺物観察表（第198図１～４）

備考胎土|焼成｜色詞法 堂Nnl器種

口径(蝿0）辮薦”艤径“|鰯鮠鱸:色口径（11.5）器高３．３

坏（土師器）］ 

坏（土師器）２ 

微砂粒|良好|褐色器高２．９坏（土師器）３ 

微砂粒|良好|褐色器高３．０坏（土師器）４ 

微砂粒|良好|褐色坏（土師器）５ 

内面に「立」の墨書微砂粒|良好|褐色坏（土師器）８ 

体部に「本」の墨書

.……爵:；朧:|鑿。口径８．２

高台付碗（須恵器）７ 

高台付碗（須恵器）８ 

長顕壷（須恵器）９ 

粗砂粒|良好|褐色甕（須恵器）１０ 

鱸:：|鰯|胤驍|鶴：
蓋（酸化焔）１１ 

蓋（酸化焔）1２ 

石材は流紋岩全長９．２幅３．７厚み３．５重量98.59

重量72.59

砥石（石製品）1３ 

石材は軽石有孔石製品1４ 

石材は滑石全長３．７幅２．３厚み０．６重量８．８９勾玉状石製品1５ 
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N、 器種 法量 胎土 焼成 色調 備考

Ｊ１１Ｊ１Ｊ１ＪｊｊＪ１ｊｊ 器器器器器器器器器器焔焔品師師師師師師恵恵恵恵化化製土土土土上上須須須須酸酸石品ｌくｌＩＩくＩＩＩくくくく品製碗碗

製石石緬郵

付付壷坏坏坏坏坏坏飴罷艶竪蓋蓋砥有勾
1-1径（12,0）

口径（11.5）

[I径〈15.4）

、径８．２

器高３．２

器高３．３

器高２．９

器高３．０

器高7.0

全長９．２幅３．７厚み３．５

全長３．７幅２．３厚み０．６

鉦径３．２

鉦径３．８

重量98.59

重堂72.59

重辻８．８窟

雛|篝。

鍵麟：

内面に「立」の墨書

体部に「本」の墨書

石材は流紋岩

石材は軽石

石材は滑石



第５節中近世の遺構と遺物

１号地下式土坑（第202図）

Ａ調査区２Ｔ－３０Ｇ、標高199.50ｍ前後に検出され、全体を覆う様に６号掘立柱建物跡が重複する。

パックホーによる表土剥ぎ作業中に主体部の天井部が陥没した。

入り口部は1.5ｍ前後の円形で開口している。５０cmほどロート状に掘り下げ､上面が１辺85cmの正方形

で、深さ1.4ｍほどの箱状に掘り下げている。そして北西方向に高さ90cm､幅70cmのアーチ状のトンネル

で主体部に連結する。主体部は南辺が短い台形を呈し、東辺は中央部分がやや胴張り気味で３ｍ、北辺

2.2ｍ、西辺２ｍ、南辺2.3ｍを測る。床面は僅かであるが入り口部に向けて傾斜する。天井部の高さは

推定で1.6ｍ前後である。入り口部はＮ－２３ｏ－Ｗ、主体部はＮ－４３ｏ－Ｗに主軸をとる。

遺物は、主体部の床面より茶臼(4)、入り口部に塞ぐ流入土より土鍋片(1)、臼(2)、石皿片(3)が出土。

出土遺物（第202図１～４）

１は内耳土鍋のロ縁部片｡復元口径は27cm､残存器高5.4cmを測る。２は輝石安山岩の穀物臼の下臼片。

３は緑色片岩の石皿片。４は輝石安山岩の茶臼の上臼。上下面の径は18.7cm、中央部最大径20.1cm、厚

み13.7cm、上縁幅２cm、上縁の高さ1.7cm、挽手穴は一辺が２cmの方形で4.5cmの深さ、ふくみは５，，

分割は８分画。重量は８kg・側面は敲打痕。

２号地下式土坑（第203図）

Ｂ調査区の南西隅部は傾斜面をＬ字形に削平している。この削平面と傾斜面を利用して３Ａ-51Ｇポ

イントに構築され、上部に37号住居跡が接する。

入り口部は削平面から階段を有するものと竪穴状の２カ所に設けられているが、同時に使用されたも

のか、作り替えなのかは不明である。

階段状の入り口部は、全長１ｍ、６５～80cm幅で30cm前後の踏場を３段設けて主体部に入る。竪穴状入

り口は、全長1.7ｍ、７０～80cm幅で深さ85cm前後を測り、主体部と床面と平坦で連結する。天井部は崩落

していたが、床面から天井部までの高さは1.4ｍ前後と推定される。

主体部は歪んだ東西に長い方形を呈し、東西長2.9ｍ、南北の中央部長2.1ｍを測る。東辺は直線的、

北西隅と西隅は丸みを呈している。床面は平坦である。

出土遺物は、覆土内よりカワラケ(1)と内耳式土鍋(2)が出土した。１は口径17cm、器高3.8cm、底径9.4

cmを測る。２は口径32cm、器高16.7cm、底径26cmで内耳部分は欠損する。

１号蟇坑（第204図）

Ａ調査区３Ｂ－３４Ｇ、標高199.60ｍ付近に検出された。形状は北西部分がやや突出する南北に長い隅

丸方形を呈する。規模は長軸長1.05ｍ、短軸長84Ｃｌ､、深さ33cmを測る。

内部より人骨・古銭・礫が検出された。埋葬は頭部を北にして顔を西向きにして横臥屈葬された考え

られる。出土銭は７枚で、ほぼ中央部に集中して出土した。１は祥符通寶、２は洪武通寶、３は治平通

寳、４は祥符元寳、５と６は２枚菫で出土し、５は開元通寶、６は判読不能であるが北宋銭と推察され

る。７は煕寧元寳。

/､9３ 
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１層暗褐色土でＦＰを含む

２層暗褐色土でＦＰ・ロームＢを含む

３層暗褐色土でＦＰ・ローム粒を含む

４層暗褐色土でＦＰ・ロームＢ・ローム粒を含む

５層黒褐色土でＦＰ・ロームＢを含む

６層黒褐色土でロームＢを多量に含む

４ 

５ 

０ ５ ､、
６ ７ 

第204図１号墓坑
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第III章出土炭化材分析報告

堀越中道における住居構築材の用材
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堀越中道における住居構築材の用材

高橋敦・橋本真紀夫

(パリノ・サーヴェイ株式会社）

はじめに

堀越中道遺跡で検出された平安時代の住居跡の中には、火災によって炭化した住居構築材が認められ

るものがあった。同様の住居構築材は、各地で出土例があり、出土状況から住居の構造を解明したり、

樹種同定から用材選択が明らかにされたりしている。関東地方では、同時代でも地域によって用材が異

なることが明らかになっているが、その背景にはそれぞれの地域の植生や生業等が深く関係していると

考えられている（高橋・植木，1994)。また群馬県では、榛名山東麓を中心に調査例が知られているが、

同時代でも立地条件の微妙な違いや建物の用途等によって使用樹種が異なる可能性が指摘されている

（橋本ほか，1996)。

本報告では、３軒の焼失家屋から出土した炭化材の樹種を明らかにし、周辺の事例などと比較しなが

ら用材選択に関する考察を行う。

１．試料

試料は、３軒の焼失住居跡（SH3,SH43,SH17）から出土した、住居構築材と考えられる炭化材

109点である。このうち､ＳＨＯ4番号無し試料は４袋､ＳＨ１７番号無し試料は３袋に小分けされていたため、

全ての袋から試料を採取した。そのため合計点数は114点となる。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に

表１に記した。

２．方法

横断面（木口）・放射断面（柾目）・接線断面（板目）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および

走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3．結果

樹種同定結果を表１に記す。ＳＨ３Ｇには２種類が認められた。これらの炭化材には、針葉樹１種類(ヒ

ノキ属)、広葉樹４種類（コナラ属コナラ亜属クヌギ節･ゴナラ属コナラ亜属コナラ節･クリ・ウコギ属）
とイネ科タケ亜科が同定された。解剖学的特徴などを以下に記す。

.ヒノキ属（Chcz"0“Gypa疵）ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で､晩材部の幅は狭い｡樹脂細胞は晩材部に限っ

１９７ 



表１炭化材の樹種同定結果(1)

時代・時期 試料番号’用途など

Ａ｜住居構築材
Ｂ｜住居構築材

遺構名 樹種

クリ

クリ

住居構築材

住居構築材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｃ 

コナラ属コナラ亜属クヌギ節， 

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｅ 

9世紀代 コナラ属コナラ亜属クヌギ節SＨ３ Ｆ 

クリＧ 

ウコギ属

Ｈ｜住居構築材
Ｉ ｜住居構築材

番号なし｜住居構築材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ａ住居構築材．ヒノキ属

Ｂ住居構築材(垂木？）クリ

Ｃ住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材

住居構築材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節， 

コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｅ 

住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｆ 

住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｇ 

住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｈ 

住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｉ 

Ｊ｜住居構築材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節住居構築材Ｋ 

Ｌ｜住居構築材｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節
Ｍ｜住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ｎ住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

０住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ｐ住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｉ 
Ｑ｜住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節
Ｒ｜住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節住居構築材SＨ４３１１４世紀代 Ｓ 

Ｔ住居構築材(壁材？）イネ科タケ亜科

Ｕ住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｖ住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｗ｜住居構築材

住居構築材(横木？）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節
住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ａ'住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

曰住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

０住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節、｜住居構築材

コナラ属コナラ亜属クヌギ節Ｅ’｜住居構築材

Ｆ'住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節
Ｇ′住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ⅱ住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

I′住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ｊ'住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｋ′住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

L'住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｍ′｜住居構築材(横木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節
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遺構名 時代・時期 試料番号 用途など 樹種

ＳＨ３ 9世紀代
Ｇ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

， 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

番号なし

住居構築材

住居構築材．

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材．

住居構築材。

住居構築材

住居構築材

住居構築材.

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

クリ

ウコギ属

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

３ ４ Ｈ Ｓ， 

｡ 

４．世紀代

0Ⅱ 

Uロ
ゴ

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

， 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

`Ｊ’ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

０ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

Ｖ 

Ｗ 

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

， 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｋ 

Ｌ’ 

Ｍ' 

住居構築材

住居構築材(垂木？）

住居構築材一

住居構築材

住居構築材

住居構築材(垂木

住居構築材(垂木

住居構築材･(垂木

住居構築材(垂木

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(横木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材

住居構築材(壁材？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材 横木？）

住居構築材 垂木？）

住居構築材 垂木？）

住居構築材 垂木？）

住居構築材 垂木？）

住居構築材 横木？）

住居構築材

住居構築材

,住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住店構築材(横木？）

住居構築材(横木？）

住居構築材(横木？）

ヒノキ属

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

。ナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

。ナラ属コナラ亜属クヌギ節

イネ科タケ亜科

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

。ナラ属 ナラ亜属クヌギ節

コナラ属 ナラ亜属クヌギ節

。ナラ属 ナラ亜属コナラ節

コナラ属 ナラ亜属コナラ節

コナラ属 ナラ亜属コナラ節

コナラ属 ナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節



１
－
 

表１炭化材の樹種同定結果(2)

試料番号用途など樹種

Ｎ′住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｏ′住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｐ'住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ｑ′住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｒ′住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

時代・時期遺構名

Ｓ′住居構築材クリ

T′住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｕ′住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｖ′住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｗ'住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｘ′住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

Y′住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Z′住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材ａコナラ属コナラ亜属コナラ節

ｂ住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

住居構築材(横木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｃ 

SＨ４３１９世紀代 ． 

ｅ 

住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材(垂木？）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

ｆ 

９ 

ｈ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節住居構築材１ 

住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節ｋ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節住居構築材１ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

1， 

コナラ属コナラ亜属クヌギ節、

コナラ属コナラ亜属クヌギ節０ 

コナラ属ゴナラ亜属コナラ節ｐ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節ｑ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節ｒ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節Ｓ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節ｔ 

コナラ属コナラ亜属コナラ節住居構築材

住居構築材 コナラ属コナラ亜属コナラ節番号無し

住居構築材、コナラ属コナラ亜属コナラ節

住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

Ａ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｂ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｃ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材（垂木）｜クリ， 

Ｅ｜住居構築材（垂木）｜｜クリ
Ｆ｜住居構築材（垂木）｜クリ

Ｇ｜住居構築材（垂木）｜クリ
Ｈ｜住居構築材（垂木)］コナラ属コナラ亜属クヌギ節

SＨ１７１９世紀代

Ｉ｜住居構築材（垂木）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節
』｜住居構築材（垂木）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｋ住居構築材クリ

Ｌ住居構築材（垂木）クリ

Ｍ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｎ｜住居構築材（垂木）｜クリ
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遺構名 時代・時期 試料番号 用途など 樹種

ＳＨ４３ 

ＳＨ１７ 

9世紀代

9世紀代

Ｎ’ 

Ｏ’ 

Ｐ’ 

Ｑ’ 

Ｒ' 

Ｓ’ 

Ｔ′ 

Ｕ′ 

Ｖ′ 

Ｗ' 

Ｘ' 

Ｙ’ 

Ｚ' 

ａ 

ｂ 

． 

９ 

ｈ 

ｋ 

I、

、

ｐ 

ｑ 

番号無し

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

， 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

住居構築材(横木？）

任尼十構築材(奎不？ノ

圧盾構築初.(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材

庄店祷染材(垂木？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材(横木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材(垂木？）

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材．

住居構築材．

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材’

住居構築材

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

l王后1毒染初．（乏廷木）

住居構築材

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）



表１炭化材の樹種同定結果(3)

遺構名 時代・時期 試料番号 用途など 樹種

Ｏ｜住居構築材（垂木）｜クリ

住居構築材（垂木）｜クリＰ 

Ｑ｜住居構築材（垂木）｜クリ

Ｒ｜住居構築材(垂木？）｜コナラ属コナラ亜属コナラ節
ｓｌ住居構築材(垂木？）｜クリ

Ｔｌ住居構築材（垂木）｜コナラ属コナラ亜属クヌギ節
Ｕ｜住居構築材（垂木）｜クリ

Ｖ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｗ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｘ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｙ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

Ｚ住居構築材（垂木）コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材コナラ属コナラ亜属コナラ節

手無し住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

住居構築材コナラ属コナラ亜属クヌギ節

SＨ１７１１９世紀代

番号無し

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型～スギ型で

１～４個。放射組織は単列、１～15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Ｑ"c""ssubgen.Ｌ幼jcJo6zzﾉﾋz"zzssect・Ｃｅγγ由）ブナ科

環孔材で孔圏部は１～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射

組織とがある。柔組織は周囲状および短接線状。

’ ・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Ｑ"c冗勿ssubgen.Ｌゆれ06αﾉﾋz""ssect・Ｐ７ｿﾞ"zｨs）ブナ科

環孔材で孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射

組織とがある。柔組織は周囲状および短接線状。

・クリ（Qzsm"ｃａｃ”"zzmSieb・etZucc.）ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は１～４列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有するが、小道管に稀に階段穿孔が認められる試料がある。壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、１～15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。

、ウコギ属（ＡＣα"功”α"“）ウコギ科

散孔材～紋様孔材で、道管は単独または２～８個が斜～放射方向に複合し、晩材部へ向かって管径を

漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する｡放射組織は異性Ⅱ型、１～８細胞'福、数

細胞高のものから100細胞高近いものまである。

･イネ科タケ亜科（GramineaesubfamBambusoideae）

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

2００ 

遺構名 時代・時期 試料番･号 用途など 樹種

ＳＨ１７ 9世紀代

０ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

Ｖ 

Ｗ 

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ 

番号無し

住居構築材（垂木）

住居構築材.（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材(垂木？）

住居構築材(垂木？）

住居祷染材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材（垂木）

住居構築材

住居構築材

住居構築材

クリ

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属コナラ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節



タケ亜科は、いわゆるタケ･ササ類である。これらを解剖学的特徴では区別することは困難であるが、

試料の外観的特徴からはササ類の可能性が高い。

４．考察

３軒の住居跡から出土した、住居構築材と考えられる炭化材には、合計６種類が確認され、クヌギ節

とコナラ節がとくに多い種類構成であった（表２)。住居構築材は、出土状況（図１．２）から、その多

くは垂木と考えられるが､一部の試料については横木の可能性がある｡また､SHO4のイネ科タケ亜科(Ｔ）

は、材質や出土状況から、壁材や屋根材の一部と考えられる。

試料数が多く、出土状況も明らかなSH43およびSH17を見ると、クヌギ節とコナラ節の比率はほぼ同

じであり、使用状況に違いも見られない。このことから、クヌギ節とコナラ節はほぼ同様に

扱われ、種類による使い分けなどは行われていなかったことが推定される。クヌギ節・コナラ節は共に

強度が高く、各地で住居構築材に確認されている。とくに関東地方では、古墳時代以降大量に使用され

ていたことが明らかになっている（高橋・植木,1994)。群馬県においても、赤城村勝保沢中ノ山遺跡や

北橘村北町遺跡で古墳時代の住居構築材にクヌギ節・コナラ節が多数認められている。（鈴木。能城，

1988；長谷川･高橋,1996)。しかし、実際にはクヌギ節･コナラ節以外の種類が確認された例が多い（山

内,1983；千野,1984；三野,1985；パリノ・サーヴェイ株式会社,1989,1992ａ)。とくに、高|埼市周辺で

は､関東地方南部の沿海地などで確認例の多いアカガシ亜属が住居構築材に使用されていた例もある(高

橋,1996)。また、遺跡によって種類構成の違いが大きく、中には同じ集落内でも建物の構造や用途など

によって種類構成が異なる例もある（高橋,1988ａ；橋本ほか,1993,1996)。平安時代については、渋川

市半田中原・南原遺跡、北橘村芝山遺跡、安中市細田遺跡、富岡市田篠上平遺跡等で調査例が知られて

いる（高橋,1988ｂ；パリノ・サーヴェイ株式会社,1993；橋本ほか,1994；金原,1994)。その結果を見る

と、古墳時代と同様に比較的種類数が豊富で、遺跡間での種類構成の違いも大きい。それらの結果と比

較すると、今回の結果は関東地方南部の資料に比較的近い。

住居構築材の用材は、基本的には遺跡周辺の植生を反映する（高橋・植木,1994)。群馬県で種類数が

多い遺跡は、榛名山東麓地域など山地に接した地域に集中している。榛名山東麓に位置する渋川市中村

遺跡では、花粉分析の結果などから豊富な種類構成の落葉樹林が存在しており、そこから木材を得てい

た可能性が指摘されている（パリノ・サーヴェイ株式会社,1986；高橋,1988a)。

本遺跡の北約1.5kmには、今回と同時期の製鉄炉や炭窯が検出された、乙西尾引遺跡がある（藤坂，

1994)。本地域の製鉄は､八ケ峰生産杜遺構の発掘調査で砂鉄溜と考えられる施設が検出されていること

から（山下,1986)、砂鉄を原料としていたことが推定される。砂鉄から鉄を精製するには還元が必要で

あり（岸本,1984)、炭窯は製鉄のための木炭を製炭していたと考えられる。乙西尾引遺跡の製鉄炉や炭

窯から検出された、製鉄燃料と考えられる炭化材の樹種同定結果は、そのほとんどがクヌギ節であり、

他にはコナラ節が少数認められたのみであった（高橋・鶴原,1994)。同様の結果は、渋川市金井製鉄遺

跡の製鉄炉出土炭化材や、富岡市野上塩之入遺跡の炭窯出土炭化材の樹種同定結果(大澤,1975；鈴木・

能城,1991)でも確認されている。これらの結果から、クヌギ節の木材を選択的に利用していたことが推

定される。これは、江戸時代の｢鉄山秘書｣で､製鉄燃料にはナラ類がよいとされていること(窪田,1987）

と一致しており、適材を選択していたことがうかがえる。

製鉄には、燃料とするための良質の木炭が大量に必要である(窪田,1987,1991)。二之宮千足遺跡で行

20」



表２遺構別樹種構成

樹
種

ヒ
ノ
キ
属

ク
ヌ
ギ
属

ク

ウ
ゴ
キ
属

合

コ
ナ

タ
ケ
亜
科

フ
節

遺構名時代･時期 部位など リ 計

SＨ３ 9世紀代 部位不明 ７ ３ １ 1１ 

垂木？ 1２ 1２ １ 2５ 

SＨ４３ 4世紀代 横木？ ６ ２ ８ 

部位不明 1 １６ 2３ １ １ 4２ 

垂木 1３ 1０ 2３ 

SＨ１７ 9世紀代 垂木？ １ １ ２ 

部位不明 ２ １ １ ４ 

合 計 ] 5６ 4９ ７ １ １ 115 

われた花粉分析結果では、基本的に1万年前以降コナラ亜属の花粉化石が優占しており、周辺の植生が

コナラ亜属を主としたものであったことが推定されている（パリノ・サーヴェイ株式会社,1992ｂ)。製

鉄遺跡の立地には、原料となる砂鉄と良質の木炭となる木材が大量に得られることが条件と考えられる

が、赤城山南麓では良質の砂鉄も採取できることからその条件を満たしているといえる。そのことが、

赤城山南麓に製鉄遺跡が立地した背景に指摘されている（高橋・藤坂,1994)。また、薪炭を継続的に得

るために、人為的な管理が行われていた可能性も指摘されている（高橋。鶴原,1994)。以上の点を考慮

すれば、乙西尾引遺跡や本遺跡周辺では、クヌギ節やコナラ節を中心とした植生が見られた可能性があ

るｑこれは、住居構築材が周辺の植生を反映すると考えられることとも調和的である。本遺跡は、発掘

調査の所見から官衙的な性格が指摘されており（藤坂,1996)、乙西尾引遺跡と関係があることも考えら

れている｡､その点を考慮すれば､製鉄燃料材と同じ場所から住居構築材の木材を得ていた可能性がある。

クヌギ節・コナラ節以外では、全ての住居跡でクリが見られた。クリは、推定される植生などを考慮

すれば、周辺に生育していた可能性がある。乙西尾引遺跡の製鉄燃料には全く確認されていないが、そ

れはクリが木炭としては良質ではないこと（岸本・杉浦,1980；岸本,1984）が挙げられる。一方、強度

を必要とする用途には向いており、本遺跡の他にも北橘村芝山遺跡でも住居構築材に多数確認されてい

る（パリノ・サーヴェイ株式会社,1993)。これらの結果から、各木材の材質を知った上で適材適所の選

択を行っていた様子がうかがえる。またクリは、最近の研究から、縄文時代には栽培されていたことが

指摘されている(辻,1996；山中ほか,1996)。クリが重要な食糧であったことを考慮すれば、平安時代に

おいてもクリが栽培されていた可能性がある。

垂木は、渋川市中筋遺跡の例(橋本ほか,1996）から、真っ直ぐな部分が４ｍ以上ある木材を利用した

と考えられる。先端の細い部分が使用できないことを考慮すれば､実際には５～6ｍの木材が必要であっ

たといえる。野生のクリの巨木の中には、枝で垂木に充分な木材が得られる場合があるが、多くの場合

枝から垂木を得ることは難しいｂ千野（1983）は、縄文時代におけるクリの管理．栽培は、収量の落ち

202 

Ｉ
 

樹
種

遺構名時代･時期部位など ヒノキ一属 クヌギ属 コナラ節 クリ ウゴキ属 タケ亜科 合計
SＨ３ ９世紀代 部位不明 1１ 

SＨ４３ 4世紀代

垂木？

横木？
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1２ 

1６ 

1２ 

2３ 

2５ 

4２ 

ＳＨ１７ 9世紀代

垂木

垂木？

部位不明

1３ 1０ 2３ 
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、
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．
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た老木を木材として利用し、その跡に収量の多い若木を育てていたことを指摘している。似たような管

理が平安時代にも行われており、種実の収穫と木材利用という相反する利用方法を可能にしていたのか

もしれない。

ＳＨ４３からは針葉樹のヒノキ属が１点確認されている。ヒノキ属は、二之宮千足遺跡の奈良･平安時代

の木製品にも多数確認されている（藤根,1992)。その多くは曲物であり、その他の用途も板状の加工を

施すものが多い。これは、ヒノキ属の材質を生かした用材といえる。今回同定した試料は、いずれも年

輪で割れており、その外観的特徴から板目板の可能性がある。しかし、焼失・埋積の過程において年輪

部分で割れた可能性もあり、断定することは困難である。板材だと仮定した場合、試料は厚さ５mm以上

であったと推定される。また、壁際から出土していることから、住居の壁材が炭化した可能性がある。

ＳＨ３からは、ウコギ属が１点確認された。ウコギ属は一般に小径の灌木であり、今回の試料も直径が

４cm程度の丸棒である。試料の出土状況が不明であるが、試料の特徴およびウコギ属の材質などを考慮

すれば、少なくとも垂木ではない。横木など、小径木でも利用できる部位に使用されたと考えられる。

ｌ
‐
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第Ⅳ章調査のまとめ

第１節縄文時代の遺物について

本遺跡から出土した土器は、縄文時代前期・中期。後期のものがある。これらの土器を大別的に分類

すると、以下の通りとなる。

第１群土器（繊維含有土器）

第１類ニッ木式土器

第２類黒浜。有尾式土器

第II群土器（前期後葉）

第１類諸磯式土器

第２類十三菩提式土器

第Ⅲ群土器中期加曽利Ｅ式土器を中心として

第Ⅳ群土器後期堀之内式・加曽利Ｂ式

これらの時期で本遺跡の主体をなすのは、第１群土器第１類のニッ木式土器である。ニッ木式の前段

階の花積下層式と関山式の中間に位置すると考えられたものとして提唱された。花積下層式は、埼玉県

春日部市花積貝塚の下部貝層出土土器を標識資料として、1935年に甲野勇氏によって設定され、ニッ木

式は、「千葉県東葛飾郡ニッ木貝塚」の報告書（1995年篠遠喜彦）で提唱された。

以来､多くの研究者によって諸説が発表されているが､ニッ木式土器に対しては否定的な見解もあり、

未だに漠然とした認識に止まっているのが現状である。その要因は、花積下層式と関山式土器の理解及

び位置づけである。

近年、群馬県における縄文前期前葉の報告事例は、赤城村諏訪西遺跡（1986谷藤)、同村三原田城遺

跡（1987谷藤)、同村勝保沢中ノ山遺跡（1988石坂)、前橋市芳賀東部団地遺跡IⅡ（1990富澤他)、赤

堀町五目牛南組（1992山口)、北橘村芝山遺跡（1993谷藤他)、赤堀町五目牛清水田遺跡（1993藤巻)、

当町堀越芝山遺跡（1996山下他）等が知られ、着実に資料の増加が見られる。

三原田城遺跡では、県内の花積下層式土器の様相が初めて報告され、谷藤氏は該期の分類と他型式と

の比較を行い､五目牛南組遺跡では、山口氏が花積下層土器の口縁部文様の構成について検討している。

ニッ木式土器については、谷藤氏が諏訪西遺跡での細分をふまえて、「群馬の考古学」（1988）で型式確

認・土器の変遷・細分を検討している。

本書では、本遺跡出土の花積下層式土器の撚糸圧痕文をもつ深鉢形土器との比較を三原田城の出土土

器を基準として県内の事例と併せて比較して見たい。（第205図参照）

１三原田城遺跡７号住居跡出土の深鉢形土器は、有段口縁を呈し、獣足を模したと思われる把手が

２対で４カ所に配され、環状の撚糸圧痕文と円形竹管文が施される。把手下のロ縁部には刻み目を施す

隆帯と撚糸圧痕文が対で２本弧状に付され、中央で円形の隆帯が繋がり中に円形竹管を押す。

把手間のロ縁部文様帯は、口唇端部と胴部との変換部分に刻み目を連続させ、撚糸圧痕文と併せて区

画し、区画内を４本単位の刺切文を鋸歯状に充填する。（この口縁部分文様帯を第１文様帯とする）

胴部上半には撚糸圧痕文で区画された３帯の文様帯（上から第２・第３・第４文様帯とする）を持ち、

先端部を蕨手状とする撚糸圧痕文を山形に連続し、上下の文様が対称となる。円形竹管は蕨手状の内部

Ｉ 
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第２文様帯

第３文様帯

第４文様帯

三原田城遺跡 芝山遺跡

丁
五目牛南組遺跡

Ｊ３号住居

J１０号住居

７ 

（ 

4～７堀越中道遺跡

Ｊ９号住居
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に押され、撚糸圧痕文間には刺切文を充填している。文様帯下の胴部には羽状縄文が横位に多段施文し

ている。

２北橘村芝山遺跡ＪＰ１より出土。口縁部が外反し４単位の波状口縁とする深鉢形土器で、刻み目

を施す隆帯と撚糸圧痕文を併せて口縁部分文様帯を区画する。波頂下にも刻み目を施す隆帯と撚糸圧痕

文で渦巻き状文を配し、中央に円形竹管を押す。文様帯の中央を横位に巡る撚糸圧痕文で上下２段に区

画され、撚糸圧痕文で下段から上段にかけて先端部が外巻きの蕨手状文を左右対称とするＸ字状文を４

単位に施す。円形竹管は起点・交点・蕨手状文内に規則的に施し、空間部をランダムに充填する。胴部

は、羽状縄文を施す。

１との相違は、波状口縁とする大きな違いと刻み目を施す隆帯区画である。文様帯は、第１文様帯に

付された把手の環状に見られる撚糸圧痕文と円形竹管が波頂下に配され、重畳された第２～４文様帯に

生じたＸ字状文を抽出し、文様帯の空間部には刺切文を円形竹管に置換したと考えられる。

３赤堀町五目牛南組遺跡４号住居跡より出土。２と同様に口縁部が外反し４単位の波状口縁とする

深鉢形土器で、刻み目を施す隆帯と撚糸圧痕文を併せて□縁部文様帯を区画する。波頂下にはややだれ

た弧文が撚糸圧痕文で施され、文様帯の中央を横位に巡る撚糸圧痕文で２と同様に上下２段に区画し、

上下対称気味の蕨手状文を施す。円形竹管は蕨手状文内と空間部に充填する。胴部との区画帯には円文

が貼付され、撚糸圧痕文を縦位に施している。

１と相違は、２と同様に波状□縁と刻み目を施す隆帯区画である。文様帯は、第１文様帯に付された

把手下の弧文が継承され、第２～３文様帯に見られる上下対称の蕨手状文を抽出している。胴部との区

画帯に貼付された円文は、第１文様帯の弧文に貼付される円文、空間部の円形竹管は刺切文との置換と

考えられる。

４本遺跡Ｊ３号住居跡より出土｡２と同様に口縁部が外反し４単位の波状口縁とする深鉢形土器で、

２本１組の刻み目を施す細い隆帯で口縁部文様帯を区画する。文様帯の中央を横位に巡る連続しない撚

糸圧痕文が４単位で施され、その中央区画文を底辺として上下に対称とする三角文を配し、両辺の先端

部を蕨手状とする。円形竹管は蕨手状文内と空間部に充填する。胴部は羽状縄文を施す。

１との相違は、２と同様に波状口縁と刻み目を施す細い隆帯によって文様帯を区画する。第１文様帯

の継承は見られず、第２～４文様帯に見られる菱形文を抽出している。円形竹管は刺切文の置換と考え

られる。

５本遺跡Ｊ10号住居跡、６はＪ９号住居跡の出土であるが同一個体と考えられる。２と同様に口縁

部が外反し４単位の波状□縁とする深鉢形土器で、刻み目を施す隆帯で口縁部文様帯を区画する。波頂

下にも同じ隆帯を弧状に配する。区画内の細分は見られず、撚糸圧痕文で胴部区画帯から上方に開く左

右対称となる２本１組の蕨手状文を施す。空間部は円形竹管で充填する。胴部は羽状縄文を施す。

１との相違は、２と同様に波状ロ縁であるが２や３で見られた文様帯の中央区画が消失している。波

頂下には第１文様帯に見られる弧文が残存する。主文様は撚糸圧痕文による蕨手状文である。空間部は

刺切文を円形竹管に置換して充填したと考えられる。丘陵第11号には澁谷氏が紹介している多摩ニュー
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タウンNO27遺跡で類似するものが出土している。

７本遺跡J3号住居跡より４と共伴して出土。１～５と大きな相違は、平口縁である。刻み目を施す

２本１組の隆帯で□縁部文様帯を区画し、内部を同じ隆帯１本で上下区画する。上下の区画内は撚糸圧

痕文で蕨手状文を上下に対称として施す。円形竹管は蕨手状文内と空間部に施す。

１との相違は、平口縁と刻み目を施す隆帯区画にある。文様帯の土器に占める割合を考えると第１と

第２文様帯部分を欠く比率で、第３と第４文様帯部分を継承し、蕨手状文のみを抽出している。

１と２～７の比較では、有段口縁が見られなくなり、７を除き波状口縁を呈する。１の緩やかな波状

を呈す波頂部に付された把手部分を欠如すると７を除く波状口縁となる。１に見られた特徴は２．３．

５の波頂下に見られ、撚糸圧痕文による環状の渦巻き文は２，弧文は３と５，３の胴部区画帯に見られ

る円文は１の弧文に貼付された円文の移動貼付として継承されたと推察される。

文様帯区画は、２．３．５．６が第一文様帯と同じ様に刻み目を施す隆帯と撚糸圧痕文を併せて巡ら

すが、４は２本１組の刻み目を施す細い隆帯に変化している。２～４の区画内の細分は第２～第４文様

帯の継承と考えられる。５は単帯に変化している。

区画内の文様は、第２～４文様帯からの抽出が看取され、上下か左右対称に蕨手状を施し、１の刺切

文が円形竹管に置換され、空間部等を加飾している。

７は第１文様帯の有段口縁を欠く文様構成の土器に転化すると考えられ、撚糸圧痕文から刻み目を施

す細い隆帯で区画する変化が４と同様に見られる。

２～６に見られる波状ロ縁とする深鉢形土器は、撚糸圧痕文による蕨手状文を主文様とし、１に見ら

れる撚糸圧痕文による蕨手状文・刺切文・円形竹管等による器面加飾の飽和状態から脱却した様相を見

せる。１の土器に占める第１と第２文様帯部分が、２～６は胴部上半から大きく外反する単帯の口縁部

文様帯に集約している。その区画は、１の系譜につながる刻み目を施す隆帯と撚糸圧痕文を併せて用い

るものと新しい要素である刻み目を施す細い隆帯のものが見られる。この単帯の文様帯に第１文様帯に

見られる渦巻き文や弧文を波頂下に継承し、多段化した第２～４文様帯の主文様である撚糸圧痕文によ

る蕨手状文を抽出して上下か左右対称の文様を施している。

空間部の加飾は、１が把手下を除き円形竹管を第２～４文様帯の蕨手状文内のみに使用し、他の空間

部分は刺切文を充填する。２～７は円形竹管のみで充填している。

１の土器は、菊名貝塚や黒川東遺跡に見られる蕨手状文の先端が巻ききらない撚糸圧痕文を主文様と

して多段文様帯に施す系統として理解され、花積下層ⅡI式の様相である。１との比較の中でスムーズな

文様の抽出が看取されたが、２～７との大きな相違は谷藤氏が花積下層式とニッ木式との型式を分離す

る最大の要素として刻み目を施す隆帯で文様帯区画することを提示し、文様抽出の変化を「撚糸圧痕→

刻み細隆帯→併行沈線への移行・置き換え」としてニッ木式の細分し、ニッ木１式を「肥厚口縁から刻

み隆帯への変化、文様の重畳から単一的な文様変化、さらに撚糸側面圧痕と共に刻み隆帯をも併せた文

様」とした。

この細分に準拠すると花積下層ⅡI式の要素を色濃く継承するニッ木１式の古段階と理解され、４や７

に見られる刻み目細隆帯が後出し、継続すると考えられる。本町の横沢新屋敷遺跡や堀越芝山遺跡に見

られるニッ木式を概観すると代表的な主文様である蕨手状文の変化は、「撚糸圧痕文→撚糸圧痕文十刻

み目細隆帯→併行沈線」が見られ、谷藤氏の細分案に同調するものである。

2１３ 



第２節歴史時代の遺構と遺物短軸

（１）竪穴住居跡

長軸長と短軸長による規模分類を第

１表に（計測可能な住居跡34軒）まと

めた。１～５分類し、１類一小型、２

類一中型、３類一大型、４類一特大型、

５類一超特大型とした。

面積分類ではl0nfから５，f刻みでＩ

～Ⅸ類の９分類とした。

１類一小型は、面積分類Ｉ類の10mＰ

以下の３軒である。その分布は､北方、

中央寄り、南方に分散している。２類

一中型は、１９軒で56％を占め、面積分

類の１１.Ⅲ類に37号住居跡を除いて

10～20㎡の範囲に該当する。その分布

は､中央部の東西に集中する。３類一大

長
]:］ 

③1８ 

7－ 

6－ mＯ 

5類
０２７ 

5－ 

･21112 

童:汁
4－ 

3－ 

･鎌へ２類
2－ 

1類
1－ 

１２3４56７ ０８ｍ長軸長

第１表竪穴住居跡規模分類

型は７軒で20％を占め、ⅣとＶ類の20～30mPの範囲である。その分布は南北の縦長で東寄りにある。４

類一特大型は２軒で、３５～45mPの面積で中央部の南北に位置する。５類の18号住居跡は、一辺が７ｍを

越える方形で面積は57㎡であり、集落跡で異彩を放つ超特

大型の住居跡である。

面積分類（第２表）

Ｉ類１０㎡以下２３３３３９

１１類１０～ｌ５１１ｆ４５１３１９２４２６３０３８

ｍ類１５～20nｆｌ２６７８９１５１７２１２９３１

１V類２０～25ｎｆｌｌｌ４１６２２３２３４

Ｖ類２５～30m'３１２２８３７

ＶＩ類３０～35,Ｆ

ⅥＩ類３５～40mＰ２７

Ⅷ類４０～45m3１０

IX類４５，F以上１８

、a

60-ＩＩ類 。 ､型

II類･III類一中型
８ 

IV類･Ｖ類－－大型

5,ＪⅥＩ類．Ⅵ'１類一特大型
類超特大型Ⅸ 

'1■ 

9７ 

１ 
40-

３０－ 

８コ

＝…i,,iii］ ２０－ 

，９ｚｚ２Ｌ凸

，郷ド
コ８２６．゜’3

,.-Ｊ''１ 

超特大型の18号住居跡は礎石を有し、特大型の10号住居

跡は主柱穴の存在が考えられる粘土化した皿状窪みが検出

されている。主柱穴の荷重により生じたものか、構築時の

普請なのか明確でない。同じく特大型の27号住居跡、大型

の28号．１２号住居跡は２本柱穴である。

中型～小型の住居跡には主柱穴と考えられる柱穴は検出

Ｌ ０１＿ 
￣提V￣『ｕ面、

第２表竪穴住居跡面積分類
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されなかった。所謂、無柱穴の住居跡である。礎

石。柱穴を有する住居跡の優位性が認められる。

当集落の竪穴住居跡の核となる18号礎石建ち竪

穴住居跡は、北壁に検出された柱穴から一般住居

より大きな加重に耐えられる骨組構造が考えら

れ､大きく高い垂木を地面に立てない側壁式(1986

宮本）の上屋が推察される。

県内では、糸井宮前遺跡Ｉ（1985石守他）の９

世紀後半に位置付けされた32号住居杜が知られて

いる。４本柱穴から礎石に移行し、礎石に加工痕

が認められるものが存在し、同報文に津金沢氏は

その加工痕について、分割途中で加工が中止され

十Ｋ

＋Ｐ 

＋3Ａ 
1５ 

ているが、その加工技術は専門的知識を有した人第206図竪穴住居跡規模分類図

物によるものと推察している。

山梨県では、青木北遺跡（1992森）・前田遺跡の２例がある。青木北遺跡の４号住居跡は、壁沿いに

礎石がある。掘立柱建物を竪穴住居に導入した形態である。９世紀中葉から後半の首長層の住居と考え
一一 １

１
 

られ、大陸系文化の影響を受けている可能性を示唆している。

岐阜県では、国府町の２例が知られている。塚田遺跡と桜木遺跡で４本柱の主柱穴部分に礎石をも

住居跡が検出されており、本遺跡と類似する。飛騨考古学会会報第50号に礎石をもつ住居跡につい

「寺院建築の技術が取り入れられたものと解され、当時飛騨から都へ上がり、寺院建築にかかわった

ではないか」と八賀教授のコメントがのせられている。

長野県では、松本盆地を中心とした中央自動車道長野線関連の発掘調査で礎石を有する大型住居跡

多く検出されている。北方遺跡（1989小口他)、下神遺跡（1990石上他)、南栗遺跡（1990市村他）

三の宮遺跡（1990望月他)、北栗遺跡（1990百瀬他)、他に駒ケ根市反目南遺跡、箕輪町中道遺跡等

つ

て

の

が

ニン、’1夕已些ｌ￣州Ｕ－ｖ－・￣。ィＵ／Ｊ人一J易ﾉ」.、一・ノu-Jv,Ｊ・ＨＩＵユノ、１１．１.～二Jﾑｿ」．、￣ロンソ．Ｈ－￣Ｉ￣'、ｌｕＪ－トパニニ抄麺、￣￣ｖｖｏＩ－ＩｊＩＬ=し'、

三の宮遺跡（1990望月他)、北栗遺跡（1990百瀬他)、他Iこ駒ケ根市反目南遺跡、箕輪町中道遺跡等が

報告されている。これらの累積した資料に基づき、総論編（1990望月他）で竪穴住居跡等の遺構･遺物

の考察をおこなっている。礎石を有する竪穴住居跡は、４本の主柱穴が礎石に替わり４本建ちの上屋構

造を取るものと掘立柱とする建物を竪穴住居内に据えた礎石上に構築するものに大別される。これらは、

一辺が５ｍを越える大型のものであり、各集落で際立つ存在である。９～10世紀半頃に礎石・柱穴を有

する住居跡の優位性が示されているとしている。

埼玉県では、阿知越遣跡(1983鈴木)の６号住居跡では、一部に礎石を使用した例が見られる。出土

品から下級官人層に連なる者の住居跡と推定している。
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（２）掘方杵建物跡

本遺跡は、掘立柱建物跡（拡張を含め）

近い割合で遺構が検出され、県内を概観し

ても特異な状況である。

構造分類（梁行と桁行の柱間）でＡ～Ｈ

類の８分類(第３表)､面積分類で５分種(第

４表)、棟方向分類の分類(第５表）に基づ

き、掘立柱建物跡模式図分類(第208図）を

作成した。

41棟と竪穴住居跡（南東竪穴遺構を含め）４０軒とほぼ同数に

1：２ 
桁行

△1８ 
1０ 

聾7/Ａ３ィ
]：］ 

9. 

顔．8. 
▲３１ 

7． 

⑥８．１３ 

⑥6.1212, 

.鰹ァ紗（
6. 

構造分類［］は庇付建物の身舎部分

Ａ類１間ｘ１間２５
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検出された41棟(建て替え、拡張を含む)は、その

総てがＡ調査区に確認された。梁行と桁行の構造分

類（庇部分を含める）では、Ａ～Ｈ類の８種に分か

れ、Ｃ類の２間×２間が23棟で56％、次にＤ類の２

間ｘ３間が13棟で32％である。両者の26棟で88％を

しめている。

Ａ類の25Ｂは北東隅、Ｂ類の36Ｂは最も西よりに

位置する。両者とも掘立柱建物跡の集中部より外縁

にある。Ｃ類は全体に分布し、２～５Ｂ・３５Ｂが南

北に縦列し、２４Ｂを除いて環状気味に分布する。Ｄ

類は中央部やや北寄りから南方に分布する。Ｅ類

～Ｈ類の大型建物跡５棟は、２９～31Ｂ・３３．３４Ｂが
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南北に縦列して分布し、１８Ｂを中心としてＢ類が環 第４表面積分類
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状気味に配置されている。

面積分類は５分類し、１類（l0nf以下）は１間×１間の25Bがあり、２類(10～20m?）は７棟で18％を

占め、北東部の23Ｂと24Ｂ、残りが中央から南西部に分布する。３類（20～3011f）は19棟が検出され、

46％を占める。北方部の８棟と中央部～南方に９棟が分布する。４類(30～40㎡）は９棟で22％を占め、

東部に14～16Ｂの３棟､中央部に３棟、

南方部に1.2Ｂが分布する。２～４類

で85％を占める。５類は５棟で構造分

類のＥ～Ｈ類に該当する。

棟方向分類では、東西方向（乙群）

と南北方向（甲群）に２分される。

東西方向はＮ-70｡～88.-Ｅの18.間

に14棟が該当し、３４％を占める。構造

分類では１間ｘ１間が１棟、２間×２

間が４棟、２間×３間が７棟、２間×

甲群'１Ｊ

Ｗ 

間が４棟、Ｚ間ｘ３間が７棟、２間×第５表棟方向分類

４間が２棟、４間ｘ３間が１棟。面積

分類ではl0nf以下が１棟、１０～20m?未満が２棟、２０～30nf未満が６棟、３０～40,F未満が３棟、４０m?以上

が３棟ある。

南北方向はＮ－４｡～30.-Ｗの26.間に26棟が該当し、６３％を占める。構造分類では２間×１間が１棟、

２問ｘ２間が19棟、２間×３間が４棟、３間ｘ３間と４間×５間が１棟づつである。面積分類では10～２０

mP以下が５棟、２０～30mP以下が12棟、３０～40mP以下が６棟、40,f以上が２棟である。

以上の分類結果と遺構分布を照合すると建て替え・移動の状況が小群（第209図）で観察される。

◎単独

（Ａ）３６Ｂ、（Ｂ）１８Ｂ、（Ｃ）３１Ｂが考えられ、１８Ｂと31Ｂは核となる建物である。

（Ａ）３６Ｂは、単独性が強いが棟方向と距離間から（Ｊ）や（Ｑ）との関連が推察される。

（Ｂ）１８Ｂは、２間ｘ３間の身舎に東庇を付す超大型の建物で、道路社の中央入り口のほぼ正面に位置

する。３１Ｂや７Ｂ・l4B・l6Bと同様の掘り方を有することから同時期の構築が推察され、（Ｆ）２９Ｂ・

3ＯＢの機能が移動されたと考えられる。

（Ｃ）３１Ｂは、２間×３問の身舎に西庇を付す超大型の建物で、周辺の建物機能が集約された建物と考

えられる。

◎２軒の小群

（Ｄ）１Ｂと６Ｂは、（Ｅ）７Ｂと８Ｂと同様に２間ｘ３間の構造で、両者は棟方向がほぼ直角である。

（Ｆ）２９Ｂは２間ｘ４間の身舎に東と南に庇を付し、３０Ｂは２間×３問の身舎に東と西に庇を付す特種

な建物である。

◎３軒の小群

（Ｇ）２Ｂ・２'Ｂ・３Ｂ、（Ｈ）４Ｂ・５Ｂ・５'Ｂ、（１）９Ｂ・１０Ｂ・１１Ｂ、（Ｊ）１２Ｂ・１２'Ｂ・１３

Ｂ、（Ｋ）１４Ｂ～16Ｂ、（Ｌ）１９Ｂ・２０Ｂ・２１Ｂ、（Ｍ）１７Ｂ・２２Ｂ・２３Ｂ、（Ｎ）２６～28Ｂ、（Ｏ）３２Ｂ・

33Ｂ・35Ｂ、（Ｐ）３４Ｂと３７．３７'Ｂの10群である。２間ｘ２間の同じ構造の群は、（Ｇ）．（Ｈ）.（１）と

南部群と（Ｌ）。（Ｍ）.（Ｎ）の北部群に２分される。（Ｋ）と（Ｏ）は２間ｘ２間と２間×３間、（Ｐ）

Ｉ
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ｘ３間と２間ｘ４間の特大～超特大の建物である。

他

）２４Ｂと25Ｂの２棟はＬ～Ｍと隔たって位置する。

|ま２間

◎その

（Ｑ 

乙群

ロ

ロｎ口□

蕊□ロロ

ロコ、□
ｎ口ｎ

ｕｒｌｉ 

ロ

ロロ

ロ側

□…． 

□訂ご口

Ａ－ｌ 
Ｂ－２ 

Ｃ－２ 
Ｃ－２ 

Ｃ－３ 
Ｃ－３ 

、－２

、－３

Ｃ－４ 

ｎ 
ｌ３Ｂ iｒｌ 

ｌ５Ｂ 

、－４

ｎｇ 
３３Ｂ8Ｂ 

ご…

(18Ｂ身）
、－４ ３７Ｂ 

Ｂ Ｉ 

Ｅ－５ 

Ｅ－５ 

341日 l８Ｂ 

Ｈ－５ 

Ｆ－５ 

３ Olg 

31Ｂ 

Ｇ－５ 

9Ｂ Ｚ 

第208図掘立柱建物跡模式図分類
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これらを総合して掘立柱建物の構成を推測する。

(1)核となる超大型の建物跡で、（Ｂ)18号掘市杵建

物跡は２間×４問の身舎に東庇を付し、（Ｃ)31号

掘立柱建物跡は２間ｘ３間の身舎の西庇を付す超

大型の建物であり、正反対な棟方向である。

しかし、両者は方形の掘り方が共通する。集落

における主屋級の建物である。

(2)（Ｆ）２９号掘立柱建物跡は２間×４間の身舎に

東と南庇を連結し、３０号掘方杵建物跡は２間ｘ３

間の身舎に東。西の庇を付す超大型建物である。

（Ｐ）３４号掘立柱建物跡は２間ｘ４間の超大型の

建物、３７号は２間×３間の大型建物である。おそ

らく、１８号や31号掘立柱建物跡が核となる前段階

の主屋級の建物と考えられる。

(3)（Ｋ）.（Ｅ）。（Ｄ）の小群は２間ｘ３間の大型

の建物跡（８号.１５号・１号掘立柱建物跡）を中

心として２間ｘ２間の建物組織を掌握し、（Ｆ）と

（Ｐ）の管下に属し、主屋級の建物と倉庫と考え（Ｐ）の管下に属し、主屋級の建物と倉庫と考え第209図掘立柱建物群

られる中間機能をもつであろう。間仕切りと考え

られる柱穴は束柱の可能性もあり、有床の建物とも推察される。

(4)２間×２間を中心とする小型の建物は、南・中。北群の３群に分かれ、各小群は３時期に渡り移

動．建て替えを行っている。南群は(Ｇ）.（Ｈ)の２小群で(Ｄ)群に掌握され、中群は（１）.（Ｊ）・

（Ｏ）の３小群で（Ｅ）群に、北群は（Ｌ）。（Ｍ）．（Ｎ）の３小群で（Ｋ）群に掌握されていたと

推察される。・

これらは、同規格の共通性があり、類似する機能を果たした倉庫と考えられる。最終段階で方形

の掘り方を有する７号と16号に建物機能を移動し、（Ｂ）や（Ｃ）の管下に属したと推察する。
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（３）出土遺物について

本遺跡では、Ａ調査区を主体として竪穴住居跡、掘立柱建物跡、道路杜、土坑、井戸状遺構、石敷遺

構などが検出され、遺構に伴って平安時代を主体とする多数の遺物が出土した。

こうした歴史時代の土器を中心とした研究は、井上氏により｢群馬県下の歴史時代の土器」（群馬県史

研究第八号1978）で先鞭が付けられ、筆者も本町の天神風呂遺跡（1981）の報文で遺跡内の編年試案

を提示した｡以後､多くの研究者により遺跡調査報告書で個別遺跡の土器様相と変遷が追求されてきた。

坂口・三浦氏は「奈良･平安時代の土器編年」（群馬県史研究第二十四号1986）で中尾遺跡の出土遺

物を根幹として県内全域の対応を四半世紀刻みで試み、現在でも、編年研究に大きく寄与している。（以

後は坂口・三浦論文）

各遺構から出土した土器には、土師器坏、高台付碗、甕、黒色土器、須恵器坏、坏蓋、灰釉陶器など

が見られ、これらの中で住居跡から普遍的に出土している土師器坏、須恵器坏、高台付碗、甕について

その形態と整形技法の分類を行い、各住居跡の出土遺物の共伴関係を考慮して堀越中道遺跡の集落変遷

を考えるうえでの時期設定を行う。先ず、時期設定の前後関係を検証する資料として重複関係にある２８

号と29号住居跡、１９号と20号住居跡の出土遺物を考察する。

◎28号と29号住居跡の遺物（第210図）

両者の新旧関係は29号が28号住居跡より新しく、貯蔵穴部分に集中して土器の出土が見られた。両住

居の共通の伴出遺物は、土師器甕と須恵器坏、高台付碗がある。
２９Ｈ ２８Ｈ 

１と２の土師器甕は、所謂｢．｣の字状口縁を呈

する。両者を明確に区分する形態の差異は認めら

れないが、１は口縁部が外反して開き、胴部上半

はやや肩張り状で、２の□縁部は内湾気味に短く

開き、１と比べて撫で肩の胴部上半である。

須恵器坏は、５が底部回転糸切り後周縁部を回

転篦削りの調整を施すが、他は回転糸きり未調整

である。２８号住居遺物の器形は、３が底部より直

線的に開く体部、４は口縁部を玉縁状とし、５は

２ 訂記

熟裟鯛碧鱒鴬＝;謡lJi壹三i三，
騨鰯鰯';ii:鰯:ifi駄一と雪ﾂﾞｶ,亘夛冊
w驫騨ｿ鰯':鰯雷蓬iimi":三口’４'三互
龍鰯鰯腰繍騰記（てこz痒■=ｚ底径と口径の比率は0.42～0.45である。

高書付…………箒朧層Ｅ－ｌＩＥ工z↓言Ｚとの明確な比較材料としては不適当であるが、２８

号の９は、高台部が内湾し、体部が内湾から直立第210図２８号と29号住居跡出土遺物

気味となる器形と考えられる｡29号は10の様な高台付坏のものから11～13の様な深さの違うものがあり、

形態差が見られる。
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土師器坏では、１４では内面に射状暗文を施し、体部中位まで篦削りが及ぶもの、丸底と平底気味のも

のに分類される。

２８号と29号では、良好な比較材料としては須恵器坏があり、２８号では回転糸きり後周縁部を回転篦削

りを施し、他は回転糸きり未調整である。底径と口径の比率では、明確な差が生じている。

２０Ｈ 1９１１ 

） 
◎19号と20号住居跡の遺物（第211図）

両者の新旧関係は20号が19号住居跡より新し

く、２０号住居跡の残存は悪い。両住居の共通の伴

出遺物は、煮沸具である。１９号の１と２は、「．」

の字状口縁の崩れが観察される。２０号では３に見

られる羽釜の出現と19号の２の系譜を引くと考え

られる４の甕がある。

１９号出土の土師器坏は平底を呈し、体部下半ま

で篦削りが及び、５には製作時に残された爪痕が

鐸
と=－

＝￣ 

庁

Ｉ ４ 

２ 

]9号住居の出土遺物は篝の特徴から｢.｣字ミニージ（薑三迄ｚｌ
特徴的である。

状口縁の崩壊時の状態を示し、２０号住居では、羽第211図１９号と20号住居跡出土遺物

釜が出現している。

以上の重複関係を整理すると、２８号住居と29号住居の出土遺物では「．」の字状□縁を特徴とする甕

での大きな変化は捉えられなかったが、共伴する須恵器坏に差異を見い出せた。一般的に口径と底径の

比率は、９世紀段階の後半に小型化して1/2以下となり、底部は大半のものが回転糸きり未調整とすると

する特徴が指摘されており、２８号住居は９世紀前半、２９号住居跡には形態を異にする高台付碗が多く見

られ、９世紀後半の大枠に該当する。

１９号と20号では「．」の字状口縁の崩壊と新しい器種の羽釜の出現がある。坂口・三浦論文では、１０

世紀前半に煮沸形態の大きな変化があり、羽釜の出現時期としている。これらを総合すると、２８号→２９

号く19号→20号の推移がある。これらの結果を踏まえて、坂口・三浦論文の編年に照合すると、２８号は

須恵器坏はVⅢ段階の要素が見られるが土師器甕はIX段階である｡土師器坏は多種の形態があることから、

Ⅶl～Ⅸ段階の過渡期と考えられる。２９号では土師器甕が「．」の字状口縁を呈し、Ⅸ段階から見られる

高台付坏や須恵質や還元焔の高台付碗が見られる。須恵器坏は回転糸きり未調整の底部で、底径の小型

化が見られることから、Ｘ段階に該当する。１９号は土師器甕の「．」の字状口縁が崩れ、土師器坏は平

底で、体部にも篦削りが及んでいる。Ｘ段階に該当するが、２９号より後出の要素である。２０号は、新器

種の羽釜があり、Ⅲ段階に該当する。

これらの成果を基準として、１～５期に分類する。

１期２８号住居以前期「<」の字状口縁

２期２８号住居期「．」の字状□縁の出現期

３期２９号住居期「．」の字状口縁の全盛期

４期１９号住居期「．」の字状口縁の崩壊期

５期２０号住居期羽釜の出現期
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《住居跡出土土器段階分類》

１号住居跡

土師器甕は､「〈」の字状を呈し､胴部が肩張り状で最大径となる｡小型甕の口縁部は｢く」の字状～｢．」

の字状への変化期の形態が見られる。須恵器坏は口径11.5～12.8cmで直線的に開く体部を呈し、回転糸

きり末調整の底部である。口径と底径比率は1/2以上である。掲載できなかったが、カマド内より「．」

の字状口縁の破片が見られる。２期に該当する。

２号住居跡

覆土より土師器坏と須恵器短頚壺が出土した。

３号住居跡

須恵器広口壷、高台付碗、須恵器坏、酸化焔坏、土師器坏、焼印等が出土。高台付碗は、高台が短く

「ハ」の字状に開くものと角状のものがあり、底部との接合は丁寧である。須恵器坏と酸化焔坏は、回

転糸きり未調整の底部であり、酸化焔坏は薄い器肉の体部で硬質の焼成である。３期に該当しよう。

４号住居跡

土師器甕、土師器小型甕、還元焔坏、高台付碗が出土し、高台付碗に「立」の墨書がある。土師器甕

と土師器小型甕の□縁部は、「．｣の字状から崩れの状態である。還元焔坏は、回転糸きり未調整の底部

で、口径と底径比率は、ｌ/2以下である。高台付碗の高台は、短くやや幅広で底部との接合もやや雑な傾

向にある。３期に該当する。

５号住居跡

酸化焔坏、高台付碗等が出土し、酸化焔坏には２点の墨書土器がある。酸化焔坏はやや内湾する体部

から直線的に開いて口縁部に移行する。底部は回転糸きり未調整で、口径と底径比率は1/2以上である。

高台付碗は大型のもので、高台部は短く、丁寧な接合である。３期に該当する。

６号住居跡

須恵器広口壷、土師器坏、高台付坏・高台付碗等が出土。土師器坏には暗文を施すものも見られる。

底部は、その大半が平底である。高台付坏・高台付碗は、角状の高台を短く付している。３期が考えら

れる。

７号住居跡

土師器甕、須恵器広口壷、須恵器坏、高台付皿、土師器坏等が出土。土師器甕は、「．｣の字状口縁を

呈する。須恵器坏は回転糸きり末調整の底部である。土師器坏は平底を呈し、口縁部が強い横撫で括れ、

短く外反する。体部の未調整部分には爪痕が見られる。灰釉陶器の模倣から出現したと考えられる高台

付皿、「．」の字状□縁から３期と考えられる。

８号住居跡

土師器台付甕、灰釉陶器、土師器坏、須恵器坏等が出土。土師器台付甕は、「．」の字状口縁を呈し、

胴部上半が肩張り状とする。須恵器坏は11.9～12.9cmの口径で、回転糸きり未調整の底部である。口径

と底径の比率は1/2以上である。２期段階に該当しよう。

９号住居跡

時期設定資料が乏しいが、道路杜（ＭＤ）より古い。

10号住居跡

土師器坏、須恵器坏、須恵器蓋等が出土。土師器坏には、放射状暗文を施すものや体部中位に篦削り
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が及ぶものがある。底部は丸底状の底部と平底気味の底部があり、口縁部形態は直線的・内湾。直立気

味のものがある。高台付碗の高台は、底部周縁よりやや内側に設けられている。須恵器坏は、回転糸き

り後周縁部篦削り調整のものと回転糸きり未調整のものがあり、口径と底径比率は1/2以上である。須恵

器蓋は、リング状の鉦を付す。２期段階に該当しよう。

11号住居跡

土師器甕、土師器坏、還元焔の坏と高台付碗等が出土。土師器甕は「<」の字状口縁を呈する。土師

器坏は、丸底状の底部から口縁部を直立気味とする。還元焔の坏は、回転糸きり後周縁部回転篦削りの

ものと回転糸きり未調整がある。高台付碗は短い角状の高台を付し、体部は直線的に開く。１期に該当

しよう。

12号住居跡

土師器甕、須恵器坏、高台付碗等が出土。土師器甕は、「<」から「．」の字状口縁のへ変化するもの

と「．」の字状の両者が見られる。須恵器坏は回転糸きり未調整の底部で、口径と底径比率は底部径か

ら推察すると1/2以上である。２期段階と考えられる。

13号住居跡

土師器甕、還元焔の坏・高台付碗等が出土。土師器甕は、「．」の字状口縁の崩壊状態である。坏は、

小径の底部より緩やかに内湾して口縁部をやや外反させる。４期に該当する。

14号住居跡

土師器甕、土師器坏、須恵器高台付碗、須恵器蓋等が出土。土師器甕は、「<」の字状口縁を呈する。

土師器坏は丸底を呈し、直立気味に内湾する。高台付碗は、やや細目で長い高台を底部周縁よりやや内

側に付し、体部は直線的に開く。１期段階に該当する。

15号住居跡

須恵器坏と土師器坏の２点が出土。須恵器坏は、篦起こしの底部である。土師器坏は、丸底状を呈し

て内湾気味の体部とする。この２点から推察すると１期と考えられる。

16号住居跡

還元焔の坏・高台付坏。高台付碗等が出土。Ｘ期段階と推察される。高台付碗は直線的に開くものと

内湾して開くものがあり、底径に比べて口径が大きくて器高もある。高台は短く、底部との接合は雑な

ものが見られる。４期に該当しよう。

17号住居跡

酸化焔の高台付鉢、還元焔の高台付碗、土師器坏、鉄製品等が出土。酸化焔の高台付鉢は回転糸きり

未調整の底部で、内湾する体部から直立気味のロ縁部に移行する。高台付碗は短く「ハ」の字状に開く

高台より内湾して口縁部を短く外反させる。土師器坏は平底状で、直線的に開く口縁部である。３期に

該当しよう。

18号住居跡

土師器坏、黒色土器の坏・高台付碗、須恵器坏、高台付碗、灰釉陶器等が出土。土師器坏には放射状

暗文を施すものがある。底部は丸底。平底状・平底が見られ、その大半は平底状である。須恵器坏には

回転糸きり後周縁部回転篦削りのものと回転糸きり未調整のものがあり、形態も多種である。灰釉陶器

には高台付坏と高台付皿が見られ、Ｋ-14窯式に似る。３期の様相であろうか。

19号住居跡
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１ 

土師器甕、土師器坏等が出土。土師器甕は、「．｣の字状口縁の崩壊状態である。土師器坏は平底を呈

し、体部下半にまで篦削りが及ぶものがあり、体部に爪痕を付すものも見られる。４期の様相を呈する。

20号住居跡

羽釜と土師器甕等が出土。５期に該当する。

21号住居跡

土師器小型甕と土師器坏が出土。土師器小型甕は、胴部より直立する口縁部で、「．｣の字状の形態が

僅かに残存する。土師器坏は平底を呈し、直線的に開く体部とする。体部に指頭圧痕を残すものがある。

４期に該当する。

22号住居跡

土師器甕、土師器台付甕、土師器坏、還元焔坏、高台付坏・碗等が出土。土師器甕は「．」の字状口

縁を呈するものがあるが、土師器台付甕には「．」の字状口縁が崩れる状態のものが見られる。土師器

坏は丸底と平底のものがあり、平底のものは７号住居跡に類似するものがある。還元焔の坏は回転糸き

り末調整の底部で、口径と底径比率が1/2以下のものがある。３期に該当する。

23号住居跡

該当時期を設定する資料がない。

24号住居跡

覆土より須恵器坏と須恵器甕、黒色土器が出土。時期設定は明確でないが31Ｂより古い。

25号住居跡

土師器小型甕、土師器坏、土師器高台付碗、須恵器坏等が出土。土師器小型甕は屈曲の弱い「<」の

字状口縁を呈し、厚めの器肉である。土師器高台付碗は体部に篦削りが及び、土師器坏は雑な篦削りの

平底から直線的に開く体部で口縁部を肉厚とする。同坏の底部に砂底のものがある。須恵器坏は、回転

糸きり未調整の底部で、直線的に開くものと内湾するものがある。４期前後の過渡期の様相を呈する。

26号住居跡

土師器坏が２点出土。丸底と平底状のものがある。時期設定は明確にできないが、1期が想定される。

27号住居跡

土師器甕、土師器坏、須恵器坏等が出土。土師器甕は「．」の字状口縁から崩れた「く」の字状を呈

する。土師器台付甕の口縁もやや「．」の字状の括れが弱い。土師器坏には放射状暗文を施すものがあ

る。底部は平底状と平底のものがあり、７号住居等で出土している爪痕を残すものがある。須恵器坏は

回転糸きり未調整の底部で、口径と底径比率は1/2を前後する。３期に該当しよう。

28号住居跡

前頁で記載。２期に該当しよう。

29号住居跡

前頁で記載。３期に該当しよう。

30号住居跡

土師器甕、土師器高台付碗が出土。土師器甕は、「．」の字状口縁が崩れて直立気味か「<」の字状と

なる。土師器高台付碗は、２５号住居に類似のものがある。４期前後の過渡期の様相を呈する。

31号住居跡

酸化焔の坏のみが出土。時期設定は明確にできない。

225 

Ｉ 



32号住居跡

土師器坏、須恵器坏、灰釉陶器等が出土。土師器坏は丸底と丸底状のものがあり、体部は直立気味に

内湾する。須恵器坏は、回転糸きり後周縁部回転篦削りのものと回転糸きり未調整のものがある。２期

段階の前後と考えられる。

33号住居跡

土師器甕、土師器坏、須恵器坏が出土。土師器甕は、「く」の字状口縁を呈する。土師器坏は平底状で

内湾して開き、口縁部を短く外反させる。須恵器坏は回転糸きり末調整のものと篦調整を施すものがあ

り、口径と底径比率は1/2以上である。１期段階に該当する。

34号住居跡

土師器甕、土師器坏、須恵器坏、須恵器高台付碗等が出土。土師器甕の口縁は、「<」の字状～｢．」

の字状の転換期の状態を呈する。土師器坏は体部に篦削りが及ぶものと平底状の底部から直立気味に開

くものがある。須恵器坏は回転糸きり後周縁部回転篦削りのものと回転糸きり未調整のものがあり、口

径と底径比率は1/2以上である。須恵器高台付碗は、細くやや長めの高台を付す。２期前後の様相を呈す

る。

35号住居跡

時期設定する資料がない。

36号住居跡

土師器甕、土師器小型甕、高台付碗、土師器坏等が出土。土師器甕は、□縁部が屈曲の弱い「<」の

字状のものと「．」の字状が崩れ、口縁部が短く外反するものがある。高台付碗には高台部と体部の境

が明瞭で無いものもある。土師器坏は小径の底部から緩やかに内湾して□縁部が開くもので、底部と体

部に篦削りが及ぶ。４期の様相を呈する。

37号住居跡

須恵器坏、土師器坏等が出土。須恵器坏は小径の底部から直線的に開く。土師器坏は平底を呈し、直

線的に開き体部の未調整部分と口縁部の横撫の区分が明瞭である。４期に該当する。

38号住居跡

須恵器坏、土師器坏と鉄製把手付鍋が出土。土師器坏は平底状を呈し、内湾気味のものと直線的に開

くものがある。須恵器坏は回転糸きり未調整の底部で、口径と底径比率は1/2前後である。２期に該当し

よう。

39号住居跡

時期設定は不明。

南東竪穴状遺構

須恵器坏、土師器台付甕等が出土。須恵器坏の様相から３期頃に該当しよう。

以上を整理すると、

１期１１１４１５２６３３

２期１８１０１２２８３２３４３８

３期３４５６７１７１８２２２７２９

４期１３１６１９２１２５３０３６３７

５期２０
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これらの結果を踏まえて、各期の土器様相を概観する。

１期器種は、土師器甕｡土師器坏･須恵器坏｡須恵器高台付碗･須恵器蓋等がある。土師器甕は、「く」

の字状口縁を呈する。土師器坏は丸底を呈するものが主体である。須恵器坏は篦起こし.回転糸きり後

周縁部回転篦削り・回転糸きり未調整のものがある。須恵器高台付碗は、底部周縁よりやや内側に高台

を付すものがある。

２期器種は、土師器甕・土師器脚台付甕。土師器坏・須恵器坏・須恵器高台付碗・須恵器蓋等がある。

土師器甕は、「く」～｢．」の字状口縁へと変化する。土師器坏は丸底～平底状のものがあり、僅かであ

るが放射状暗文を施すものが見られる。須恵器坏は、回転糸きり後周縁部回転篦削りのものと回転糸き

り末調整のものがあり、口径と底径の比率は1/2以上のものが多い。

３期器種は、土師器甕。土師器小型甕・土師器坏。須恵器坏・須恵器高台付碗・須恵器高台付坏・須

恵器広口壷・須恵器大甕。灰釉陶器・内黒土器等がある。

土師器甕は、「．｣の字状口縁の全盛期である。土師器坏は平底が一般的となり、放射状暗文を施すも

のや内面黒色処理土器が見られる。須恵器坏は底部回転糸きり末調整もので、多種の形態がある。高台

付碗は、硬質の焼成のものと還元焔の両者が見られ、高台付坏や高台付皿の器種が出現する。灰釉陶器

はＫ-14窯式に類似するのである。

４期器種は、土師器甕・土師器小型甕・土師器坏・土師器高台付碗・須恵器高台付碗・須恵器大甕等

がある。土師器甕は、「．」の字状口縁の甕の口縁部形態の変化が著しく、「．」の字形の直立部が短く

なるもの、「く」の字形のものが見られる。土師器坏は平底を呈し、体部に篦削りが及ぶものや砂底のも

のも見られ、土師器高台付碗もある。高台付碗は、焼成の悪い還元焔のものが主体を占め、３期のもの

より雑な成型のものが多い。３期で見られた高台付坏は存続する。須恵器坏は３期より底径の小型化が

進んでいる。

５期２０号住居だけの検出であった。新器種の羽釜の出現で４期との区分される。しかし、「．｣の字状

口縁の崩れた形態のものとの羽釜の共伴事例は他の遺跡にはあり４期の可能性もあるが19号住居との重

複から区分される。

県内の年代基準としての資料は、新里村砂田遺跡１号水路出土遺物（1991坂口）・松井田町愛宕山遣

跡４号住居跡（1992綿貴）。吉井町黒熊中西遺跡10号住居跡（1996高島）がある。

砂田遺跡の資料は、弘仁九年に発生した地震に起因する泥流で堆積した水路より出土。「類聚国史｣弘

仁九年（818）の地震による山崩れ崩壊土の泥流で埋没することから坂口･三浦編年の９世紀第１四半期

に位置づけている。

愛宕山遺跡４号住居跡の資料では、井上氏（1978群馬県史研究８）が「萬年通寳」の出土から、その

初鋳年代を上限として皇朝十二銭の使用禁止を下限とした８世紀末・９世紀初頭～９世紀中葉の時期を

設定した。綿貫氏は、同住居跡の金属製と石製の腰帯の関わりから796～810年の年代を提起している。

本遺跡の１期として分類した14号住居跡は、弘仁九年の地震による地割れで擦れを生じている。この

ことから、818年を下限とする９世紀第１四半期に該当する。

黒熊中西遺跡10号住居跡の資料では、「元慶四年(880年)」銘砥石の使用を推論した上で、時間経過の

あまり経ない時期を想定している。本遺跡の４期が該当し、９世紀第４四半期に位置づけられる。
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砂田遺跡（｢赤城山麓の歴史地震」より引用）
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(4)文字関係資料

本遺跡出土の文字関係資料には墨書土器、刻書土器、刻書紡錘車、焼印がある。

蠕鯛頂騒襲L…誕寧鐵墓コニ冥
鰯欝蝿禰職『'W菱二女鼠巍淡疋，
書体から複数の書蕾手が予想される｡焼印と同一文茶‘赴起，
字の墨書土器の出土遺跡は､｢焼印の印文はその集落

，I屡撫鰯騨彗鳳:、:､１mm,弐三愛輿
鷲騨蕊臓驚ii鴬f;iiHi烹竃Q《Ａ、門'ＭＲﾑ”
焼印は出土していないが､書上上原之城遺跡の分討ぎこ」露′ｉ－

３０句313２3334353６３７

f鰯総ﾂｉｊ漁市L鑑騨襲室,…"Ｍｎへ
捕らえ、同族家父長集団の可能性を示唆している。

８の「立」は土師器坏の内面底部に墨書され、体第217図墨書集成

部外面には横位に「下殿」を書いている。１２は「平」

を－字する。１３は「本」と墨書され、細い筆跡である。１５は「益」と考えられる。

２文字には「下殿」（９）、「山椎」（10)、「小林」（11）の３点の墨書文字がある。「下殿」は県内では

初見であるが、「○殿」を記すものには下佐野Ⅱ遺跡（1986外山･女屋他）の「田殿｣、太田東部遺跡群

清水田遺跡（1985飯塚他）に「神殿｣、芳賀東部団地遺跡（1988唐沢他）に「林殿｣、後田遺跡（1988

大江他）で「内殿」が知られている。井上論文では、○殿と書かれたものを「公的な施設と限定する必

要はなく、在地における支配者層の拠点となる屋敷の建物の一つを示すようなもの」を想定している。

「山椎」は、人名と考えられる。「小林」の字句は、本遺跡の南方4.2kmの上野国勢多郡衙、及び郡寺と

推定される上西原遺跡（1986松田)、南東５kmの粕川村内西迎遺跡（1990小島）に見られ、３点が赤城

山南麓で出土している。

不明瞭の為に図示できなかったが、８号住居跡の須恵器坏の底部に｢三｣、１０号住居跡の土師器の内底

に「吉」がある。

当遺跡の支配者層は、「下殿」と称される建物に君臨し、集団の標識文字として「立」が使用されたと

左岸で南方6.6kmで調査された二之宮谷地遺跡（原1994）では「金」の墨書土器考えられる。荒砥川の

が出土している。

2）刻書土器

土器焼成前と後に線刻されたものに分類する。土器焼成前に線刻が施されたものには､×印が共通す

る。３号住居跡の壺形須恵器の肩部、6.18号住居跡の暗文を施す土師坏の内底、ＭＤ２の須恵器坏の内

底に見られる。
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第218図墨書文字分布

土器焼成後に線刻されたものは２点ある。２９号住居跡の高台付坏の内外面の底部には、焼成後に施さ

れている×印が見られる。これらから×印は焼成前も後も集落において共通認識が存在したのではない

のであろうか。もう１点は、３号住居跡の貯蔵穴より出土した須恵器の坏内底に囲桁状「雛」に線刻が
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施されている。残存部分には並走する５本線に２本

線が直角に交差している。

全容はつかめないが、九字「雑」と称される図形

と考えられる。県内では初見のものであるが、埼玉

県狭山市の揚櫨木遣跡(1986石塚他)で墨書による

「九字」がある。

「九字」（ドーマン）とは、陰陽道で用いる代表的

な呪術図形である。「臨、兵、閾、者、皆、陣、列、

在、前」の９個の字をいい、一種の呪句で、これを

唱えつつ縦４本、横５本の線を空中に描けば、災い

が除かれ幸福を得るという。中国道家（註）から移

入されたもので､修験道や密教でも用いられ､「九字

を切る」という。修験道が悪魔や邪気を祓いのける

ために指で宙に「九字」を描いて使われる。現在で

も伊勢、志摩方面の海女の魔除け（1991平川）とし

て使用されたり、民間陰陽道系の呪術祈祷(1993学

研）等にも多く見られる。

「九字」の他に呪術的な記号として「☆」マークが

ある。「五芒星」（ペンタグラム)であり、国分僧寺・

尼寺中間地域(1992高島)や新田町市野井萩原で出

土している。高島氏は、「☆」と「井｣関連に追及し、

「井」は、九字の略記号としている。

さらに、「九字」と「五芒星」を対にして用いる事

例として、新潟県馬場屋敷遺跡出土の呪符木簡、三

重県上野市の勧請縄に用いる祈祷札、小児宿の虫封

じの呪符を紹介している。

修験道の「三年封じ」の呪法にも見られる。無病

息災を祈るもので、病を封じる秘文をしたためた内

符を紙で包み、上書に「九字」と「五芒星」を書き

付け、４つの穴をあけてそこに水引を通して特殊な

結び方で病を縛ってしまう祈願方法である。（1993

学研）

これらの刻書土器に施された印は、律令制下の祭

祀に関わるものと考えられる。

（註）中国･東晋時代の葛洪（284～363）が著した道教

の理論書『抱朴子』巻17.登渉篇に見られる。

３）刻書・刻字紡錘車

紡錘車は、織物の糸を紡ぐときに回転を利用して
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第219図九字・五芒星マークの出土例
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糸に繕りをかけるために糸巻棒をさし、錘を回転させて糸を経るもので、県内では、土・石・鉄・土器

片の２次利用したものが知られている。その中に文字・記号等を刻むものが群馬県を中心として埼玉県

北部まで分布している。

紡錘車の刻字することの意味･目的については、井上氏は｢群馬県出土の墨書･刻書土器集成(2)」（1992

井上他）で人名・地名・官職・社会構成のと関連する文字から宝器的が呪術的に扱われたものと推察し

た。

高島氏は「群馬県吉井町黒熊中西遺跡出土元慶四年銘砥石をめぐって」（1996栃木史学）と題して古

代文字資料の分析で、刻字紡錘車を所有・所属関係のみを示すもののみならず生産工場を願う共同体、

あるいは成員個人の名を示したものとみて「機織祭祀をはじめとする村落内の祭祀に伴って刻字された

もの」と解している。

当遺跡には５点の紡錘車が出土した。９号住居跡のものは土器片の２次利用、１０号住居跡からは鉄製

紡錘車の軸が出土。３号住居跡は刻書紡錘車で､小径面の縁に放射状の刻線を施している｡大径面には×

印・葉脈状・ハングライダー形の文様が見られる。

１８号住居跡のものは土製の刻字紡錘車。全体の４分の３を欠くが、３号住居跡とものと同じように小

径面の縁に放射状の刻線を施し、大径面に○里と線刻する。

２９号住居跡のものは刻字紡錘車で大径面に木と読める文字がある。側面には×印等、小径面には雑で

あるが縁に放射状の刻線、円孔を挟んで剣先状の線文を描いている。

３点に共通する小径面の放射状の線文は、中世備蓄銭に混じって検出されることが多い「雨乞銭」に

似ている。「雨乞銭｣には縁の部分に放射状の刻みが施される。適切な事例ではないが、中世社会と共通

する自然界に恵みを託す表現ではなかろうか。

（５）鉄・銅製品

本遺跡の鉄・銅製品には、刀子・鎌・鉄鍍・馬具・釘・金鉗・火打ち鎌・太刀の部品・用途不明な青

銅の管等が検出された。

１）焼印

本遺跡の３号住居跡から出土した鉄製鍛造の焼印は、「立｣の印文を有し、立の３と４画部を円形に作

り出して１．２．５画を貼りつけている。印文の法量（1996藤坂）は、縦６cm、横7.1cm、厚さ６～７

mmである。柄の先端部は僅かに欠損しているが、残存長は23cmを測る。柄は二又に分かれて印文の２と

５画のほぼ中央で取り付-けている。「古代の焼印についての覚書」（1992高島以後高島論文)での、形

態分類VA類に該当する。印面と柄が別々に造られ、２本の柱状鉄によって接合され､途中で合わされて

１つになっている。把手は、柄の先端部は尖らせて木製などに突き刺すような形で付けられる。

群馬県内での出土例は６例目であり、管見では本県・埼玉県・東京都・神奈川県・茨城県・山梨県と

関東地方からの出土がある。（註：群馬発掘最前線1996で藤坂が記載した法量とは異なるが、本報告書

をもって正式とする｡）

焼印は、大宝令成立期による諸制度整備の一連のなかで、文章に押す官印の制が確立したのに伴い、

官牧の牛馬に押す畜産印も整備されたと考えられる。その初見は、『続日本紀』慶雲四年（707）３月２６

日条に、給二鉄印子摂津･伊勢等三国一、使ﾚ印二牧駒･犢一とあり、全国均一に枚がおかれたわけではな
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いことがわかる。その使用については、厩牧令駒犢条に「几在し牧犢、至二二歳一者、毎し年九月、国

司共二牧長一対、以二官字印、～」と記されている。検印の作業は国司の立ち会いで２歳になった駒の

左後肢の外がわに官の印文の焼印をおしている。古代の文献資料から知り得る焼印は、いずれも牧にお

ける牛馬に対するものであり、施印することで所有・所属・識別し、他のものと区別する目的の施術で

あった。

『類聚三代格』所引の延暦十五年（796）２月25日付太政官符では、私馬牛の焼印について「定二百姓私

馬牛印一事長二寸、廣一寸五分以下。～」と記している。「百姓私牛馬印」から焼印が村落内でもごく

一般的に使用されたことを示し、その出土例も一般的な竪穴住居跡からが多いことからも推察される。

また、私馬牛の焼印を「長二寸、広一寸五分以下」と規定することは、官印と私印の区別を謀る目的で

あり、焼印が官衙。官牧。寺院などに限られた使用でなく、一般に使用されたことを示している。延暦

15年大政官符によって官私を問わず牛馬に焼印を施印し、その所有・所属・識別が行われていた。

しかし、焼印は木器等への施印が行われている事例から、高島氏は現時点において焼印を牛馬と木器

用の機能分化を類推する困難性、印文と同じ墨書土器の存在を指摘し、安易に焼印の出土を根拠として

牧もしくは牛馬に関連する施設とする論議に警鐘を発している。

本資料は、焼印の印文「立」と墨書土器に見られる「立」が共通する。高島氏が指摘する様に荒砥洗

橋遺跡。落川遺跡。中原上宿遺跡等でも同様に焼印の印文と共通の墨書の文字が見られる。

本遺跡の道路社から出土した土師器坏には「立」と併用して「下殿」が見られ、焼印の出土した３号

住居跡からは「九字」の刻書土器が出土している。これらの結果から推論すると、集落の「下殿」と称

される建物に下級官人が存在し、集落の所有。所属。識別に「立」の文字が共通に使用され、３号住居

に居住した人物は、焼印を管理しながら祭司を司る人物であったと思われる。

《古代焼印一覧》（高島論文一古代東国の村落と文字一に加筆）

文献番号｜遺跡名｜所在地｜遺跡の種類｜出土遺構｜印文|蝿(胤噸ﾐﾘ)|材質||年代 備 者

１０ｃ前半 柄の末端は欠損､残存長さ216ｍ大上･大郷長等の墨書土器が出土集落 鉄荒砥洗橋|群馬県前橋市 9号住居跡 太 １ ５８×５２ １ 

柄の末端は欠損、残存長132ｍｍ水･連等の墨書十器が出土９ｃ前半20号住居跡 泳力 鉄八木連荒畑|群馬県妙義町 集落･山岳寺院
U〕３５×４１ ２ 

柄の末端は欠損､残存長108'、墨書朱器･刻字紡錘車等が出土９ｃ後半鉄矢田|群馬県吉井町 集落 647号住居跡 上 ３ ４０×３５ 6１ 

銅遺構外 不明薮田|群馬県月夜野町 集落
△ ３０×３５ ４ ４ 

集落 第 鉄 ５ 高浜広神|群馬県榛名町 ４４×３７ ５ 

柄の先端部が欠損、残存長230ｍｍ印文と同じ立の墨書十器鉄集落 3号住居跡 立 Ｈ 堀越中道I群馬県大胡町 ６０×７１ H１ 

全長330ｍ、柄は袋状を呈する。丈等の墨書土器が出土鉄 10ｃ代8号住居跡 丈上村田小中I茨城県大宮町 集落 ７ ７７×８２ ７ 

金木場|茨城県 子 ８ 、
.｡ 

柄の末端は欠損､残存長97mm､隣接地で中の刻書十器が出土中 鉄 ９ｃ後半集落 13号住居跡 ９ 北坂|埼玉県岡部町 ５１×３４ ９ 

柄の末端は欠損、残存長260mｍ18号住居跡 有 鉄 １０ 円山|埼玉県大里村 集落 ７０×８０ ９ｃ 1０ 

全長250ｍ、土の墨書朱器が出土鉄9号土坑 ± 落川|東京都日野市 集落 ５７×８］ ９～l１ｃ 11 1１ 

残存長249mm、七の墨書十器が出土平安中期中耕地|東京都調布市 鉄集落 3号住居跡 1２ 七 ２６×２３ 1２ 

鉄 １０Ｃ中葉 残存長250ｍ吉 (39)×4５ 武蔵国府関連l東京都府中市 官衙･集落 住居跡 1３ 1３ 

１１ｃ中葉 残存長161ｍ、山の墨書土器が出土遺櫛外 鉄川島谷l東京都町田市 集落 山力 1４ ２９×３４ 1４ 

残存長230mm、井の墨書土器が出土集落 井 鉄 1５ 中原上宿|神奈川県平塚市 9～l０ｃ SXO］ ３３ｘ２Ｊ２ 1５ 

９ｃ後半 残存長187mm、兀の墨書土器が出土集落 16号住民跡 鉄 1６ 向原|神奈川県平塚市 兀 ３７×３２ 1６ 

池子I神奈川県厨子市 士 1７ 埋没谷 ？ 1７ 

残存長約200mｍ鉄 1８ Ⅶ 上野原狐原|山梨県上野原町 10～l１ｃ 1８ 
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番号 遺跡名 所在地 in跡の:国jfjl 出:kju楴 印文 鶴(|Mx朧P） 材質 年代 (Wｉ巷 文献

橋畑田田村迫沖賜坂山川地
洗率

広中副木
Ｉ 淵

砥木

浜越村席八矢鮫島胴上金化可溶中
通関府国劇患

谷島

稲腺子原翻
トー原

野中向池上

群馬県前橋市

群馬県妙義町

鮮馬県吉井町

膵鳥県j]夜野IHI

群賜県榛名町

群馬県大胡町

茨城県大宮町

茨城県

埼玉県岡部町

埼jIR県大里村

東京都EJ野Tfj

東京都調布市

東京都府r11市

東京都1MJ、市

神奈111県平鳳市

神剥11県平塚Tｉ

神奈川県厨子ｉｉ

;U梨県上野MillU

侭

落落錆落落落落藩落落落落蝶落落群集糾集集集集集集集巣集衙集集集
撫

官

９号住居跡

20号住居跡

N7;:(i彊跡

遺構外

３号fiH

８号住

居跡

居跡

13号住居跡

18号住居跡

９．号土坑

３号住居跡

住居跡

遺描外

SXO1 

16号住居跡

埋没谷 太鰄上（｜｜飾立丈子中有上上】吉岬井兀哩向
２１５５７１２ 

４０１３４４２２ ３８８２×３２３ 
５４３３３７８ ×××××ｘＸ 

ｘｘｘｘ、』××ｘワ 銑鉄鉄鋼鉄銑鉄鉄銑鉄銑鉄銑鉄鉄鉄
エナ叫十叫十

型Ｔ

ｃ群午菰弄誠葬ｃ山十
Ｃ 

ｕ中中中、後
１ 

前Ⅲ後

代

後

１ 

ＣＣＣ明
Ｃ 

ＣＣ一安Ｃｃ－ｃ
－ ０ 

皿９９不
０ 

９９９平ｍｕ９９
１ 

柄の末端は欠損､残存長書216ｍ大上鯵大郷長等の墨書土器が出土

柄の末端は欠損、残存長I32mln水･述等の墨書土器が出土

桶の末端は欠損､残存長108ｍ澤書+L黙･刻宇紡錘卓等が出I：

柄の先端部が欠損、残存長230mm印文とl可じ立の墨書土器

全長330mml、柄は袋状を呈する。丈等の墨書･I:器が出土

柄の末端は欠損､残存長97'nm､隣接地で中の刻害土器が出上

柄の末端は欠損、残存長26()､、

全長250ｍｍ、土の墨書土器が出二･二

残存長249mm、七の塁審士蕊が出土

残存長250ｍ

残存長161mm、Ｉ[lの鑑ｉ９:上器が出｣頂

残存長230mm、弁の瑠害二旦器が出上

残存長187mm、兀の墨書土器が出l：

残存長約200mｍ Ｅ咀珂潟狛Ⅳ肥
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参考文献

１（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「荒砥洗橋･荒砥宮西遺跡」１９８９

２妙義町遺跡調査会「古立東山遺跡･古立中村遺跡･八木連狸沢遺跡･八木連荒畑遺跡」１９９０

３（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「矢田遺跡」ＩＩＩ１９９２

４（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「薮田遺跡」１９８５

５（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団「高浜広神遺跡」９６群馬発掘最前線

６本報告書

７大宮町教育委員会「上村田小中遺跡」１９８８

８茨城県教育財団「金木場遺跡･向畑遺跡」一般国道６号（日立バイパス）改築工事地内埋蔵文化財調査

報告書茨城県教育財団文化財調査報告書5９

９（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団「関越自動車道関係埋蔵文化財調査報告」ＩＸ１９８１

１０若松良一「大里村円山遺跡の調査」（埼玉県遺跡発掘調査報告会要旨）１９埼玉考古学会１９８６

１１日野市落川遺跡調査会「日野市落川遺跡調査概報」Ⅵ１９８８

１２乙苓軍隆･十時俊作｢調布市中耕地遺跡第３地点の調査」(東京都遺跡調査研究発表会要旨Ⅲ東京都教育

委員会）１９８６

１３塚原二郎「最近の発掘調査から」（あるむぜお）１９府中市郷土の森博物館

１４町田市小田急野津田･金井団地内遺跡調査会「町田市川島谷遺跡群」１９８４

１５中原上宿遺跡発掘調査団「中原上宿」１９８１「井」墨書土器とSXO1からの「井」焼印は、井戸や小河川

等の水を管理または支配していた者の住まいと推察されている。

１６神奈川県立埋蔵文化センター「向原遺跡」１９８２

１７甦る池子の歴史一池子遺跡群発掘調査の記録一財団法人かながわ考古学財団１９９５

１８月刊文化財発掘出土`情報１９９６１２通巻171山梨日々９６，１０，１０初見として町教委では｢年貢の流通基

地として役割を果たした集落跡とし､年貢の特産物を中央に送る木札などに焼印を押していた｣との可能性

を指摘、県立考古博物館の末木健氏は「貴族や神社などが使用した」との可能性を考えている。

Ｐ
面
晤

２）鉄製把手付鍋

管見では、当遺跡を含み３点の出土地が知られ、多賀城一昭和46年度発掘調査（1991桑原他）で兵

士の宿舎とみられる竪穴住居跡から、秋田城一第54次発掘調査(1989小松他)、元小学校グランド造成

土下の黄褐色砂層より把手付鉄鋼が出土している｡三シ木皿沼遺跡では平安時代の住居跡から銅製の把

手付片口鍋がある。

模倣品として土製の把手付土器があり、東北地方北部を中心てとして出土例が報告されている。大館

森山遺跡３点、石上神社遺跡２点、黒石市高館遺跡９点、源常平遺跡等が古くから知られている。

福島県の関畑遺跡（1982渡辺）から出土した取手付注口土器は11世紀代の所産とされ、鉄器や木器

などの形態を模倣して製作されたのではないかと推察し、多賀城の鉄鍋､青森県石上神社遺跡の取手付

鉢、同県源常平遺跡の取手付土器、同県砂沢平遺跡の資料を紹介している。これらの資料を基にして、

平安時代の鉄製煮炊具（1994飯村）について、飯村氏は、把手付鉄鍋を祖形として模倣されたのが把

手付土器であり、東北地方北部の煮炊具として津軽地方まで普及した。そして11世紀後半から普及する

内耳鉄鍋に駆逐されると推察している。近県では､長野県の吉田向井遺跡31号住居社からは平安時代後

半の土製の把手付鍋が羽釜等と出土している。

集成した資料の１～３は鉄製の把手付鍋で､現在のフライパンを連想させる。多賀城出土のものには

片口が見られる。把手部は、空洞状態であり、木製の柄を装着したと考えられる。４は、器面全体を丁

寧に研磨した黒色土器で鉄製に見られない精巧な注ぎ口が付されている。５と６は、規模･形状から鉄

製の模倣品と考えられる。７～10は、小型の甕形土器に把手を装着したもので､鉄製のものから発想さ

れたものであろうか。１１は、更に小型となっている。
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第３節結 語

縄文時代の遺構は､前期前半の花積下層式と関山式の両型式の中間型式として提唱された｢ニッ木式」

土器を三原田城出土の花積下層式土器と県内の撚糸圧痕文を持つ土器を比較した｡その文様系譜は花積

下層式土器から抽出され､撚糸圧痕文→撚糸圧痕文十刻み目細隆帯への推移が見られ､「花積下層Ⅲ式」

の要素を色濃く継承する「ニッ木１式」の古段階に位置付けした。

今後の課題として、本遺跡と大胡西北部遺跡群第２集の新屋敷遺跡､堀越芝山遺跡の総論を試みる必

要があり､新田野貝塚より出土した土器との比較問題､関山式とニッ木式との区分問題等を検証したい。

歴史時代の集落杜は、９世紀第１四半紀～10世紀前半に至る約100年の間に営まれ、遺構・遺物から

も一般集落とは異にする特殊性が検出された。

竪穴住居跡では、県内２例目の検出である礎石建ちの18号住居跡がある。その規模は、集落内で最大

のものであり、４本主柱穴に替えて礎石を有する。礎石は掘り方に根石を設けて安定したレベルに据え

られており、寺院等の建築に拘わる人物が介在したと推察される。

この住居の中央部には火床を伴う土坑が有り、刀子・飾り釘・環頭金具・馬具に拘わる？鉄製品や羽

口や鉄津の出土から鍛治に拘わる中心的な建物と推察され、１７号住居では、金鉗・火打ち鎌･鎌･青銅

管が出土している。３７号住居は、中央部に南北に長い楕円形の掘り込みがあり、羽口が出土している。

８号と10号住居からは刀子の未製品と思われるものがあり、鉄製品に拘わる専業集団と推察される。

当町では､八ヶ|峰遺跡と乙西尾引遺跡で製鉄杜が調査されており、当町の北に続く宮城村でも片並木

遺跡が知られている。また､小谷地が放射状に続く地形と表採から製鉄社の存在が考えられ場所も多く

あり、製鉄社の生産年代にも符合する。

掘立柱建物跡は、居住↓性が考えられる庇を付す大型建物や倉庫群が検出された。明確ではないが、集

落の中央部を東西に走行する側溝もちの道路社の存在から､集落で生産された鉄製品等の運搬に使用さ

れると考えられる牛馬の小屋もあったと推察される。

この集団は、「立」を共通の標識文字として、「下殿」の墨書土器や石製巡方、刀金具の出土から下級

官人の支配下にあり、九字や紡錘車に見られる祭祀を操る祭祀者も存在したのであろう。鉄製把手付鍋

は本県では初見であり、その出土例も限られており、焼印やＫ-14窯式の灰釉陶器の出土は、本集落の

重要'性と特殊性を暗示している。

これらの推測が許されれば､本集落は官衙等と深くリンクし、本町地域周辺の鉄生産を掌握するター

ミナル的な集落と考えられる。

最後に､本報告書をまとめるにあたり縄文時代では谷藤保彦氏に公私多忙にも拘わらず浅学の筆者の

無学に御助言･御指導をいただき、歴史時代では高島英之氏に文字資料に関する多くの資料提示と御助

言、百瀬長秀氏には長野県の資料協力をいただき謝意を表します。

2４ ３ 



付表《縄文時代石器計測表》

遺構名番号長さ(c､）幅(c､）厚み(c､）重量(９） 遺構名番号長さ(c､）幅(c､）厚み(c､）重量(９）

－４９１８．４８．１３－６５０７．０ Ｊ１Ｈ－９ 9.3５．８１．０３０．４ 

－５０１２．６７．６３．８５６６．０ 

Ｊ２Ｈ－１０１４．７９．５５．８881.0 －５１２７．４２０．０４．２２８０２．０ 

－５２１９．４１９．３５．０９６１．０ －１１１６．６８．５５．１９５５．０ 

J１４Ｈ－３１４．８７．８４．５７１６．０ 

－４１０．０５．４２．１115.0 

－１２１４８７．９４．２６１０．０ 

－１３１３．８６．８５．３７６５．０ 

－５ 8.0４．８１．７５９．０ －１４１０．０７．３５．１５１０．０ 

－１５１０．２８．２４１503.0 

J１５Ｈ－５１１．２９．５４．２545.0 －１６１１．２７．５４．３４２１．０ 

－１７８．７７．２１．７７０．０ 

J16H-28６．３４．５１．４５３．０ －１８８．６４．７２．１８８．０ 

－１９７．２３．６１２３９－４ －２９５－１３．１０．５８．７ 

－３０４．０５．８１．２１６．８ 

J３Ｈ－１４１４．３１１．２７．７1353.0 

-15１３１８．９４．１６２８．０ 

－３１３．３５．８０．８１０．４ 

－３２６．５６．５３．２177-0 

－１６１１．９７．１４．９５２２．０ －３３１５．８８．５４．６９１８．０ 

－１７１１．０６．９４．２４１２．０ －３４１３．６８．５３．３５６０．０ 

－１８１０．２３．７２．０１１１．０ －３５８．８５．９３．０１８６．０ 

－３６１１．０７－２４２497-0 

Ｊ４Ｈ－６２０．１１５．７４．４1559.0 －３７１０．３８．２５．５６００．０ 

－７１Ｌ３８．２４．１５５７．０ －３８１０．０７－４４－１３３４．０ 

－８１０．３８．４５．８５３７．０ －３９９．８８．３４．５４４０．０ 

－９１２．４８．０４．３５６６．０ －４０１４．９１２．０９．７２０１９．０ 

－１０１１．０７．１４．５５０３．０ －４１１６．２１５．０６．３１７２１．０ 

－１１８．３７．４４．２２５４．０ -42２２．５１８．５５．２１４３９．０ 

－１２２．９１．８０．６４．７ 

J１７Ｈ－４１９．２１７．５６．５２５６８．０ 

－５１１．９６．９３．８４７１．０ 

－１３５．９３．０１－０１６．０ 

Ｊ５Ｈ－６１８．５７．６４．３789.0 
－６１２．５４．８１．５１２１．０ 

Ｊ６Ｈ－３６１１．５８．０５．０639.0 

3７１１．５７．７５．１４２３．０ 

謎･ｸﾞﾘｯﾄｰ9１１．８１．５０．３５０．７3８８．６３．０１．１２２．２ 

－９２１．７１．５０．５０．８ －３９７．０３．５０．７１７．０ 

－９３１１．７６．７４．２４８３．０ 

Ｊ７Ｈ－１１１１．６８．１５．２６８７．０ －９４７－５３．５１．２２１.(） 

－９５４．６６．４０．８２０－２ －１２１４．８３．９１．５１２１．０ 

－９６7.1２．８1016.0 
Ｊ９Ｈ－８１２．２１．０３．８609.0 

－９７６．１３．９２．８６５．０ 
－９１１．４８．５５．５６７６．０ 

－９８７．７6.0１．７６４．０ －１０９．２８．１３．７３６１．０ 

－９９９．７６－４２．５１６１０ 
Ｊ１０Ｈ－１８９．２７．０４．２297.0 

－１００１２．２７．１２．２２１０．０ 
－１９２３．９２１．３６．１３２４４．０ 

－１０１１２．１６．８２．３１５５．０ －２０１８．１１２－１６．７１４１７．０ 

－１０２１８．１８．８５．２１０６５．０ －２１５．６７．９1.1４１．８ 

－１０３１２．５８．６５．１７０２．０ －２２２．６１．７０．５１．７ 

－１０４１１．６６．７３．２３５２．０ －２３１０．６６．３１．７１１５．０ 

－１０５１０．５９．６４．９６５１．０ －２４９．４４．６２．１９１．５ 

－１０６９．４９．３５．６７０８．０ －２５６．６７．０１－６５６．５ 

－１０７１０．３８．９3.0３５２．０ 
Ｊ１１Ｈ－４１４．２７．２３．２485.0 

－１０８１２．２７．７４－０５１７．０ 

－１０９１６．３１２．２５．２1135-0 Ｊ１３Ｈ－４３２１．４９．１４．２1067.0 

－４４１１．５７．１４．４479.0 －１１０１７．６￣1７．６7-01779-0 

4５７．８５．５５．２２４４０ －１１１２８．２３１．４１２．２１２kｇ 

－４６９．３８．１４．３３３０．０ 

－４７１０．４８．２５．１５４２．０ 

－４８１４．２８．２４．５５６４．０ 
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遺構名番号長さ(c､）１幅(c､）厚み(c､）重量(９） 遺構名番号長さ(c､）１幅(c､）厚み(c､）重量(９）

Ｊ１Ｈ・・９９．３５．８１．０３０．４

Ｊ２Ｈ－１０１４．７９．５５．８881.0 

－１１１６．６８．５５．１955.0 

・１２１４．８７．９４．２610.0

・１３１３．８６．８５．３765.0

-14１０．０７．３５．１５１０．０ 

・・1５１０．２８．２４」503.0

・-16１１．２７．５４．３421.0

-17８．７７．２１．７７０．０ 

－１８８．６４．７２．１88.0 

.‐1９７．２３．６１．２３９．４ 

Ｊ３Ｈ－－１４１４．３１１．２７．７1353.0 
-15１３ユ８．９４．１628.0

１６１１．９７．１４．９522.0 

..17１１．０６．９４．２412.0 

１８１０．２３．７２．０１１１．０ 

Ｊ４Ｈ６２０．１１５．７４．４1559.0 
・・７１１．３８．２４．１557.0

。‐８１０．３８．４５．８537.0

・－９１２．４８．０４．３566.0

-10１１．０７．１４．５503.0 

１１８．３７．４４．２254.0 

-12２．９１．８０．６４．７ 

・・1３５．９３．０１．０１６．０

Ｊ５ＩＩ－６１８．５７．６４．３789.O 

Ｊ６Ｈ－－３６１１．５８．０５．０639.0 

３７１１．５７．７５．１423.0 

３８８．６３．０１．１２２．２ 

－３９7.0３．５０．７１７．０ 

Ｊ７Ｈ－１１１１．６８．１５．２687.0 

-12１４．８３．９１．５］21.Ｏ 

Ｊ９Ｈ－８１２．２ＬＯ３．８６０９．０ 
－９１１．４８．５５．５６７６．０ 

－１０９．２８．１３．７３６ＬＯ 

Ｊ１０Ｈ－Ｉ８９．２７．０４．２２９７．０ 
－１９２３．９２１．３６．１3244.0 

-2018.112.1６．７1417.0 

--21５．６７．９１．１４１．８ 

・・2２２．６１．７０．５１．７

.‐2３１０．６６．３Ｌ７115.0 

--24９．４４．６２．１９１．５ 

．２５６．６７．０１．６５６．５ 

Ｊ１１ＩＩ－４１４．２７．２３．２485.Ｏ 

Ｊ１３Ｈ－４３２１．４９．１４．２1067.0 

。‐4４１１．５７．１４．４479.0

４５７．８５．５５．２２４４．０ 

－４６９．３８．１４．３３３０．０ 

－４７１(〕､４８．２５．１５４２.(）

－４８１４．２８．２４．５564.0 

－－４９１８．４８．１３．６５０７．０ 

－５０１２．６７．６３．８５６６０ 

・・5１２７．４２０.(）４．２2802.0

・・5２１９．４１９．３５．０９６ＬＯ

Ｊ１４Ｈ－３１４．８７．８４．５７１６．０ 

－４１０．０５．４２．１115.0 

・・５8.0４．８１．７59.0

J１５Ｈ－５１１．２９．５４．２545.0 

J16Ｈ・２８６．３４．５１．４５３．０

・・2９５．１３ユ０．５８．７

－－３０４．０５．８1.２１６．８ 

－３１３．３５．８ｑ８１０．４ 

－３２６．５６．５３．２177.0 

-33１５．８８．５４．６918.0 

・３４１３．６８．５３．３５６０．０

－３５８．８５．９３．０186.0 

--36１１．０７．２４．２４９７．０ 

・３７１０．３８．２５．５６００．０

－３８10.0７．４４．１334.0 

..39９．８８．３４．５440.0 

・４０１４．９１２．０９．７2019.0

‐-４１］６．２１５．０６．３1721.0 

４２２２．５１８．５５．２1439.Ｏ 

Ｊ１７Ｈ－４１９．２１７．５６．５２５６８．０ 
－５１１．９６．９３．８４７１．０ 

－６１２．５４．８１．５121.0 

麩0ｸﾞﾘｯﾄｰ9１１．８1５０．３５０．７

－９２１．７１．５０．５０．８ 

－９３１１．７６．７４．２４８３．０ 

・９４７．５３．５１．２２１．０

－－９５４．６６．４０．８２０．２ 

－９６7.1２．８１．０１６．０ 

・９７６．１３．９２．８６５．０

.‐９８７．７６．０１．７６４．０ 

・９９９．７６．４２．５161.0

・１００１２．２７．１２．２210.0

-101１２．１６．８２．３155.0 

-102１８．１８．８５．２］065.0 

-103１２．５８．６５．１702.0 

.‐104１１．６６．７３．２352.0 

-105１０．５９．６４．９651.0 

-106９．４９．３５．６708.0 

・１０７１０．３８．９3.0352.0

.‐108１２．２７．７4.0５１７．０ 

－１０９１６．３１２．２５．２1135.0 

-110１７．６１７．６7.01779.0 

-111２８．２３１．４１２．２１２kｇ 
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坂口一･三浦京子奈良・平安時代の土器の編年群馬県史研究第24号

坂口一他資料集赤城山麓の歴史地震１９９１新里村教育委員会

澁谷昌彦花積下層式土器研究史と福島県内資料の型式分類みちの〈発掘

澁谷昌彦花積下層式土器の研究一側面圧痕文土器を中心として－丘陵第11号１９８４

鈴木徳雄阿知越遺跡Ｉ１９８３児玉町教育委員会

関根`慎二群馬県における前期終末の様相第６回縄文セミナー前期終末の諸様相１９９３

高島英之古代の焼印についての覚書古代史研究第11号１９９２

高島英之古代東国の村落と文字古代東国の民衆と社会古代王権と交流２１９９４名著出版

高島英之群馬県吉井町黒熊中西遺跡出土元慶四年銘砥石をめぐって１９９６栃木史学第十号

谷藤保彦他中畦遺跡･諏訪西遺跡一関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第９集-1986群馬県

埋蔵文化財調査事業団

谷藤保彦他三原田城遺跡他‐関越自動車（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第13集１９８７群馬県埋蔵文

化財調査事業団

谷藤保彦ニツ木式土器１９８８群馬の考古学創立十周年記念論集

谷藤保彦他芝山遺跡北橘村埋蔵文化財発掘調査報告書第11集１９９３

谷藤保彦群馬県における早期末・前期初頭の土器第７回縄文セミナー早期末･前期初頭の諸様相１９９４

徳江秀夫グンマ古代史飾り大刀の世界群馬風土記VOL２１３．４月号１９９１

富澤敏弘芳賀東部団地遺跡III-縄文･中近世編一芳賀団地遺跡群第３巻199O

豊島泰国他BooksEsoterica6陰陽道の本

成田誠治他黒石市高館遺跡発掘調査報告書（東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財発掘調査）青森県埋蔵文化財調

査報告書第40集１９７８

2`５ 



羽田守快他BooKsEsoterica8修験道の本

原雅信二之宮谷地遺跡一般国道17号（上武国道）改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書1994年群

馬県埋蔵文化財調査事業団

平川南墨書土器とその字形一古代村落における文字の実相一

福田健司他落１１１遺跡調査概報Ｖ１日野市落川遺跡調査会１９８８

藤坂和延中川原遺跡群小林・山神・大畑遺跡団体営中川原地区土地改良総合整備事業に係る埋蔵文化財発

掘調査報告書（ＩＤ１９９２

藤坂和延他大胡西北部遺跡群乙西尾引･西天神･柴崎遺跡「県営ほ場整備事業大胡西北部地区｣に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告書第１集１９９４

藤巻幸男五目牛清水田遺跡一般国道17号線(上武道路)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書(縄文編）１９９３

群馬県埋蔵文化財調査事業団

松田猛群馬県における文字瓦と墨書土器一前橋市上西原遺跡の文字資料一信濃第38巻第11号

望月映中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書４－松本市内その１－総論編199O長野県埋蔵文化

財センター他

森和敏他青木北遺跡・梅の木遺跡県営圃場整備事業に伴う発掘調査報告書１９９２山梨県教育委員会

山口逸弘他五目牛南組遺跡一般国道17号線（上武道路)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（縄文時代

編）１９９２群馬県埋蔵文化財調査事業団

山下歳信天神風呂遺跡主要地方道前橋･大間々桐生線く仮称大胡バイパス＞建設の事前埋蔵文化財発掘調査

報告書１９８１大胡町教育委員会

山下歳信大胡城保存管理計画書１９８８大胡町教育委員会

山下歳信中川原遺跡群上ノ山遺跡団体営中川原地区土地改良総合整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告

書(1)１９９２大胡町教育委員会

山下歳信西小路遺跡（ゴルフ練習場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告）１９９４大胡町教育委員会

山下歳信日光道東遺跡団体営日光道東地区土地改良総合整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ｉ

１９９４大胡町教育委員会

山下歳信浅見遺跡団体営日光道東地区土地改良総合整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ＩＩ１９９５大

胡町教育委員会

山下歳信茂木遺跡群稲荷窪Ａ地点遺跡「団体営土地改良総合整備事業茂木地区｣に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書１１９９６大胡町教育委員会

山下歳信他堀越芝山遺跡「大胡町総合運動公園｣建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書１９９６大胡町教育委員

会

山村信榮太宰府周辺の道路遺構季刊考古学第46号特集古代の道と考古学１９９４

綿貢邦男群馬県における歴史時代の土器について群馬考古学手帳ＶｏＬ３１９９２

綿貫邦男他群馬県における灰釉陶器の様相について(1)－消費地からのアプローチー研究紀要９１９９２群馬県埋

蔵文化財調査事業団
一ｒ■qwbq毛･￣－－＝
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